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0 TET PDF IFilter を イ ンス ト ール
TET PDF IFilter は、 Windows 各種システム用のイ ン ス ト ーラ と し て頒布されています。 す

べての TET PDF IFilter パッ ケージは、 署名済みの IFilter DLL のほかに、 サポー ト フ ァ イ

ル群 ・ 文書 ・ サンプル群を含んでいます。 このイ ン ス ト ーラ を走らせるには管理者権限が

必要です。 このイ ン ス ト ーラは TET PDF IFilter を イ ン ス ト ールし て登録し ます。 これに

加えて個別の検索環境 （Windows Search ・ SharePoint など） で必要になる手順や、 カ ス タ

ム構成については、 本マニュ アル内で解説し ます。

32 ビ ッ ト 版と 64 ビ ッ ト 版 TET PDF IFilter には、 32 ビ ッ ト プ ラ ッ ト フ ォーム用 と 64

ビ ッ ト プラ ッ ト フ ォーム用があ り ます。 こ の 2 種類はイ ン ス ト ーラが別々であ り 、 同一シ

ステム上に共存し て イ ン ス ト ールする必要があればそれも可能です。 64 ビ ッ ト 版は、 64

ビ ッ ト 実行形式 と と も にのみ動作するネ イ テ ィ ブ 64 ビ ッ ト 実装です。 64 ビ ッ ト イ ン ス

ト ーラは 32 ビ ッ ト システムへのイ ン ス ト ールを拒みますが、 32 ビ ッ ト 版は 32 ビ ッ ト シ

ステム と 64 ビ ッ ト システムの両方で動作し ます。

使用し たい IFilter ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェ アに一致する 32 ビ ッ ト 版か 64 ビ ッ ト 版か

を適切に選んでイ ン ス ト ールする こ と が不可欠です。現在のサーバに対し てはこれはたい

ていは 64 ビ ッ ト 版 と な り ます。

新し いバージ ョ ンの TET PDF IFilter へア ッ プデー ト マシ ンに古いバージ ョ ンの TET

PDF IFilter がすでにイ ン ス ト ールされている場合には、新しいバージ ョ ンを イ ン ス ト ール

する前にその古いバージ ョ ンをアン イ ン ス ト ールするべきです。イ ン ス ト レーシ ョ ンパッ

ケージは必ず完全な製品を内容と し てお り 、既存のイ ン ス ト レーシ ョ ンに依存し ている こ

と は絶対にあ り ません。

TET PDF IFilter ラ イ センスキーを適用 TET PDF IFilter をサーバシステム上で業務目的

に使用するには、有効な ラ イセン スキーが必要です。TET PDF IFilter ラ イセン ス を購入い

ただいた ら、 無制限に大き な文書の処理を許可するために、 ご自分のラ イセン スキーを適

用する必要があ り ます。通常は、TET PDF IFilter をそのイ ン ス ト ーラでイ ン ス ト ールする

際にそのラ イセン スキーを入力する こ と にな り ます。 ただし、 イ ン ス ト ールの後でラ イセ

ン スキーを レジス ト リ 内で手動で適用する こ と も可能です （6 ページの 「手動イ ン ス ト ー

ル」 を参照）。 32 ビ ッ ト 版と 64 ビ ッ ト 版は同一のラ イセン スキーを受け入れます。

ラ イセン スキー 0 （ゼロ） を使用する と、 評価版をサーバシステム上にイ ン ス ト ールす

る こ と、 および無償デス ク ト ッ プ版を非商用目的でイ ン ス ト ールする こ と が可能です。

評価版の制限 TET PDF IFilter は、 商用ラ イ セン スがな く て も完全機能の評価版 と し て

使用でき ます。 非ラ イセン ス版はすべての機能をサポー ト し ていますが、 ただし 10 ペー

ジかつ 1 MB サイ ズ以下の PDF 文書を処理する こ と のみ可能になっています。 TET PDF

IFilter の評価版は、 業務目的に使用し てはな り ません。 TET PDF IFilter を業務目的に使用

するには商用ラ イセン スが必要です。

無償デス ク ト ッ プ版を非商用目的で使用 各種デス ク ト ッ プシステム、すなわち Windows

8/10 用の TET PDF IFilter は、 個人的利用のために、 すなわち非商用目的であれば自由に

使用でき ます。 ただし、 商用利用と見な され う る状況であれば必ず、 このデス ク ト ッ プ版

を運用するにも商用ラ イセン スが必要です。 Windows Server 用 TET PDF IFilter は必ず商

用ラ イセン スが必要です。
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対応する IFilter ク ラ イ アン ト TET PDF IFilter は、 Microsoft の IFilter イ ン タ フ ェース を

実装し ています。さ まざまな イ ンデッ ク ス作成製品がこ の IFilter イ ン タ フ ェースに対応し

ています。 本文書ではそのよ う な製品を IFilter ク ラ イ アン ト と称し ます。 TET PDF IFilter

は下記の製品で試験済みですが、 これ以外の、 IFilter イ ン タ フ ェースに対応する Microsoft

やサード パーテ ィ 製品でも動作する可能性があ り ます ：

> SharePoint 2013/2016/2019 ・ SharePoint Foundation 2013

> SharePoint Server 2010 ・ SharePoint Foundation 2010

> SQL Server 2016 ・ 2014 ・ 2012

> Search Server 2010 ・ Search Server Express 2010

> Exchange Server 2007 ・ 2010

> Windows Search ： Windows 8/10 に内蔵されています

TET PDF IFilter には、 32 ビ ッ ト 版と 64 ビ ッ ト 版があ り ます。 この IFilter の 64 ビ ッ ト 版

は、 上記製品の 64 ビ ッ ト 版と と もにのみ動作し ます。

XML 構成フ ァ イルの登録と イ ンス ト ール後の手順 イ ン ス ト ーラは、 さ まざまな IFilter

ク ラ イ アン ト （Windows Search や SharePoint） で使 う ための然るべき XML 構成フ ァ イルを

登録する ためのオプシ ョ ンを提供し ます。 いずれかの IFilter ク ラ イ アン ト を選ぶと、 その

照応する TET PDF IFilter 用 XML 構成フ ァ イルがレジス ト リ に追加されます。 Windows

Search の場合には、 TET PDF IFilter の定義済プロパテ ィ 群が登録されます （41 ページの

3.1.2 「カス タ ムプロパテ ィ 」 参照）。

IFilter ク ラ イ アン ト によ っては、 TET PDF IFilter のイ ン ス ト ールが済んだ後、 さ らに

手順をふむ必要があ る場合があ り ます。 この手順については、7 ページの 1 章 「動作開始」

のそれぞれの節で解説し ています。

手動イ ンス ト ール イ ン ス ト ーラは、 TET PDF IFilter を使用する ために必要な手順をす

べて適用し ますが、 場合によ っては、 特定の手順を手動で適用する必要が生じ るかも しれ

ません。 その場合は下記の情報を参照し て く ださい。

ラ イセン スキーを手動で追加するには、 下記のレジス ト リ 値にそれを入力し ます ：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PDFlib\TET PDF IFilter5\license

TET PDF IFilter DLL をシステムに登録する （IFilter ク ラ イ アン ト から確実に見つかる よ う

にする ために） には、 下記のコマン ド （イ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ が違 う 場合には

その部分を変更） を コ ン ソールウ ィ ン ド ウで実行し ます ：

regsvr32 "C:\Program Files\PDFlib\TET PDF IFilter 5.2 64-bit\bin\TETPDFIFilter.dll"

こ のコマン ド は必ず、 管理者権限を有する コマン ド プロ ンプ ト から実行 （後述） し て く だ

さい。

すでに TET PDF IFilter を使用し ている IFilter ク ラ イ アン ト があ る場合には、その DLL

を再度登録する前に必ず、TET PDF IFilter にア ク セスする関連サービ ス をすべて停止させ

て く ださい。 また、 Windows イベン ト ロ グ も必ず閉じ ておいて く ださ い。

特権コ マン ド を実行 レジス ト リ への書き込みア ク セス （regsvr32 プロ グ ラ ムや proptool
プロ グ ラ ムなどによ る） には管理者権限が必要です。 コマン ド プロ ンプ ト を管理者権限で

起動させる方法は右記の と お り です ： ス ター ト を ク リ ッ ク →検索ボ ッ ク スに 「cmd.exe」

と打つ→する と 「cmd.exe」 項目が現れるので右ク リ ッ ク→ 「管理者と し て実行」 を選択。

する と、 UAC プロ ンプ ト が表示されるので、 確認の後、 管理者権限を有する コマン ド プ

ロ ンプ ト が開き ます。
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1 動作開始
この章では、 TET PDF IFilter が対応し ているい く つかの検索製品 （IFilter ク ラ イ アン ト ）

を構成し て使用する ために必要な最初の手順を解説し ます。 この解説は、まずは TET PDF

IFilter が動作開始し た状態まで導 く こ と を目的と し ています。 高度な構成事項については

21 ページの 2 章 「 メ タデータプロパテ ィ を イ ンデッ ク ス」 で解説し ています。

この章では、 TET PDF IFilter の 32 ビ ッ ト 版か 64 ビ ッ ト 版が適切にシステムにイ ン ス

ト ール済みであ る こ と を前提と し ます。

1.1 Windows Search

1.1.1 構成

システム要件 Windows Search は、メ タデータのためのプロパテ ィ システムを実装し てお

り 、 TET PDF IFilter は こ のプ ロパテ ィ シ ス テムに対応し ています。 Windows Search は、

Windows 8/10 用と、 Windows Server 2008/2012/2016 用があ り ます。 なお、 Windows Server

2016 では Windows Search はデフ ォル ト では無効化されています。

セ ッ ト ア ッ プ と構成 デフ ォル ト では Windows Search は、 ラ イブラ リ （例 ： 「ド キュ メ ン

ト 」 ） と オフ ラ イ ンフ ァ イルの中の文書群を イ ンデッ ク ス し ます。 それ以外の場所 （ネ ッ

ト ワーク ド ラ イブも含め） にあ る文書群を イ ンデッ ク スする よ う Windows Search に指示

する こ と も可能であ り 、 その方法は以下の とお り です ：

図 1.1. 
Windows Search を構成
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> 「ス ター ト 」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「イ ンデッ クスのオプシ ョ ン」 を ク リ ッ ク。

あ るいは Windows 10 では、 エ ク スプローラーウ ィ ン ド ウの検索フ ィ ール ド の中を ク

リ ッ ク し てから （する と メ ニューバー内で 「検索」 ア イ テムが有効にな り ます） 、 「詳

細オプシ ョ ン」 → 「イ ンデ ッ ク スが作成された場所の変更」 を ク リ ッ クする と い う 方

法も あ り ます。

> 「変更」 を ク リ ッ ク。 「選択された場所の変更」 セ ク シ ョ ン内で、 イ ンデッ ク ス し たい

デ ィ レ ク ト リ 群を選び、 OK を ク リ ッ ク。

> 「詳細設定」 → 「再構築」 を ク リ ッ ク する こ と に よ って、 その文書群をただちに イ ン

デッ ク ス させます。

Windows Search サービスを開始 ・ 停止 検索サービ ス を （よ り 正確には、TET PDF IFilter

を呼び出すイ ンデッ ク ス作成プロセス を） 手動で開始させた り 停止させた り する こ と も可

能であ り 、 その方法は以下の とお り です ：

> こ のサービ ス を開始させるには、 管理者権限を有する コ ン ソールウ ィ ン ド ウで下記を

打ちます ：

net start wsearch

このサービ ス を停止させるには下記を タ イプし ます ：

net stop wsearch

> このサービ ス を コ ン ト ロールパネルで制御するには ：

「ス ター ト 」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「管理ツール」 → 「サービス」 を ク リ ッ ク し、

利用可能なサービ スの一覧の中で 「Windows Search」 を見つけます。 こ のサービ ス名

をダブルク リ ッ クする と、 ダ イ ア ロ グが現れ、 そ こ に 「開始」 ／ 「停止」 やその他の

コ ン ト ロールがあ り ます。

> カ タ ロ グを再構築するには ：

「ス ター ト 」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「イ ンデッ クスのオプシ ョ ン」 → 「詳細設定」

→ 「再構築」 を ク リ ッ ク。

する と、 すべての文書が再イ ンデッ ク ス されます。

なお、 Windows Search は、 状況によ っては自動的にイ ンデッ ク ス作成サービ ス を開始させ

ます。

1.1.2 対話的検索

内容検索 Windows エ ク スプローラーウ ィ ン ド ウの右上端近 く の検索ボ ッ ク スの中に検

索語群を入力する こ と ができ、あ るいは Windows 7/8 では Windows キーと F を タ イプする

こ と によ って専用の検索ウ ィ ン ド ウ を開 く こ と もでき ます。

シンプルに検索語群を タ イプするだけではな く 、 さ ら に演算子を使って検索を絞 り 込

むこ と も可能です。 それには AQS （Advanced Query Syntax ＝高度ク エ リ 構文） を使用し

ます。 AQS の全体的な説明は以下にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/bb266512%28v=vs.85%29.aspx

論理キーワード AND・OR・NOT を大文字で書いてはいけません。 これらはローカ ラ イゼー

シ ョ ンの影響を受けません。 すなわち、 Windows UI の言語にかかわらず、 英語の形を使 う

必要があ り ます。 表 1.1 に、 内容検索の例をい く つか示し ます。

Windows エ ク スプローラーにおけるプロパテ ィ テキ ス ト 検索だけでな く 、 メ タデータ

プロパテ ィ を検索する こ と もでき ます。エ ク スプローラーウ ィ ン ド ウでプロパテ ィ を表示

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/bb266512%28v=vs.85%29.aspx
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するには、 「表示」 → 「列の追加」 → 「列の選択」 で、 1 個または複数の追加のプロパテ ィ

を選びます。 そ う し た う えで 「表示」 → 「詳細」 を ク リ ッ ク する こ と に よ って、 詳細な

フ ァ イル情報を表示でき ます。 ク エ リ が検索ボ ッ ク スに入力された際に （* や *.pdf でも よ

い） 、 プロパテ ィ 値が文書に対し て得られた場合には、 その値がこの新しい列に表示され

ます （参照）。 新しいプロパテ ィ は、 既存のエク スプローラーウ ィ ン ド ウでは使用されず、

新規ウ ィ ン ド ウでのみ使用されます。

正準プロパテ ィ 名と ローカ ラ イズ された表示名 正準名（System.Author 等） だけでな く 、

Windows UI の言語に応じ て、 ローカ ラ イ ズ された表示名またはラベル （Authors 等） を ク

表 1.1 Windows Search を用いて内容を検索

クエ リ 説明

Hol 文書の内容か任意のプロパテ ィ が、 Hol で始まる語を含

んでいる

"Sherlock Holmes" 文書内容か任意のプロパテ ィ が、 完全フ レーズ

Sherlock Holmes を含んでいる

Holmes AND Watson
Holmes + Watson
Holmes Watson
(Holmes Watson)

文書内容か任意のプロパテ ィ が、 Holmes と Watson を と

もに含んでいる

Holmes OR Watson 文書内容か任意のプロパテ ィ が、 Holmes か Watson のい

ずれかを含んでいる

Holmes NOT Mowgli
Holmes -Mowgli

文書内容か任意のプロパテ ィ が、 語 Holmes を含んでい

るが、 語 Mowgli を含んでいない

System.Search.Contents:nutshell 文書のテキス ト 内容が nutshell を含んでいる。 プロパ

テ ィ は無視されます

図 1.2
Windows エクスプローラーにおける検索結果と、 定義済みプロパテ ィ による追加列
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エ リ 内で使用する こ と もでき ます。 ク エ リ 内で認識されたプロパテ ィ 名は、 検索ウ ィ ン ド

ウ内で青色で表示されます。

Windows は、 正準名プロパテ ィ 名 （System.Author 等） だけでな く 、 ローカ ラ イ ズ され

た表示名 （Author 等） も 使用 し てい ます。 表示名が空白キ ャ ラ ク タ を含んでい る場合

（Date modified 等） 、 そのプ ロパテ ィ を用いて ク エ リ する際には、 こ の空白を除去する

（datemodified） 必要があ り ます。 こ の表示名はエ ク スプ ローラーウ ィ ン ド ウ内で列見出

し と し て使用されます。

TET PDF IFilter が対応し ているすべてのシェルプロパテ ィ の正準名と、 ローカ ラ イ ズ

された英語表示名を、 85 ページの A.1 「シェルプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 に挙げて

います。 シェルプロパテ ィ の、 これ以外のローカ ラ イ ズ された名前 （ド イ ツ語等） を知る

には、 proptool ユーテ ィ リ テ ィ を --list オプシ ョ ン付きで使用し ます ：

proptool --list System.Author

ド イ ツ語システム上での結果出力は以下のよ う にな り ます ：

System.Author Autoren F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/4

プロパテ ィ ク エ リ プロパテ ィ ク エ リ の例を表 1.2 に示し ます。 メ タデータ ク エ リ と カス

タ ムプロパテ ィ に関する高度な内容については 41 ページの 3.1 「Windows Search における

メ タデータプロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。 プロパテ ィ は以下のグループに分類でき ま

す ：

> シェルプロパテ ィ 群。 Windows オペレーテ ィ ングシステムによ って定義されています。

その正準 （言語非依存の） Windows プロパテ ィ 名の一覧が下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/de-de/library/windows/desktop/dd561977%28v=vs.85%29.aspx

い く つかの Windows シ ェルプロパテ ィ は、 PDF 文書内で見つかった情報に基づいて

TET PDF IFilter に よ っ て記入 さ れ ま す。 た と えば System.Document.PageCount や

System.Keywords などです。TET PDF IFilter によ って出力されるすべてのシェルプロパ

テ ィ の一覧を表 A.1 に挙げます。 この表には、 正準名と、 ローカ ラ イ ズ された英語表

示名 （ラベル） を挙げています。

> TET PDF IFilter はこれ以外にもサポー ト し ている定義済みプロパテ ィ 群があ り ます。

これらは、 プロパテ ィ セ ッ ト にグループ分け されてお り 、 表 A.2 ～表 A.5 に挙げてい

ます。 25 ページの 2.3 「定義済みプロパテ ィ 」 に、 定義済みプロパテ ィ を構成する際

に関する説明があ り ます。

> カ ス タ ムプロパテ ィ 群 ： TET PDF IFilter 内で構成する こ と ができ る、 ユーザー定義の

メ タデータプロパテ ィ です。 28 ページの 2.5 「カス タ ムプロパテ ィ 」 参照。

表 1.2 Windows Search を用いてプロパテ ィ を検索。 正準名を用いた長い形式と、 英語ラベルを用いた短い

形式を示し ています

クエ リ 説明

Windows シ ェルプロパテ ィ を検索

System.Author:Doyle
Authors:Doyle

Doyle を含んでいる作成者

System.Author:"Conan Doyle"
Authors:"Conan Doyle"

語群 Conan Doyle を含んでいる作成者

System.Author:Doy
Authors:Doy

Doy で始ま っている作成者

https://msdn.microsoft.com/de-de/library/windows/desktop/dd561977%28v=vs.85%29.aspx
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System.DateModified:=2017-03-27
datemodified:=2017-03-27

更新日が 2017 年 3 月 27 日。 この正準日付形式は

Windows UI 言語にかかわらず使用できます

System.Document.DateCreated: = 2017-03-27
contentcreated: = 2017-03-27

作成日が 2017 年 3 月 27 日

System.Document.PageCount: >= 100
Pages: >= 100

文書に 100 ページ以上ある

TET PDF IFilter 内で定義済みのプロパテ ィ を検索

PDFlib.TET.pdfa:=PDF/A-2b
pdfa:=PDF/A-2b

文書が PDF/A-2b に準拠し ている

PDFlib.TET.pdfa:~<PDF/A
pdfa:~<PDF/A

文書が PDF/A-1 ・ PDF/A-2 ・ PDF/A-3 のいずれかに準

拠し ている

PDFlib.TET.producer:~=Microsoft
producer:~=Microsoft

文書に Producer エン ト リがあ り、 その内容が

Microsoft である

PDFlib.TET.fullpdfversion: <170
fullpdfversion: <170

文書が PDF 1.7 よ り も古い PDF バージ ョ ンに準拠し て

いる

PDFlib.TET.font:=Calibri
font:=Calibri

Calibri で始まる名前のフ ォ ン ト が適用されたテキス ト

が文書内にある

表 1.2 Windows Search を用いてプロパテ ィ を検索。 正準名を用いた長い形式と、 英語ラベルを用いた短い

形式を示し ています

ク エ リ 説明
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1.1.3 プログラムで検索

対話的な ク エ リ だけではな く 、 高度ク エ リ 構文をプロ グ ラ ムで使用する こ と も可能です。

検索イ ンデッ ク ス をデータベース ラ イ ク なプ ロ グ ラ ミ ング イ ン タ フ ェース を通じ て呈示

する SQL 構文拡張を使用でき ます。

メ タ データ プロパテ ィ に対する SQL ク エ リ SQL ク エ リ は、定義済みのプロパテ ィ を検

索する こ と もでき ますし、 カ ス タ ムプロパテ ィ を検索する こ と も でき ます。 い く つかの例

を後述し ます。 これらの例は、 XML 構成フ ァ イル内ですべての定義済みプロパテ ィ が有

効化されている こ と と、 predefined_properties.propdesc プロパテ ィ 記述が登録されている

こ と を前提にし ています。 また、 ADO （ActiveX Data Objects） と PowerShell ス ク リ プ ト を

使用し て SQL ベースのク エ リ を発行し ています。 しかし、 これ以外の任意の ADO または

ADO.NET 環境において も これらの SQL ステー ト メ ン ト を使用可能です。 Windows Search

のための SQL 構文拡張の説明が下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/bb231256(VS.85).aspx 

プロパテ ィ 検索は 2 つの方向で行 う こ と ができ ます ：

> 特定のプロパテ ィ 値を ク エ リ 。 例 ： 作成者が Doyle なのはどの文書か？

> 1 個ないし複数のフ ァ イルの中における特定のプロパテ ィ の値を ク エ リ 。例： こ の文書

の作成者は誰か？

PowerShell で SQL ク エ リ を送信 サンプル PowerShell ク エ リ ス ク リ プ ト 群が TET PDF

IFilter と と もにイ ン ス ト ールされます。PowerShell を よ く 御存じ ない場合の若干の ヒ ン ト ：

> 署名されていない PowerShell ス ク リ プ ト を実行するには、管理者と し て以下のコマン ド

を 1 回実行する必要があ り ます ：

set-executionpolicy remotesigned

> ス ク リ プ ト を実行するには、た と えば query_text_in_pdf.ps1 を実行する場合、PowerShell

ウ ィ ン ド ウ内で

& query_text_in_pdf.ps1

以下の PowerShell ス ク リ プ ト は、 すべての文書について PDF/A 準拠プロパテ ィ を リ ス ト

し ます ：

$objConnection = New-Object -comobject ADODB.Connection
$objRecordset = New-Object -comobject ADODB.Recordset
$objConnection.Open("Provider=Search.CollatorDSO;Extended 
Properties='Application=Windows';")

$objRecordSet.Open(
"SELECT System.ItemPathDisplay, `"PDFlib.TET.pdfa`" FROM SYSTEMINDEX ", $objConnection)

While ($objRecordset.EOF -ne $True) {

$private:item = $objRecordset.Fields.Item("System.ItemPathDisplay")
Write-Output $item.Value
$item = $objRecordset.Fields.Item("PDFlib.TET.pdfa")

Write-Output $item.Value 
$objRecordset.MoveNext()

}

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb231256(VS.85).aspx
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以下の PowerShell ス ク リ プ ト は、PDF/A 準拠が PDF/A-2 を含んでいるすべての文書を リ ス

ト し ます ：

$objConnection = New-Object -comobject ADODB.Connection
$objRecordset = New-Object -comobject ADODB.Recordset
$objConnection.Open("Provider=Search.CollatorDSO;Extended 
Properties='Application=Windows';")

$objRecordSet.Open("SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE " +
"`"PDFlib.TET.pdfa`" = SOME ARRAY ['PDF/A-2']", $objConnection)

While ($objRecordset.EOF -ne $True) {

$private:item = $objRecordset.Fields.Item("System.ItemPathDisplay")

Write-Output $item.Value 

$objRecordset.MoveNext()
}

VBScript で SQL ク エ リ を送信 以下の VBScript コード は、 すべての文書を、 その文書を

作成し たアプ リ ケーシ ョ ンの名前と と もに リ ス ト し ます。 残念ながら、 VBScript ク エ リ を

用いる場合には、 一部のシェルプロパテ ィ しか使用でき ません。 それ以外のプロパテ ィ を

ク エ リ する こ と はでき ません :

On Error Resume Next

Set objConnection = CreateObject("ADODB.Connection")
Set objRecordSet = CreateObject("ADODB.Recordset")

objConnection.Open "Provider=Search.CollatorDSO;Extended 
Properties='Application=Windows';"

objRecordSet.Open "SELECT System.ItemPathDisplay, System.ApplicationName FROM 
SYSTEMINDEX", objConnection

objRecordSet.MoveFirst

Do Until objRecordset.EOF
Wscript.Echo objRecordset.Fields.Item("System.ItemPathDisplay")
Wscript.Echo objRecordset.Fields.Item("System.ApplicationName")
Wscript.Echo ""
objRecordset.MoveNext

Loop

SQL を用いて複雑なプロパテ ィ ク エ リ 以下のサンプル群は、 関連する SQL ステー ト メ

ン ト のみを内容と し てお り 、 任意の SQL 環境で使用でき ます。 これらのステー ト メ ン ト

を PowerShell ス ク リ プ ト 内で使用するには、 ク ォーテーシ ョ ンを正し く 行 う 必要があ り ま

す。 た と えば "PDFlib.TET.pdfa" を `"PDFlib.TET.pdfa`" へ変えます。 以下の多 く の例は、 ベク

ト ルプロパテ ィ に対する配列ク エ リ を使用し ています （30 ページの 「多値プロパテ ィ 」 参

照）。 配列ク エ リ のための構文に関する詳細が下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/bb231264(VS.85).aspx 

> 作成者が Doyle を含んでいるすべての文書を リ ス ト ：

SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE CONTAINS("System.Author", 

'Doyle')

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb231264(VS.85).aspx
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> 作成者が Rudy で始ま るすべての文書を リ ス ト ：

SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE CONTAINS("System.Author", 
'"Rudy*"')

> PDF/A-1a に準拠し ているすべての文書を リ ス ト ：

SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE "PDFlib.TET.pdfa" = 'PDF/A-
1:2005'

> フ ォ ン ト Bembo と TimesNewRomanの う ち少な く と も 1つを含んでいるすべての文書を

リ ス ト ：

SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE "PDFlib.TET.font" = SOME ARRAY 
['Bembo', 'TimesNewRoman']

> Bembo と Bembo-Bold の両方のフ ォ ン ト を含んでいるすべての文書を リ ス ト ：

SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE "PDFlib.TET.font" = SOME ARRAY 
['Bembo'] AND "PDFlib.TET.font" = SOME ARRAY ['Bembo-Bold']

> 少な く と も 1 つのテニス画像（Photoshop カテゴ リ TEN ＝テニス）があ るすべての文書を

リ ス ト ：

SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE 
"PDFlib.TET.images.photoshop.SupplementalCategories" = SOME ARRAY ['TEN']

> PDF バージ ョ ンが 1.6 よ り も高いすべての文書を リ ス ト （TET PDF IFilter は PDF バー

ジ ョ ンを、そのバージ ョ ン番号を 10 倍にし た文字列と し て返し ます。た と えば PDF 1.6

な ら 16） ：

SELECT System.ItemPathDisplay FROM SYSTEMINDEX WHERE "PDFlib.TET.pdfversion" > '16'
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1.2 SharePoint
1.2.1 システム要件

TET PDF IFilter は、 下記の SharePoint 構成と と もに動作し ます ： 

> SharePoint Server 2016 ・ 2010

> SharePoint Server 2013・SharePoint Foundation 2013：hotfix KB2883000 または 2014 年 7 月

8 日の SharePoint Server 2013 用累積的更新プロ グ ラ ムが必要です。

> SharePoint Server 2010、 SharePoint Foundation 2010 を Search Server か Search Server

Express と と もに使用の場合、 およびそれよ り も古い SharePoint のバージ ョ ン群。

1.2.2 SharePoint Server 2013/2016/2019 に対する イ ンス ト ール

TET PDF IFilter を SharePoint Server と と もに使用する よ う に構成するには以下の手順を踏

みます ：

> TET PDF IFilter を、 イ ン ス ト ーラ を用いて イ ン ス ト ール。

> 「SharePoint 管理シ ェル」 ウ ィ ン ド ウ を開き、 下記のコマン ド群を入力する こ と によ っ

て TET PDF IFilter によ る PDF イ ンデッ ク ス作成を有効にし ます ：

$ssa = Get-SPEnterpriseSearchServiceApplication
Set-SPEnterpriseSearchFileFormatState -SearchApplication $ssa -Identity pdf 

-UseIFilter $true -Enable $true

> 前記のコマン ド が成功し たかど う かを確認するには下記のコマン ド を使用でき ます ：

Get-SPEnterpriseSearchFileFormat -SearchApplication $ssa -Identity pdf

このコマン ド の出力は下記のよ う にな り ます（エン ト リ UseIFilter の値が True になって

いる必要があ り ます） ：

Identity   : pdf
Name       : PDF
MimeType   : application/pdf
Extension  : .pdf
BuiltIn    : True
Enabled    : True
UseIFilter : True

> こ こ で SharePoint 検索サービ ス を再起動し ます ：

net stop OSearch16 % SharePoint 2013の場合: net stop OSearch15
net stop SPSearchHostController
net start SPSearchHostController

SPSearchHostController サービ ス を起動する と、 OSearch16 サービ ス も暗黙的に起動さ

れます。

1.2.3 SharePoint 2010 に対する イ ンス ト ール

イ ンス ト ールと再起動 TET PDF IFilter を SharePoint 2010 と もに使用する よ う に構成す

るには以下の手順を踏みます ：

> TET PDF IFilter を、 イ ン ス ト ーラ を用いて イ ン ス ト ール。
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> TET PDF IFilterがイ ン ス ト ールされている間SharePointが動作し ている場合、SharePoint

ク ローラは新たにイ ン ス ト ールされた PDF IFilter のこ と を、 SharePoint 検索サービ ス

が再起動される まで知 り ません。これを再起動し ない と、ク ローラから下記エラー メ ッ

セージを受けます ：

The filtering process could not load the item.
This is possibly caused by an unrecognized item format or item corruption.

SharePoint 検索サービ ス を再起動するには下記コマン ド を適用し ます ：

net stop osearch14
net start osearch14

> SharePoint 管理ウ ェブページを開 く ：「ス ター ト 」→「すべてのプログラム」→「Microsoft
Office Server」 → 「SharePoint 3.0 サーバーの全体管理」。

> する と、 ウ ェブページ 「共有サービス管理 : SharedServices1」 が開き ます。 「検索」 の下

で 「検索の設定」 を ク リ ッ ク。 「フ ァ イルの種類」 を ク リ ッ ク。

> 開いたページで 「新しいフ ァ イルの種類」 を ク リ ッ ク し、「pdf」 フ ァ イル拡張子を作成。

> 次節で述べる よ う に PDF フ ァ イルア イ コ ンを構成する こ と も可能です。

PDF フ ァ イルア イ コ ン を追加 SharePoint ク エ リ の結果一覧の中で PDF 文書を視覚的に

表現する ために、 PDF ア イ コ ンを構成する こ と もでき ます。 このア イ コ ンは PDF 文書に

対し て表示されます。 以下のよ う に操作し ます ：

> PDF ア イ コ ンを下記から ダウ ン ロード し、

www.adobe.com/legal/permissions/icons-web-logos.html#pdficon 

pdficon_small.gif と い う 名前で下記デ ィ レ ク ト リ に保存 ：

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\14\TEMPLATE\IMAGES

> 下記デ ィ レ ク ト リ にあ る Docicon.xml 構成フ ァ イルをテキス ト エデ ィ タで開 く ：

C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\14\TEMPLATE\XML

> <ByExtension> エレ メ ン ト の子エレ メ ン ト と し て下記の行を追加 ：

<Mapping Key="pdf" Value="pdficon_small.gif"/>

> IIS Web server を再起動。

1.2.4 シンプルなテキス ト 検索と高度なテキス ト 検索

SharePoint で検索ク エ リ を構築するにはい く つかの方法があ り ます ：

> ク エ リ キーワード

> SQL ク エ リ

> URL 内に符号化し た ク エ リ

メ タデータ ク エ リ については 45 ページの 3.2「SharePoint における メ タデータプロパテ ィ 」

を参照し て く ださい。

http://www.adobe.com/legal/permissions/icons-web-logos.html#pdficon
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1.3 Exchange Server
システム要件 TET PDF IFilter は Microsoft Exchange Server 2010 と と も に動作し ます。

も っ と古いバージ ョ ンの Exchange Server と も動作する可能性があ り ますが、 これらの組

み合わせは試験されていません。

セ ッ ト ア ッ プ と構成 TET PDF IFilter を Exchange Server と と もに使用するには以下の手

順を踏みます ：

> TET PDF IFilter を、 イ ン ス ト ーラ を用いて イ ン ス ト ール。

> 下記のイ ン ス ト ール後手順を行います。

イ ンス ト ール後手順 TET PDF IFilter を Microsoft Exchange Server と と もに使用する ため

に登録する必要があ り ます。そのために管理者権限で下記の PowerShell ス ク リ プ ト を実行

し ます ：

register_in_exchange_2010.ps1

このス ク リ プ ト は、TET PDF IFilter イ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ のサブデ ィ レ ク ト リ

IFilter clients\Exchange にイ ン ス ト ールされています。このス ク リ プ ト の実行が成功し た後

に、Microsoft  Exchange Search Indexer サービ ス を再起動する必要があ り ます。 この作業は

「サービ ス」 コ ン ト ロールパネルから行 う こ と もでき ますし、 あ るいは PowerShell から コ

マン ド ラ イ ンで行 う こ と もでき ます ：

stop-service MSExchangeSearch -Force
start-service MSExchangeSearch

この登録ス ク リ プ ト は、 新しいバージ ョ ンの TET PDF IFilter を イ ン ス ト ールする たびに

実行する必要があ り ます。なぜな ら TET PDF IFilter のデフ ォル ト イ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ

レ ク ト リ は更新の際に変わるからです。

TET PDF IFilter が登録された後は、すべての新規 メ ールの PDF 添付が Exchange によ っ

て イ ンデッ ク ス されます。 既存の メ ッ セージ群の PDF 添付を イ ンデッ ク スする ためには、

すべての メ ールボ ッ ク ス を再度イ ンデッ ク スする必要があ り ます。MSDN ウ ェブサイ ト の

下記の記事に、Exchange の全文テキス ト イ ンデッ ク ス を再構築するための可能な手順が記

述されています ：
technet.microsoft.com/en-us/library/aa995966(v=EXCHG.80).aspx

http://technet.microsoft.com/en-us/library/aa995966(v=EXCHG.80).aspx


18 1 章 :  動作開始

1.4 SQL Server
システム要件 TET PDF IFilter は、 以下のエデ ィ シ ョ ンの SQL Server と と もに動作し ま

す ： 

> SQL Server 2012 ・ 2014 ・ 2016

SQL Server に関する詳しい情報は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/bb418498.aspx 

SQL Server でのフルテキス ト 検索に関する詳しい情報は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/mt590198(v=sql.1).aspx 

セ ッ ト ア ッ プ と構成 SQL Server 内におけ る フ ィ ルタ群の使用を開発者が完全に制御で

き る よ う にする ため、 イ ン ス ト ーラは、 SQL Server のどのイ ン ス タ ン スにおいて も、 自動

的に TET PDF IFilter を登録する こ と はし ません。 ですので、 手動で TET PDF IFilter を

SQL Server のすべてのイ ン ス タ ン スに対し て個別に登録する必要があ り ます。

以下の手順は、 SQL Server に、 システム ワ イ ド にイ ン ス ト ールされている IFilter 群に

ア ク セスする よ う 指示し ます ：

> TET PDF IFilter を、 イ ン ス ト ーラ を用いて イ ン ス ト ール。

> SQL Server Management Studio を走らせ、 以下のステー ト メ ン ト 群を実行する こ と に

よ って、 システム ワ イ ド の文書フ ィ ルタ群を SQL Server のこのイ ン ス タ ン スで利用可

能にし ます（詳し く はmsdn.microsoft.com/en-us/library/dd207002%28v=sql.120%29.aspx
を参照） ：

exec sp_fulltext_service 'load_os_resources', 1;
GO
exec sp_fulltext_service 'update_languages'
GO
exec sp_fulltext_service 'restart_all_fdhosts'
GO

構成を試験 SQL Server の 1 つのイ ン ス タ ン スで TET PDF IFilter が利用可能になった こ

と を確認する ために、 構成結果をチェ ッ ク でき ます。 下記ステー ト メ ン ト を用います ：

SELECT document_type, path FROM sys.fulltext_document_types WHERE document_type = '.pdf'

下記のよ う な結果出力行は、 そのイ ン ス タ ン ス向けに TET PDF IFilter が正し く 構成され

ている こ と を示し ます （正確なパスは、 お使いのイ ン ス ト レーシ ョ ンパスによ って異な り

ます） ：

.pdf C:\Program Files\PDFlib\TET PDF IFilter 5.2 64-bit\bin\TETPDFIFilter.dll

フルテキス ト PDF イ ンデ ッ ク ス作成用データ ベーステーブルを作成 TET PDF IFilter

は SQL Server によ って、 型 varbinary(max) の列に格納された PDF 文書に対する フルテキ

ス ト イ ンデッ ク ス を生成する ために使用されます。このま までは文書種別がわから ないの

で、 フ ァ イル拡張子を、 そのテーブル内の別の列、 いわゆる型列に格納する必要があ り ま

す。 型列は、 任意の文字ベースのデータ型にする こ と ができ ます。 VARCHAR(4) を使用し、

フ ァ イル拡張子 pdf を格納し ま し ょ う 。

下記ステー ト メ ン ト 群は、 1 個のサンプル PDF 文書を data 列に、 そのフ ァ イル名を

name 列に、 その型を extension 列に持つ DocumentTable を作成し ます ：

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/dd207002%28v=sql.120%29.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/mt590198(v=sql.1).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb418498.aspx
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CREATE DATABASE TestDatabase
GO
USE TestDatabase
GO
CREATE TABLE DocumentTable
(pk INT NOT NULL IDENTITY CONSTRAINT DocumentTablePK PRIMARY KEY,
data VARBINARY(MAX), name VARCHAR(100), extension VARCHAR(4))
GO
INSERT INTO DocumentTable(data, name, extension) SELECT *,'The_Hound_of_the_
Baskervilles.pdf','pdf' FROM OPENROWSET(BULK 'C:\PDF\The_Hound_of_the_Baskervilles.pdf', 
SINGLE_BLOB) AS Document
GO

これで、 フルテキス ト イ ンデッ ク ス を生成でき ます ：

sp_fulltext_database 'enable'
GO
CREATE FULLTEXT CATALOG TestCatalog AS DEFAULT
GO
CREATE FULLTEXT INDEX ON DocumentTable (data TYPE COLUMN extension)
KEY INDEX DocumentTablePK
GO

フルテキス ト イ ンデ ッ ク スを削除 ・ 再生成 フルテキ ス ト イ ンデッ ク ス を削除するには

下記ステー ト メ ン ト 群を用います ：

USE TestDatabase
GO
DROP FULLTEXT INDEX ON DocumentTable
GO

フルテキス ト イ ンデッ ク ス を再生成 ：

USE TestDatabase
CREATE FULLTEXT INDEX ON DocumentTable (data TYPE COLUMN extension)
KEY INDEX DocumentTablePK
GO

シンプルなテキス ト 検索と高度なテキス ト 検索 フルテキ ス ト イ ンデッ ク ス内の個々の

語を ク エ リ する こ と が可能です ：

SELECT name FROM DocumentTable WHERE CONTAINS(*, 'Watson')
GO

複数の語で構成されたフ レーズを検索するには、そのフ レーズをダブルク ォーテーシ ョ ン

で く く り ます ：

SELECT name FROM DocumentTable WHERE CONTAINS(*,'"Arthur Conan Doyle"')
GO

こ れ ら の手順を、 与え ら れた PDF サンプル群で演示す る サンプルス ク リ プ ト が一つ、

TET PDF IFilter と と もにイ ン ス ト ールされます。 Transact-SQL における CONTAINS 述語

に関する詳しい情報は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187787(SQL.100).aspx 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187787(SQL.100).aspx
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メ タデータ ク エ リ については 50ページの 3.3「SQL Server における メ タデータプロパテ ィ 」

を参照し て く ださい。
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2 メ タデータ プロパテ ィ を
イ ンデ ッ クス
TET PDF IFilter は、 メ イ ンテキス ト だけでな く 、 さ まざまな メ タデータプロパテ ィ を イ ン

デクサへ与え る こ と もでき ます。 これによ って、 ページ上の特定のテキス ト 以外を検索し

たい場合であって も、 強力な検索が可能になっています。

2.1 PDF 内の メ タ デー タ ソース
多 く の PDF 文書は、 「作成者」 や 「タ イ ト ル」 などの文書情報項目群を内容 と し て持って

います。 文書情報項目群だけではな く 、 PDF 文書は XMP メ タデータ を内容 と し て持って

いる場合も あ り ます。 TET PDF IFilter は、 PDF 文書内のい く つかの種類の メ タデータの

イ ンデッ ク ス作成に対応し ています。

定義済みと カ ス タムの文書情報項目 文書情報項目群は、 古 く てシンプルな種類の PDF

メ タデータであ る と と ら え る こ と ができ ます。 これらは Acrobat で 「フ ァ イル」 → 「プロ

パテ ィ ...」 で表示でき ます。 PDF 標準規格には下記の文書情報項目が定義されています ：

Title Author Subject Keywords Creator Producer CreationDate ModDate Trapped

これらの標準項目群以外に、カ ス タ ムの項目群を文書情報項目の集合に追加する こ と も可

能です。 これらは Acrobat で （Acrobat Reader では無理） 「フ ァ イル」 → 「プロパテ ィ ...」
→ 「カス タム」 で表示 ・ 編集する こ と ができ ます。

定義済み文書情報項目群も、 カス タ ム文書情報項目群も、 いずれも TET PDF IFilter 内

で pCOS パス を用いて指し示すこ と ができ ます （後述）。

文書レベルと画像レベルの XMP プロパテ ィ XMP （Extensible Metadata Platform1） は メ

タデータのためのフ レーム ワーク です。 XMP はた と えば、 PDF/A 準拠のために必須であ

り 、 多 く のアプ リ ケーシ ョ ンが これに対応し ています。 XMP メ タデータは、 多数のプロ

パテ ィ を内容とする スキーマ群の中に編成されています。 プロパテ ィ は、 1 個の名前空間

接頭辞 と、 そのプロパテ ィ 名を用いて指し示されます。

XMP メ タデータは通常、文書全体に関連づけ られています。 しかし、PDF では XMP を

個別のページ ・ 画像などのオブジェ ク ト に関連づけ る こ と も可能になっています。 実際に

は、 こ の機能は主にラ ス タ画像について用いられています。 た と えば、 デジ タル画像に、

その撮影者 ・ 著作権表記 ・ シーン詳細などの情報を帯びさせる こ と ができ ます。 画像関連

の XMP メ タデータの重要な ソースの 1 つは Adobe Photoshop です。Photoshop から PDF を

生成し た場合、 あ るいは Photoshop から生成された画像をいろいろな Adobe のワーク フ

ローで使った場合、 その XMP メ タデータが通常、 その PDF 文書内に入れ込まれてお り 、

TET PDF IFilter でイ ンデッ ク スする こ と が可能です。

XMP 仕様は、 すべての定義済みの XMP スキーマ群 と プロパテ ィ 群の記述を含んでい

ます。

文書レベルか画像レベルの XMP プロパテ ィ 群は （これ以外のいろいろなオブジェ ク ト

に関連づけ られた XMP も）、 2 段階で指し示すこ と ができ ます ： pCOS パスは、 関連する

PDF オブジェ ク ト を特定し、 2 部分の XMP プロパテ ィ 名は、 求める XMP スキーマ と プロ

パテ ィ を指し示し ます。

1. www.adobe.com/products/xmp を参照。

http://www.adobe.com/products/xmp
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拡張 pCOS パス pCOS （PDFlib Comprehensive Object Syntax） イ ン タ フ ェースは、 PDF 文

書のページ寸法 ・ メ タデータ ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素 と いった、 ページ内容を記述し ない

すべてのセ ク シ ョ ンか ら任意の情報を取得する ためのシンプルでエレガン ト な機構を提

供し ます。 pCOS イ ン タ フ ェースの利用例や、 pCOS パス文法の説明は、 別の文書と し て

入手可能な pCOS パ ス リ フ ァ レ ン ス に含 ま れ て い ま す。 さ ら な る 利用例が、

www.pdflib.com/pcos-cookbook/ にあ る pCOS Cookbook にあ り ます。

pCOS は、 TET PDF IFilter で、 文書に関する情報を指し示すために用いる こ と ができ

ます。 pCOS パスは、 その PDF 文書のしお り ・ フ ォ ン ト 名 ・ ページ ・ サイ ズ と いったい く

つかの側面を表現し、 また、 文書情報項目や XMP メ タデータ ス ト リ ームを指し示すこ と

もでき ます（ただし XMP ス ト リ ーム内のプロパテ ィ を指し示すこ と はでき ません）。pCOS

API 関数は TET PDF IFilter では利用でき ませんが、文書に関する情報を イ ンデッ ク スする

ために、いろいろなpCOSパス をXMP構成フ ァ イル内の表現と し て与え る こ と が可能です。

表 2.1 に、 よ く 用いられるい く つかの PDF オブジェ ク ト に対する pCOS パス を挙げま

す。 多 く の pCOS オブジェ ク ト は配列によ って表現されてお り 、 これは配列添字を角カ ッ

コ内に必要と し ます。 た と えば pages[0] は先頭ページを意味し ます （ページは 0 から始

めてカ ウ ン ト されるのです）。 TET 製品 （TET PDF IFilter の基礎を成す） が対応し ている

すべての pCOS パスだけではな く 、 IFilter は、 pCOS パスに対する右記の文法拡張に対応

し ています ： 「*」 （アステ リ ス ク） ワ イル ド カー ド キ ャ ラ ク タ を、 配列または辞書の添字

のかわ り に用いる こ と が可能です。 これは、 TET PDF IFilter が、 その配列添字の可能な値

すべてをなめて、 それぞれのオブジェ ク ト 値をすべて、 イ ンデッ ク ス作成処理に含める こ

と を意味し ます。 1 個の pCOS パス内で、 任意の数のワ イル ド カード が使えます。

表 2.1 いろいろな PDF オブジ ェ ク ト に対する pCOS パス

pCOS パス 型 説明

length:pages 数値 その文書内のページ数

/Info/Title 文字列 標準文書情報フ ィ ールド Title

/Info/ArticleNumber 文字列 カス タム文書情報フ ィ ールド ArticleNumber （文書情報項目は

任意の名前を用いる こ とができます）

/Root/Metadata ス ト リーム その文書のメ タデータ を持つ XMP ス ト リーム

images[*]/Metadata ス ト リーム その文書内の全画像に対する XMP メ タデータ ス ト リーム群

fonts[*]/name 文字列 フ ォ ン ト の名前

length:fonts 文字列 文書内のフ ォ ン ト 数

length:images 文字列 文書内の画像数

fonts[*]/embedded 論理値 フ ォ ン ト 内の埋め込みステータ ス

pages[*]/width 数値 ページの表示領域の幅

pages[*]/annots[*]/A/URI 文字列 全ページ上の Web リ ン ク群のターゲ ッ ト URL

tagged 論理値 その文書が構造情報を持った タグを含んでいるなら true

http://www.pdflib.com/pcos-cookbook/
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メ タ デー タ ソースについての XML 構成 メ タデータプロパテ ィ 群のソースは、XMP 構成

フ ァ イルの Source エレ メ ン ト （Property エレ メ ン ト の子） 内で構成する こ と も可能です。

pdfObject 属性は、PDF オブジェ ク ト に対する拡張 pCOS パス を内容と し、一方、xmpName
属性は、 XMP プロパテ ィ のスキーマ接頭辞と名前を内容と し ます ：

<Source pdfObject="/Info/ArticleNumber"/>
<Source xmpName="acme:number"/>

1 個のプロパテ ィ に対し て、 1 個ないし複数のソース を構成する こ と が可能です。
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2.2 メ タ デー タの編成
メ タデータは下記のよ う に階層構造に編成されています ：

> プロパテ ィ は、 メ タデータのための基本的な構成単位です。Windows オペレーテ ィ ング

システム と IFilter イ ン タ フ ェースの中のプロパテ ィ 群は、 一意な数値識別子によ って

編成されています （後述）。

> プロパテ ィ セ ッ ト は、 プロパテ ィ 群のグループで構成され、 そのプロパテ ィ 群は通常、

何らかの論理的な関係を持っています。1 つの集合の中のすべてのプロパテ ィ は同一の

GUID （後述） を共有し ています。 プロパテ ィ セ ッ ト 群は XML 構成フ ァ イル内で指定

する こ と ができ ます。

> プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンは、 プロパテ ィ セ ッ ト 群で構成され。 TET PDF IFilter

は、 い く つかの定義済みのプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンを実装し ています。 これら

を用いる と、 複数のプロパテ ィ セ ッ ト を一緒にま と めて有効にし た り 無効にし た り す

る こ と ができ ます。 追加のプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンを構成する必要はあ り ませ

ん。

プロパテ ィ 識別と GUID プロパテ ィ は、 IFilter イ ン タ フ ェース内で、 2 部分から成る識

別子によ って識別されます ：

> 1 番目の部分は GUID （グ ローバル一意識別子） です。UUID （ユニバーサル固有識別子）

もいいます。 RFC 4122 に従った、 大文字 ・ 小文字を区別し ない 16 進表記によ る、 一

意な 128 ビ ッ ト の識別子です。 その各部分をダーシキ ャ ラ ク タ 「-」 で区切る必要があ

り ます。 GUID を作成するにはさ まざまなツールが利用可能です。 た と えば下記のオン

ラ イ ンサービ スなどです ：

www.uuidgenerator.net/ 

GUID は右記のよ う な形を し ています ： 7a737220-0cd0-11dd-bd75-0002a5d5c51b.

> 2 番目の部分は、 プロパテ ィ を、 そのプロパテ ィ セ ッ ト 内部で一意に識別し ます。 これ

は、 識別子 と い う 、 または略し て ID と い う 正の整数から成る場合があ り ます。 1 つの

セ ッ ト の中のプロパテ ィ 識別子群は値 2 で始ま る必要があ り ますが、 それ以外につい

ては任意です。プロパテ ィ 識別子には、すべてのIFilter ク ラ イ アン ト が対応し ています。

あ るいは、 この 2 番目の部分は平文名から成る場合も あ り ます。 ID のかわ り に名前を

用いる こ と は非推奨であ り 、 Windows Search などい く つかの IFilter ク ラ イ アン ト はこ

れに対応し ていません。 しかし、SharePoint など これに対応し ている IFilter ク ラ イ アン

ト においては、 これで構成がよ り 便利になる可能性があ り ます。 GUID+ 名前方式を有

効にする こ と については、 29 ページの 「プロパテ ィ の GUID+ 名前処理のための XML

構成」 を参照し て く ださい。

GUID+ID または GUID+ 名前の組み合わせは、 メ タデータプロパテ ィ ク エ リ を検索製品内

で構成する ために必須です。 メ タデータプロパテ ィ のこの他の側面は 28 ページの 2.5 「カ

ス タ ムプロパテ ィ 」 で解説し ます。

https://www.uuidgenerator.net/
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2.3 定義済みプロパテ ィ
下記の定義済みプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンが TET PDF IFilter に内蔵されています ：

> シ ェルプロパテ ィ 群は、Windows に知られてお り 、ユーザーフ レ ン ド リ な名前を持って

います。 TET PDF IFilter は、 PDF 文書に同等物を持つすべてのシェルプロパテ ィ に内

容を与えます。 シェルプロパテ ィ の値は、 文書情報フ ィ ール ド と文書 XMP メ タデータ

から取得されます。 System.Author ・ System.Title ・ System.Document.DateCreated などが

よ く 利用されます。 85 ページの A.1 「シェルプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 に一覧

があ り ます。 詳しい情報は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/dd561977(v=vs.85).aspx 

> PDF プロパテ ィ 群は、PDF 文書に特有です。これらは pCOS パスから内容を与え られま

す。 デフ ォル ト で有効化されています。 た と えば PDF バージ ョ ン番号、 その文書が準

拠し ている PDF/A 標準、 しお り 内容、 ページサイ ズなどがあ り ます。 86 ページの A.2

「PDF プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 に全一覧があ り ます。

> 文書 XMP プロパテ ィ 群は、XMP 仕様内の文書プロパテ ィ を多 く 網羅し てお り 、デフ ォ

ル ト では無効化されています。 87 ページの A.3 「文書 XMP メ タデータプロパテ ィ セ ッ

ト コ レ ク シ ョ ン」 に全一覧があ り ます。

> 画像 XMP プロパテ ィ 群は、文書内の画像群に添付されている XMP プロパテ ィ を網羅し

てお り 、 デフ ォル ト では無効化されています。 89 ページの A.4 「XMP 画像 メ タデータ

プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 に全一覧があ り ます。

> 内部プロパテ ィ 群は、 業務用途ではな く 開発 ・ デバッ グ支援 と し て意図された も ので

す。 デフ ォル ト で有効化されてお り 、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン番号 ・ イ ンデッ ク ス作

成時刻などがあ り ます。 90 ページの A.5 「内部プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 に全

一覧があ り ます。

プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン を有効にするための XML 構成 定 義 済 み プ ロ パ テ ィ

セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンは、 Metadata/PropertySetCollection エレ メ ン ト 内の対応する属性に

よ って有効にする こ と ができ ます ：

<PropertySetCollection
shell="true"
pdf="true"
documentXmp="true"
imageXmp="true"
internal="true"/>

デフ ォル ト では、 Shell ・ PDF ・ Internal プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンは有効になってお

り 、 documentXMP ・ imageXMP プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンは無効になっています。 カ

ス タ ムプロパテ ィ は指定される と同時に有効にな り ます。

あ らゆる定義済みと カ ス タ ムの メ タデータプロパテ ィ の処理を、Filtering エレ メ ン ト の

metadataHandling 属性で完全に無効にする こ と も可能です ：

<Filtering metadataHandling="ignore">

注記 定義済みプロパテ ィ を有効化または無効化し た場合には、イ ンデッ クスを再作成する必要

があ り ます。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/dd561977(v=vs.85).aspx
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2.4 定義済みプロパテ ィ を用いた例
8 ページの 1.1.2 「対話的検索」 では、 Windows Search における シェル ・ 定義済みプロパ

テ ィ の使用例をい く つか挙げま し た。 以下、 定義済みプロパテ ィ に基づ く 、 よ り 高度な ク

エ リ を演示し ます。

一意 XMP 文書識別子 XMP は、 さ まざまな一意識別子を、 XMP Media Management プロ

パテ ィ セ ッ ト 内の、 以下のプロパテ ィ において定義し ています ：

xmpMM:DocumentID
xmpMM:InstanceID
xmpMM:VersionID
xmpMM:OriginalDocumentID

Adobe InDesign などのアプ リ ケーシ ョ ンはこれらの XMP プロパテ ィ を出力し ます。 TET

PDF IFilter は定義済みプロパテ ィ PDFlib.TET. xmpMM.DocumentID など を用いて これらに

対応し ています。 これらの文書識別子は以下のよ う に利用でき ます ：

> xmpMM:InstanceID は、 1 個の文書のそれぞれの更新バージ ョ ンについて一意なエン ト

リ と し て作成されます。 フ ァ イル名にかかわらず、 複製を特定する ために利用でき ま

す。

> xmpMM:OriginalDocumentID は、1 個の文書が更新されて も不変のま まです。 これを利

用し て、 文書の更新版や流用文書を特定する こ と が可能です。

これらのプロパテ ィ を使用するには、 以下の XML 構成スニペッ ト を用いて、 XMP メ タ

データプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン （プロパテ ィ の全一覧を見るには 89 ページの A.4

「XMP 画像 メ タデータプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 を有効化する必要があ り ます ：

<n:PropertySetCollection documentXmp="true" imageXmp="true" internal="true" pdf="true"
shell="true"/>

Photoshop XMP 画像 メ タ データ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナルな画像は、 写真家やエージ ェ ン

シーの名前や、その画像が撮影された町や国の名前に関する メ タデータ を含んでいる こ と

があ り ます。 Adobe Photoshop などのアプ リ ケーシ ョ ンはこのよ う なプロパテ ィ 群を、 そ

の画像に付属する XMP メ タデータの中に記録し ます。 こ の XMP は、PDF 内のその画像に

も付属し て格納されている こ と があ り ます。

これらのプロパテ ィ を使用するには、 以下の XML 構成スニペッ ト を用いて、 XMP 画

像 メ タデータプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン （プロパテ ィ の全一覧を見るには 89 ページ

の A.4 「XMP 画像 メ タデータプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 を参照） を有効化する必要

があ り ます ：

<n:PropertySetCollection documentXmp="true" imageXmp="true" internal="true" pdf="true"
shell="true"/>

これは画像関連の XMP メ タデータ を出力する よ う TET PDF IFilter に指示し ます。 イ ン

デッ ク ス を再作成し た後、 画像関連の XMP プロパテ ィ 群を検索において使用でき る よ う

にな り ます。 Windows Search における以下のク エ リ は、 補足カテゴ リ TEN （＝テニス） を

有する画像を含んでいる文書の一覧を取得し ます。 ただしその画像群が適切な XMP メ タ

データ を保持し ている こ と が前提です ：

PDFlib.TET.images.photoshop.SupplementalCategories:=TEN

完全な正準名のかわ り に、 も っ と 短いその表示名を こ の ク エ リ で使用する こ と も可能で

す ：
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images.photoshop.SupplementalCategories:=TEN
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2.5 カ ス タムプロパテ ィ
カス タ ム メ タデータプロパテ ィ は、 企業 ・ 組織 ・ 業界などの個別の要請に応え る ために定

義済みプロパテ ィ のほかに追加するプロパテ ィ です。TET PDF IFilter を使用する と、 カス

タ ムプロパテ ィ を完全に制御でき ます。 カス タ ムプロパテ ィ が TET PDF IFilter によ って

生成されて検索エンジンによ って イ ンデッ ク ス される よ う 、構成フ ァ イル内で指定する こ

と ができ ます。 た と えば、 すべての文書の中で製品番号を メ タデータプロパテ ィ と し て割

り 当てておけば、文書を内容によ ってではな く 製品番号によ って検索する こ と が可能にな

り ます。

カ ス タムデータ プロパテ ィ を計画 カ ス タ ムプ ロパテ ィ を指定する ためには、 下記の諸

側面を考慮する必要があ り ます （GUID ・ 識別子 ・ フ レ ン ド リ 名について詳し く は 24 ペー

ジの 「プロパテ ィ 識別と GUID」 を参照し て く ださい） ：

> 1 個ないし複数のプロパテ ィ をプロパテ ィ セ ッ ト 内にグループ化する こ と ができ ます。

各プロパテ ィ セ ッ ト は、 GUID と い う 一意な 128 ビ ッ ト 識別子を必要 と し ます。

> プロパテ ィ 識別子は、 そのプロパテ ィ をそのプロパテ ィ セ ッ ト 内で識別する一意な整

数です。 セ ッ ト 内でプロパテ ィ 識別子は値 2 から始ま り ます。 IFilter ク ラ イ アン ト に

よ っては、 こ の識別子を フ レ ン ド リ 名へ置き換え る こ と も可能です。 定義済みのプロ

パテ ィ 群を、 対応する GUID+ID 組み合わせを割 り 当てる こ と によ って上書きする こ と

も可能です。

> プロパテ ィ に対する フ レン ド リ名は、 識別子が利用可能な場合にはオプシ ョ ナルであ

り 、 そ う でない場合には必須です。 これは任意の名前を と る こ と ができ ますが、 構成

フ ァ イル内で一意な名前でなければな り ません。SharePoint などい く つかの IFilter ク ラ

イ アン ト に対し ては、 これを識別子のかわ り に使用する こ と も可能ですが、 それ以外

の IFilter ク ラ イ アン ト （Windows Search など）においてはフ レ ン ド リ 名は動作し ません。

> プロパテ ィ ソース：プロパテ ィ は、21 ページの 2.1「PDF 内の メ タデータ ソース」に従っ

て、 文書 メ タデータから、 あ るいは一般的 PDF 情報から、 内容を与え られる こ と がで

き ます。

> プロパテ ィ のデータ型 ： Int32 （32 ビ ッ ト 整数） ・ Double （倍精度の浮動小数点数） ・

Boolean （true/false） ・ DateTime （後述） ・ String。

> 優先権規則 ： そのプロパテ ィ に対し て複数のデータ ソースがあ る と きは、 最初に得ら

れる空でないデータ ソースが優先権を有する （すなわち、 それよ り 後の ソース群は無

視される） か、 あ るいはすべての空でない ソースか らのデータが収集されるかを、 指

定する こ と が可能です。

> そのプロパテ ィ がベク ト ル と し て出力されるかど う か、 すなわち、 単値ではな く 複数

の値がIFilter イ ン タ フ ェースへ配列構造で受け渡されるかど う かを指定し ます（30ペー

ジの 「多値プロパテ ィ 」 を参照）。

> プロパテ ィ がフルテキ ス ト の一部 と し て イ ンデッ ク ス される場合にそのプロパテ ィ 名

の頭に付加される接頭辞 （37 ページの 2.7 「プロパテ ィ をテキス ト と し て イ ンデッ ク

ス」 を参照）。

DateTime プロパテ ィ 型 時点を指定するには、 プロパテ ィ に対し て DateTime データ型

を用いる こ と ができ ます。DateTimeプロパテ ィ 群について生成される出力はつねに、IFilter

イ ン タ フ ェースによ って必要と される形式になっていますが、 入力は、 そのプロパテ ィ の

ソースに応じ て さ まざまな形式に対応し ています ：

> データ ソースが pCOS パスの場合、 た と えば標準文書情報フ ィ ール ドや、 /Info/
CustomDate と いったカ ス タ ム文書情報フ ィ ール ド の場合には、 その値は、 ISO 32000-

1 の 7.9.7 項で仕様定義されている標準 PDF 日付形式であ る と見な されます。 PDF 日
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付文字列の一般形式は D:YYYYMMDDHHmmSSOHH'mm です。 なお、 PDF 日付形式は

（後述の XMP 形式と は異な り ）、 秒の小数には対応し ていません。 い く つか例を挙げま

す ：

D:201609231858 GMT

D:201609231058-08'00' 同じ時点を米国太平洋標準時で

D:201609231958+01'00' 同じ時点を中央欧州標準時で

> データ ソースが XMP プロパテ ィ の場合 （例 ： xmp:ModifyDate） には、 その値は、 XMP

2005 リ フ ァ レ ン スで基本値型 Date について仕様定義されている形式であ る と見な さ

れます。 これは、 ISO 86011 で仕様定義されている形式 と 同等です。 XMP 日付文字列

の一般形式は YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sTZD であ り 、 こ こ で TZD はタ イ ムゾーン指定子

（Z か +hh:mm か-hh:mm） です。 なお、 い く つかの部分はオプシ ョ ナルです ： XMP 日

付は精度に応じ て 6 段階の粒度をサポー ト し てお り 、 一方、 PDF 日付形式はただ 1 段

階の粒度しかサポー ト し ていません。 い く つか例を挙げます ：

2016-09-23T18:58:30Z GMT

2016-09-23T13:58:30-05:00 同じ時点を米国東部標準時で

2016-09-23T19:58:30+01:00 同じ時点を中央欧州標準時で

TET PDF IFilter は、 IFilter イ ン タ フ ェース仕様に定められている とお り 、 DateTime プロ

パテ ィ 群を UTC へ正規化し ます。 こ の結果と し て、 DateTime プロパテ ィ 群に対する検索

は、 その PDF 文書が作成された場所のタ イ ムゾーンにかかわらず、 つねにローカルタ イ

ムゾーン と関連づけて実行する こ と が可能です。

カ ス タムプロパテ ィ のための XML 構成 1 個 な い し 複数の カ ス タ ム プ ロ パ テ ィ を、

PropertySet エレ メ ン ト 内で指定する こ と ができ ます。 そ こ では各 Property エレ メ ン ト が、

そのセ ッ ト 内の各プロパテ ィ を記述し ます ：

<PropertySet guid="E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03">
<Property friendlyName="MailTo" identifier="2" type="String">

<Source xmpName="acme:mailto"/>
</Property>

</PropertySet>

複数の PDF ソース を、同一の Windows プロパテ ィ へマ ッ プする こ と が可能です。 Property
エレ メ ン ト の存在は自動的に、 その指定されたプロパテ ィ に対する処理を有効にし ます。

ただし、 あ らゆる定義済み と カス タ ムの メ タデータプロパテ ィ の処理を、 Filtering エレ メ

ン ト の metadataHandling 属性で完全に無効にする こ と も可能です ：

<Filtering metadataHandling="ignore">

プロパテ ィ の GUID+ 名前処理のための XML 構成 TET PDF IFilter は、 プロパテ ィ の識

別子が利用可能な場合には、GUID+ID を用いて IFilter イ ン タ フ ェース内でプロパテ ィ を識

別し ます。 identifier 属性を持たない、friendlyName 属性のみを持つカ ス タ ムプロパテ ィ に

ついては、 かわ り に GUID+ 名前によ って識別されます。 定義済みプロパテ ィ について も

GUID+ 名前処理を有効にする （そし てグ ローバルに GUID+ 名前処理を強制する） ために

は、 Filtering エレ メ ン ト の useIdentifier 属性を用いる こ と ができ ます ：

<Filtering useIdentifier="false">

1. www.w3.org/TR/NOTE-datetime を参照。

http://www.w3.org/TR/NOTE-datetime


30 2 章 :  メ タデータ プロパテ ィ を イ ンデッ クス

定義済みプロパテ ィ に対し て用いられる名前は、 表 2.2 で示すプロパテ ィ 接頭辞から頭の

TET_ と末尾のアンダース コ ア「_」を削った ものにな り ます（例：System_Author・pdfversion・

dc_contributor ・ photoshop_DateCreated）。

環境によ っては、 と り わけ SharePoint では、 プロパテ ィ に対し て GUID+ 名前処理を使

う こ と は、 GUID+ID よ り も便利です。

特定のプロパテ ィ 値を抑制 場合によ っては、 特定のプロパテ ィ 値を抑制するほ う が望

ま し い と き も あ り ます。 た と えば、 関心のないデフ ォル ト を表し ている値は ド ロ ッ プ し

て、 関心のあ る値のみを IFilter ク ラ イ アン ト へ通すなどです。 これは suppressValue 属性

を用いて実現でき ます。 これを Source エレ メ ン ト に対し て与え る と、 そのソースによ っ

て返された特定の値が抑制されます。 これを Property エレ メ ン ト に対し て与える と、 その

プロパテ ィ に対し て構成されたすべてのソースが処理され、その結果がその suppressValue
属性と比較されて、 も し合致すればド ロ ッ プされます。

多値プロパテ ィ メ タデータプロパテ ィ は、1 個ないし複数の値を内容とする こ と ができ

ます。 単値プロパテ ィ は、 その文書を全体 と し て記述する 1 個の単値から成 り ます。 単値

プロパテ ィ の例と し ては、作成日（プロパテ ィ ソース：xmp:CreateDate・/Info/CreationDate）

や一意な文書識別子 （dc:identifier） があ り ます。

多値プロパテ ィ は、 文書あた り 複数回出現する可能性があ り ます。 多値プロパテ ィ の

例 と し ては、 文書作成者群の リ ス ト 、 文書キーワー ド 群の リ ス ト などがあ り ます。 TET

PDF IFilter を用いて多値プロパテ ィ を作成するにはい く つかの方法があ り ます ：

> そのプロパテ ィ のソースが XMP コ ンテナ型であ り 、それゆえ、1 度に複数の項目を保持

し う る。 例 ： dc:creator は XMP 内で型 Seq を持ちます。

> そのプロパテ ィ が、ワ イル ド カード を持つ多値な pCOS パスから内容を与え られる。こ

こ でワ イル ド カー ド は、 任意の数の個別の項目へ展開されえます。 例 ： bookmarks[*]/
Title。

> そのプロパテ ィ が、複数の Source エレ メ ン ト を用いて定義され、かつ、そのプロパテ ィ

の precedence 属性が値 try-all を持っている。 例 ： pdf:Keywords ・ /Info/Keywords。 これ

に対し、デフ ォル ト の precedence=first-wins は、最初の空でないプロパテ ィ ソースのみ

を処理し ます。

プロパテ ィ のベク ト ル処理 デフ ォル ト では、 TET PDF IFilter はプロパテ ィ 定義内のす

べての関連する ソース を処理し （precedence 属性に従って）、 そし て利用可能なかぎ り の

空でないプロパテ ィ 値を出力し ます。 いいかえれば、 それぞれの値は IFilter ク ラ イ アン ト

に対し て 1 個の値と し て返されます。 複数のプロパテ ィ 値が不特定の順序で返されます。

あ るいは、 多値のプロパテ ィ を IFilter ク ラ イ アン ト に対し てベク ト ル と し て与え る こ

と も可能です。 これは、 1 個ないし複数の値を保持でき る 1 個の配列実体が出力される こ

と を意味し ます。 プロパテ ィ に対するベク ト ル処理の関連する側面がい く つかあ り ます ：

> SharePoint は、多値プロパテ ィ に、 それがベク ト ル実体と し て処理される場合にのみ対

応し ています。

> IFilterク ラ イ アン ト によ っては、た と えばWindows Searchなど、多値ベク ト ルプロパテ ィ

内の 1 個ないし複数の値を 1 回の ク エ リ で検索でき るベク ト ルク エ リ に対応し ている

ものも あ り ます。

2 つの別個の概念があ る こ と に留意し て く ださい ： 多値 と は、 そのプロパテ ィ のソースの

あ り よ う を表し ていますが、 ベク ト ル処理と は、 プロパテ ィ 値群が IFilter ク ラ イ アン ト へ

転送される方式を表し ています。 ベク ト ル処理は、 多値プロパテ ィ に対し て、 それが 1 個

の値のみを内容とする場合であって も、 適用する こ と ができ ます。
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定義済みプロパテ ィ の う ちのい く つかは多値です （付章 A 「定義済み メ タデータプロ

パテ ィ 」 を参照）。

ベク ト ルプロパテ ィ のための XML 構成 カ ス タ ムプ ロパテ ィ に対するベク ト ル処理は、

Property エレ メ ン ト の emitAsVector 属性で有効にする こ と ができ ます ：

<Property friendlyName="MailTo" type="String" precedence="try-all" emitAsVector="true">
<Source xmpName="acme:mailto"/>
<Source xmpName="gov:mailto"/>

</Property>
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2.6 カ ス タムプロパテ ィ を用いた例
以下の例において、 い く つかのカ ス タ ム メ タデータ プ ロパテ ィ を演示し ます。 TET PDF

IFilter XML 構成スニペッ ト だけでな く 、 照応する Windows Search 用 .propdesc スニペッ ト

も示し ます。 .propdesc フ ァ イル と、照応する proptool ユーテ ィ リ テ ィ に関する詳細は、41

ページの 3.1.2 「カ ス タ ムプロパテ ィ 」 にあ り ます。

カ ス タム メ タ データのための共通手順 すべてのサンプルにおいて、 以下のス テ ッ プが

必須です ：

> TET PDF IFilter のための XML 構成フ ァ イルに新規のプロパテ ィ 定義群を追加。い く つ

かの場合においては、 この XML 構成フ ァ イルの中で定義済みプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク

シ ョ ンを有効化する必要も あ り ます。 XML 構成フ ァ イル starter_samples.xml は、 以下

のすべての例のためのエン ト リ を内容 と し て持っていますので、 これを出発点 と し て

ご利用いただけます。 これを、 67 ページの 5.1 「構成フ ァ イルの作業」 で詳し く 示す

よ う に、 レジス ト リ 内に構成する必要があ り ます。 この starter_samples.xml 構成フ ァ

イルは、 Windows Search と と もに使用する よ う に作成されています。 これを SharePoint

または SQl Server と と もに使用するには、 若干の変更を加え る必要があ り ます （それ

ぞれ 45 ページの表 3.2、 50 ページの表 3.5 を参照）。

> 新規のプロパテ ィ をWindows Searchで使用するには、それを然るべきXMLプロパテ ィ 記

述フ ァ イルを用いて構成し、 下記のよ う にそれを Windows に登録する必要があ り ます

（»Register property descriptions in Windows«, page 38 を参照） ：

proptool --register starter_samples.propdesc

これで、 Windows エ ク スプローラーを、 こ の新規プロパテ ィ を表示する よ う 構成する

こ と ができ る よ う にな り ます （10 ページの 「プロパテ ィ ク エ リ 」 を参照）。 プロパテ ィ

記述フ ァ イル starter_samples.propdesc は、 以下のすべての例のためのエン ト リ を内容

と し て持っていますので、 これを出発点 と し てご利用いただけます。

> 新規プロパテ ィ を収集する ためにイ ンデッ ク ス を再作成し ます。 新規の検索またはエ

ク スプローラーウ ィ ン ド ウ を開 く こ と によ って初めて、 その詳細ダ イ ア ロ グ内で追加

のプロパテ ィ 列を有効化でき る よ う にな り ます。

フ ォ ン ト または画像の数のための pCOS プロパテ ィ 1 つの PDF 文書の中のフ ォ ン ト の

総数は、 pCOS パス length:fonts を用いて ク エ リ でき ます。 画像について も同様です。 こ

れらのプロパテ ィ を出力するには、 PropertySet エレ メ ン ト 内で、 以下の XML 構成スニ

ペッ ト を使用し ます ：

<!-- PDFプロパティ : 文書内のフォントと画像の数 -->
<n:Property friendlyName="fontcount" type="Int32" identifier="2">

<n:Source pdfObject="length:fonts" />
</n:Property>

<n:Property friendlyName="imagecount" type="Int32" identifier="3">
<n:Source pdfObject="length:images" />

</n:Property>

こ の新規の fontcount ・ imagecount プロパテ ィ を Windows Search で使用するには、 これを

Windows プロパテ ィ 記述フ ァ イル内で、 以下の .propdesc スニペッ ト を用いて構成 ・ 登録

する必要があ り ます ：
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<!-- 文書内のフォントの数 -->
<propertyDescription name="fontcount" formatID="{E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03}"

propID="2">

<typeInfo type="Int32" isInnate="true" isViewable="true"/>

<labelInfo label="fontcount"/>

<searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>
</propertyDescription>

<!-- 文書内の画像の数 -->  
propertyDescription name="imagecount" formatID="{E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03}"

propID="3">

<typeInfo type="Int32" isInnate="true" isViewable="true"/>

<labelInfo label="imagecount"/>

<searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>
</propertyDescription>

これで、フ ォ ン ト と画像の数をエク スプローラーウ ィ ン ド ウ内の新規列に表示させる こ と

ができ る よ う にな り ま し たので、 下記のク エ リ を用いて、 特定の数のフ ォ ン ト または画像

を有する文書を検索でき ます ：

imagecount: >10

PDF 規格のための pCOS プロパテ ィ 定 義 済 み プ ロ パ テ ィ PDFlib.TET.pdfa ・ PDFlib.
TET.pdfx 等は、文書の規格準拠状況を記述し ます。 これらのプロパテ ィ は、照応する pCOS

パスに基づいています。 PDF 文書がいずれの種類の PDF/A 規格にも準拠し ていない場合

には、 その pCOS 疑似オブジ ェ ク ト pdfa は none を返 し ます。 ただ し、 プ ロ パテ ィ

PDFlib.TET.pdfa は値 none を抑制し ています。 以下の例では、 多値のカ ス タ ムプロパテ ィ

Standards を定義し ます。 こ のプロパテ ィ は、 個別の定義済みプロパテ ィ PDFlib.TET.pdfa ・

PDFlib.TET.pdfx 等 と同様に動作する もの と し ますが、 すべての規格準拠エン ト リ をただ 1

個のベク ト ルプロパテ ィ 内に出力する もの と し ます。 これは、 照応する pCOS パス pdfa
等を ソース と し て用いる もの と し、 ただし関心のない値 none を ド ロ ッ プする もの と し ま

す。 以下の XML 構成 ス ニペ ッ ト は、 PropertySet エ レ メ ン ト 内に入れ る こ と に よ り 、

Standards プロパテ ィ を定義し ます ：

<n:Property friendlyName="Standards" emitAsVector="true" suppressValue="none"
identifier="4" precedence="try-all">
<n:Source pdfObject="pdfa"/>
<n:Source pdfObject="pdfe"/>
<n:Source pdfObject="pdfx"/>
<n:Source pdfObject="pdfua"/>
<n:Source pdfObject="pdfvt"/>

</n:Property>

この新規の Standards プロパテ ィ を Windows Search で使用するには、これを Windows プロ

パテ ィ 記述フ ァ イル内で、 以下の .propdesc スニペッ ト を用いて構成 ・ 登録する必要があ

り ます ：

<propertyDescription name="Standards" formatID="{E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03}"
propID="4">
   <typeInfo type="String" multipleValues="true" isInnate="true"

isViewable="true"/>
   <labelInfo label="Standards"/>
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   <searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>
</propertyDescription>

これで、 エク スプローラーウ ィ ン ド ウ内に Standards 列を表示させる こ と ができ る よ う に

な り ま し た。 こ の列には、 すべてのあてはま る規格が、 セ ミ コ ロ ンで区切られて表示され

ます。 例 ：

PDF-A-2a; PDF/UA-1

望ま し く ないエン ト リ none は抑制されます ： 文書が、 認識されているいずれの規格にも

準拠し ていない場合には、 この Standards 列は空のま ま と な り ます。 PDF/A 文書を検索す

るには、 こ のプロパテ ィ 値が PDF/A を含んでいるかど う かをチェ ッ クする、 下記のク エ

リ を使用でき ます ：

Standards:~<PDF/A

下記は、 よ り 限定し て、 規格の特定の種類 PDF/A-3b を検索し ます ：

Standards:=PDF/A-3b

PDF 署名種別のための pCOS プロパテ ィ pCOS パス signaturefields[0]/sigtype は、 最初

の署名フ ィ ール ド の種別をチェ ッ ク し ます。 これは、文字列 none・approval・certification・

doctimestamp の う ちいずれか 1 つを返し ます。 これに照応するプロパテ ィ 定義において

は、 値 none は、 あま り 有用ではないので、 抑制し ま し ょ う 。 以下の XML 構成スニペッ ト

は、 PropertySet エレ メ ン ト 内に入れる こ と によ り 、 TET PDF IFilter を、 文書内のすべて

の電子署名に関する情報を出力する よ う 構成し ます。署名の数はあ らかじめわか り ません

ので、 アス タ リ ス ク キ ャ ラ ク タ 「*」 を ワ イル ド カード と し て与えます ：

<n:Property friendlyName="Signature" suppressValue="none" identifier="5">
<n:Source pdfObject="signaturefields[*]/sigtype"/>

</n:Property>

こ のプロパテ ィ は、 文書内のすべての署名種別を レポー ト し ます。 なお、 同じ種別の署名

が複数あ る場合には、 1 回のみレポー ト されます。 なぜな ら同じプロパテ ィ 値が複数回生

じ る こ と はでき ないからです。 この Signature プロパテ ィ を Windows Search で使用するに

は、 これを Windows プロパテ ィ 記述フ ァ イル内で、 以下の .propdesc スニペッ ト を用いて

構成 ・ 登録する必要があ り ます ：

<propertyDescription name="Signature"
formatID="{E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03}" propID="5">
   <typeInfo type="String" multipleValues="true" isInnate="true"

isViewable="true"/>
   <labelInfo label="Signature"/>
   <searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>

</propertyDescription>

これで、署名ステータ ス をエ ク スプローラーウ ィ ン ド ウ内の新規列に表示させる こ と がで

き る よ う にな り ま し たので、 下記のク エ リ を用いて、 このプロパテ ィ が空でない値を持っ

ているかど う かをチェ ッ クする こ と によ って、 署名済み文書を検索する こ と ができ ます ：

Signature: <>[]
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こ の pCOS オブジ ェ ク ト で使え る 値は none （署名 さ れていない フ ィ ール ド の場合） ・

approval ・ certification ・ doctimestamp です （pCOS パス リ フ ァ レン ス参照）。 上記の式は、

署名種別が none 以外であ るかど う かをチェ ッ クする ものです。

ユーザー定義文書情報フ ィ ール ド のための pCOS プロパテ ィ タ イ ト ル・サブ タ イ ト ル・

作成者など、標準 PDF 文書情報項目の多 く は、照応する シェルプロパテ ィ へ自動的にマ ッ

プされます （85 ページの A.1 「シェルプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン」 参照）。 これらの

標準項目のほかにも、 イ ンデッ ク ス された PDF 文書の中にユーザー定義情報項目があれ

ば、 それら を出力する こ と も可能です。 以下の XML 構成スニペッ ト は、 PropertySet エレ

メ ン ト 内に入れる こ と によ り 、InvoiceNumber と い う 情報項目から値を得る invoicenumber
プロパテ ィ を定義し ます。

<n:Property friendlyName="invoicenumber" identifier="6">
| <n:Source pdfObject="/Info/InvoiceNumber"/>
</n:Property>

このプロパテ ィ を Windows Search で使用するには、 これを以下の .propdesc スニペッ ト を

用いて構成 ・ 登録する必要があ り ます ：

<propertyDescription name="invoicenumber"
formatID="{E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03}" propID="6">
<typeInfo type="String" isInnate="true" isViewable="true" isQueryable="true"/>
<labelInfo label="invoicenumber"/>
<searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>

</propertyDescription>

これで、イ ンボイ ス番号をエク スプローラーウ ィ ン ド ウ内の新規列に表示させる こ と がで

き る よ う にな り ま し たので、 下記の ク エ リ を用いて イ ンボイ ス番号を検索でき ます ：

invoicenumber: =R123456

ZUGFeRD イ ンボイ スを識別するための XMP プロパテ ィ ZUGFeRD・Factur-X 規格1は、

カス タ ム XMP プロパテ ィ 群を有する PDF/A 文書を使用する こ と によ って、イ ンボイ スが

ZUGFeRD 準拠であ る こ と を識別し ます。た と えば、以下の XMP 断片は基本的な ZUGFeRD

イ ンボイ ス を記述し ています ：

<rdf:Description
rdf:about=""
xmlns:zf="urn:ferd:pdfa:CrossIndustryDocument:invoice:1p0#"
zf:ConformanceLevel="BASIC"
zf:DocumentFileName="ZUGFeRD-invoice.xml"
zf:DocumentType="INVOICE"
zf:Version="1.0"/>

TET PDF IFilter は容易に、 ZUGFeRD 準拠文書を ク エ リ 内で、 照応する ZUGFeRD XMP プ

ロパテ ィ 群に基づいて識別でき る よ う 構成でき ます。

以下の XML 断片は、 必須の ZUGFeRD 名前空間 URI と接頭辞を、 規格で定められてい

る とお り に宣言し ます ：

<n:PrefixDeclarations>
<n:PrefixDeclaration

1. ZUGFeRD に関する さ らなる情報が PDFlib Web サイ ト にあ り ます。
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uri="urn:ferd:pdfa:CrossIndustryDocument:invoice:1p0#" prefix="zf"/>
</n:PrefixDeclarations>

以下の XML 構成スニペッ ト は、 PropertySet エレ メ ン ト 内に入れる こ と によ り 、 TET PDF

IFilter を、 XMP プロパテ ィ zf:DocumentType をカス タ ムプロパテ ィ zugferd 内へ出力する

よ う 構成し ます。 ZUGFeRD 準拠文書であ る ためには、 これが値 INVOICE を内容と し てい

る必要があ り ます ：

<n:Property friendlyName="Zugferd" identifier="7">
<n:Source xmpName="zf:DocumentType"/>

</n:Property>

こ の新規の zugferd プロパテ ィ を Windows Search で使用するには、これを Windows プロパ

テ ィ 記述フ ァ イル内で、 以下の .propdesc スニペッ ト を用いて構成 ・ 登録する必要があ り

ます ：

<propertyDescription name="Zugferd"
formatID="{E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03}" propID="7">
   <typeInfo type="String" isInnate="true" isViewable="true"/>
   <labelInfo label="Zugferd"/>
   <searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>

</propertyDescription>

これで、 ZUGFeRD 準拠ステータ ス をエ ク スプローラーウ ィ ン ド ウ内の新規列に表示させ

る こ と ができ る よ う にな り ま し たので、 下記のク エ リ を用いて ZUGFeRD 文書を検索でき

ます ：

Zugferd:=INVOICE
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2.7 プロパテ ィ をテキス ト と し て イ ンデ ッ ク ス
多 く のテキ ス ト 検索エンジンは、 何らかの方式でのプロパテ ィ ク エ リ に対応し ています。

しかし、 プロパテ ィ に対する ク エ リ は、 SQL Server のよ う な、 フルテキス ト 検索にのみ対

応し ている検索製品では、 可能でない場合も あ り ます。 あ るいは別のシナ リ オ と し て、 明

示的にプロパテ ィ を検索する こ と は、 も し も その検索語のあ らゆる出現を、 それが文書内

容の中に出現するか、それ と も何らかのプロパテ ィ の中に出現するかにかかわらず検索し

たい場合には、 望ま し く ないかも しれません。 いずれの場合において も、 TET PDF IFilter

に対し て、すべてのプロパテ ィ をフルテキス ト イ ンデッ ク スの中へ入れ込むよ う 指示する

こ と が可能です。 プロパテ ィ を文書内容本体から区別するために、 TET PDF IFilter は、 文

字列をプロパテ ィ 値の頭に付加する こ と も可能です。 これによ って、 検索エンジンがプロ

パテ ィ 検索に直接は対応し ていない場合において も、プロパテ ィ をプロパテ ィ であ る と見

分ける こ と が容易にな り ます。 付章 A 「定義済み メ タデータプロパテ ィ 」 に挙げる定義済

みプロパテ ィ に対し ては、 正準プロパテ ィ 名が接頭辞と し て用いられます。

プ ロ パテ ィ を テキ ス ト と し て イ ンデ ッ ク スすれば、 も し それを し なかっ た ら プ ロ パ

テ ィ 検索に一切対応し ていない環境において、限定的なプロパテ ィ 検索が可能になる一方

で、 そのプロパテ ィ 検索は限定的な ものであ る と い う 事実は知ってお く べきです。 た と え

ば、 論理型などの表現がプロパテ ィ 値と し て得られません。

メ タ デー タ をテキス ト と し て イ ンデ ッ ク スするための XML 構成 メ タ デ ー タ プ ロ パ

テ ィ をテキス ト と し て イ ンデッ ク スするには、 Filtering エレ メ ン ト の metadataHandling
属性を propertyAndText （プロパテ ィ を メ イ ンテキス ト 内へ透明な形で混ぜ込みたい場合）

か propertyAndPrefixedText （プロパテ ィ を接頭辞で識別し たい場合） に設定し ます ：

<Filtering metadataHandling="PropertyAndPrefixedText">

文書をフ ィ ルタする際にカ ス タ ムプロパテ ィ の頭に付加されるオプシ ョ ナルな接頭辞は、

カス タ ムプロパテ ィ に対し て Property エレ メ ン ト の textIndexPrefix 属性で指定する こ と が

でき ます ：

<Property friendlyName="Title" identifier="7" textIndexPrefix="TITLE_">
...
</Property>

定義済みプロパテ ィ の頭に付加される接頭辞は、 下記の方式に従って構築されます ：

TET_<プロパティ名>_

こ こ でプロパテ ィ 名の中のピ リ オ ド キ ャ ラ ク タ 「.」 はアンダース コ アキ ャ ラ ク タ 「_」 へ

置き換え られます （表 2.2 の例を参照し て く ださい）。

表 2.2 メ タデータ プロパテ ィ をテキス ト と し てイ ンデ ッ クスするための接頭辞

プロパテ ィ セ ッ ト

コ レ クシ ョ ン

サンプルプロパテ ィ 名 メ タデータ をテキス ト と し て

イ ンデッ クスするための接頭辞

Shell System.Author TET_System_Author_

TET PDFlib.TET.fullpdfversion TET_fullpdfversion_

XMP dc:contributor TET_dc_contributor_

Image photoshop:DateCreated TET_photoshop_DateCreated_
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シナ リ オ 1 ： メ タ デー タ プロパテ ィ を メ イ ンテキス ト 内へ透明な形で混ぜ込む も し メ

タデータプロパテ ィ が、 ターゲ ッ ト 文書 （群） を特定する充分に弁別的なテキス ト を内容

と し て持っている な らば、 プロパテ ィ をフルテキス ト イ ンデッ ク スへ入れ込んで、 それを

標準的なフルテキス ト ク エ リ へ入れ込めば充分でし ょ う 。 た と えば、 特定の記事番号を ク

エ リ する場合には、 その番号がその文書の メ イ ンテキス ト 内に出現し よ う が、 それ と も メ

タデータプロパテ ィ 内に出現し よ う が、探し ているその記事番号について語っている文書

を 1 個に絞 り 込めるかぎ り は、 どち らでもかまわないのです。 いいかえれば、 テキス ト が

メ イ ンテキス ト 内に出現し よ う が、それ と も何らかの メ タデータプロパテ ィ 内に出現し よ

う が、 どち らでもかまわない場合には、 単にプロパテ ィ をフルテキス ト と し て イ ンデッ ク

スする こ と を有効にする必要があ り 、 それを超え る手順は必要あ り ません。

メ タデータ を メ イ ンテキス ト 内へ透明な形で混ぜ込むには、下記の XML 構成を用いま

す ：

<Filtering metadataHandling="propertyAndText">

シナ リ オ 2 ： メ タ デー タ を メ イ ンテキス ト から区別 別の場合においては、 テキ ス ト が

メ イ ン文書内に出現し ているのか、それ と も何らかの メ タデータプロパテ ィ 内に出現し て

いるのかに、 意味があ る場合も あ るでし ょ う 。 た と えば、 作成者が Doyle であ る文書を検

索するか、 それ と も メ イ ンテキス ト 内に語 Doyle を含む文書を検索するかは、 互いに大き

な違いです。 このシナ リ オにおいては、 プロパテ ィ をフルテキス ト と し て イ ンデッ ク スす

る こ と を有効にするだけではな く 、 メ イ ン文書内容中のテキス ト と メ タデータプロパテ ィ

内のテキス ト と を区別でき る よ う 、各プロパテ ィ に対し て適切な接頭辞を も入れ込む必要

があ り ます。

定義済みプロパテ ィ System.Author の値の頭には、 接頭辞 TET_System_Author_ が付加

さ れます。 た と えば、 System.Author=Doyle に対する プ ロ パテ ィ ベース の検索を、 TET_
System_Author_Doyle に対す る フルテキ ス ト 検索でエ ミ ュ レー ト する こ と がで き ます。

System.Author は定義済みプロパテ ィ ですので、 これに対応する XML 構成はプロパテ ィ 独

自の項目を一切必要とせず、単にプロパテ ィ を接頭辞付き テキス ト と し て イ ンデッ ク スす

る こ と を有効にする必要があ り ます ：

<Filtering metadataHandling="propertyAndPrefixedText">

記事番号 XY123456 を 持つ文書に対す る プ ロ パテ ィ ベー ス の検索 を、 ArticleNumber_
XY123456 に対する フルテキス ト 検索でエ ミ ュ レー ト するには、 下記の XML 構成を用いま

す ：

<Filtering metadataHandling="propertyAndPrefixedText">

<PropertySet guid="404e8a40-2e85-11dd-97f6-0002a5d5c51b">
<Property identifier="2" textIndexPrefix="ArticleNumber_">

<Source pdfObject="/Info/ArticleNumber"/>
</Property>

<PropertySet>
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2.8 ページ内容を無視し てプロパテ ィ のみを検索
場合によ っては、ページ内容ではな く メ タデータプロパテ ィ 群のみに基づいて検索を行 う

ほ う が望ま しいこ と も あ り ます。 すなわち、 イ ンデッ ク ス作成を行 う 過程でページ内容を

完全に無視し て、 メ タデータプロパテ ィ 群にのみ依拠する と い う こ と です。 こ う し たシナ

リ オ と し て考え られるのは、 下記の う ちの 1 つないし複数です ：

> ユーザーが発する ク エ リ への制御を強化 ： メ タデータプロパテ ィ 群に基づいて正確な

結果が得られる と きに、 長い結果 リ ス ト を調べあげるのは無駄です。

> 検索し たい文書群がだいたい同一の語群を内容 と し ているが、 ただし それら が異なっ

た組み合わせになっている。 た と えば請求書などの取引文書。

> ページ内容本体があ らかじめよ く わかっているので、検索上実際の意味を持たない。し

かし、 特定の文書に対し て集められたページ群が関心対象であ る。 た と えば、 可変の

数の契約 と 紐付け られた保険取引では、 契約の正確な文言ではな く 、 契約文書の数 と

種類が検索上意味を持つ。

> 検索し たい文書群が検索可能なテキ ス ト を全 く 内容 と し ていない。 た と えばス キ ャ ン

された、 OCR を全 く 実行されていない文書。

> イ ンデッ ク スに何ら意味のあ る あ り よ う で貢献し ない情報を内容 と する文書群。 た と

えば数のみを内容 と する長い財務文書や、 テキ ス ト のない （ないし図中のキ ャプシ ョ

ン内のテキス ト のみの） 技術図面。

> 上述のいずれかの場合におけ るパフ ォーマン ス最適化 ： 内容が検索の助けにな ら ない

と わかっているな ら、 文書を イ ンデッ ク スするのは無駄です。

ページ内容のイ ンデ ッ ク ス作成を無効にするための XML 構成 ページ内容の イ ンデ ッ

ク ス作成を完全に無効にするには、 Filtering エレ メ ン ト の indexPageContents 属性を false
に設定し ます ：

<Filtering indexPageContents="false" metadataHandling="property">
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3 各種 IFilter ク ラ イアン ト
における メ タデータ プロパテ ィ

3.1 Windows Search における メ タ デー タ プロパテ ィ
注記 最終的には SharePoint などの IFilter ク ラ イアン ト で作業を行いたい場合であっても、メ タ

データ処理を始めるにあたって Windows Search を使用する こ とはできます。

3.1.1 定義済みプロパテ ィ 群

構成する Windows オペレーテ ィ ングシステムは、 メ タデータプロパテ ィ 群を扱 う ための

強力なプロパテ ィ システムをサポー ト し ています。 こ のプロパテ ィ には、 システムによ っ

て定義されている もの （シェルプロパテ ィ と いいます） と、 ユーザー定義 （カス タ ム） プ

ロパテ ィ と があ り ます。 Windows Search は、 この Windows プロパテ ィ システムを使用し

て、 システム （シェル） プロパテ ィ 群 と ユーザー定義 メ タデータプロパテ ィ 群の記述にア

ク セス し ます。

多 く のプロパテ ィ が TET PDF IFilter にすでに内蔵されています （25 ページの 2.3 「定

義済みプロパテ ィ 」、 付章 A 「定義済み メ タデータプロパテ ィ 」 を参照）。 これらの う ちの

い く つかは、 Windows シェルプロパテ ィ へ与え られます。 定義済みプロパテ ィ 群を用いて

作業を行いたい場合であれば、 それは比較的シンプルに構成でき ます ：

> その定義済みプロパテ ィ 群の記述をWindowsが利用でき る よ う にする必要があ り ます。

これは、TET PDF IFilterのイ ン ス ト ール中にIFilter ク ラ イ アン ト と し て Windows Search
を選択し た場合には自動的に行われます。 そ う でない場合には、 フ ァ イル predefined_
properties.propdesc を手作業で登録する必要があ り ます （下記）。

> TET PDF IFilter 内のプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンの多 く はデフ ォル ト で有効になっ

ています。 文書 XMP または画像 XMP プロパテ ィ 群で作業を行いたい場合にのみ、 照

応する コ レ ク シ ョ ンを XML 構成フ ァ イル内で有効化する必要があ り ます （25 ページ

の 「プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンを有効にするための XML 構成」 参照）。

Windows と TET PDF IFilter において構成し たプロパテ ィ は、 検索で使用でき る よ う にな

り ます。

オプシ ョ ン --list _all は、 システムに登録されているすべてのプロパテ ィ をダンプし ま

す。 すべての定義済み非シェルプロパテ ィ の表示名は、 その正準名の短縮形にな り ます。

た と えば PDFlib.TET.pdfa の表示名は pdfa です （UI 言語にかかわらず）。

3.1.2 カ ス タムプロパテ ィ

Windows Search においてカ ス タ ム メ タデータプロパテ ィ を用いて検索を行 う には、それを

Windows プロパテ ィ システム と TET PDF IFilter の両方において構成する必要があ り ます。

なお、 カス タ ムプロパテ ィ は、 それが XML 構成フ ァ イル内指定され次第暗黙的に有効化

されます。

プロパテ ィ 記述フ ァ イル Windows Search でカ ス タ ム メ タデータプロパテ ィ を使 う には、

プロパテ ィ 群の名前 ・ データ型 ・ GUID などのプロパテ ィ 属性を指定するプロパテ ィ 記述

フ ァ イル （.propdesc） を用意する必要があ り ます。 このプロパテ ィ 記述は、TET PDF IFilter

のための XML 構成フ ァ イルの中の照応するプロパテ ィ 記述 と整合し ている必要があ り ま
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す。 プロパテ ィ 記述は、 下記で記述されている文法に従った XML フ ァ イル と し て指定さ

れる必要があ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/bb773879(VS.85).aspx 

こ の .propdesc 形式の XML スキーマ記述が WDS_Property_Description_Schema.xsd 内にあ

り ます。 以下の断片はい く つかのプロパテ ィ 記述を演示し ます ：

<propertyDescription name="fontcount" formatID="{5eac0060-1ba4-11dd-92c4-0002a5d5c51b}"

propID="2">
<typeInfo type="Int32" isInnate="true" isViewable="true"/>
<labelInfo label="fontcount"/>
<searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>

</propertyDescription>

<propertyDescription name="weblink"
formatID="{5eac0060-1ba4-11dd-92c4-0002a5d5c51b}" propID="6">
<typeInfo type="String" isInnate="true" multipleValues="true" isViewable="true"/>
<labelInfo label="weblink"/>
<searchInfo inInvertedIndex="true" isColumn="true"/>

</propertyDescription>

多値プロパテ ィ に対し ては multipleValues="true" 属性が重要です （30 ページの 「多値プロ

パテ ィ 」 を参照）。 なお、 Windows ではプロパテ ィ 名は最長 64 キ ャ ラ ク タに制限されてい

ます。

注記 TET PDF IFilter デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン内のフ ァ イル starter_samples.propdesc を出発点と

する と よいで し ょ う。 このフ ァ イルは、 この章で以下示すすべての例のためのプロパテ ィ

記述を内容と し て持っています。

プロパテ ィ 記述を Windows に登録 カ ス タ ムプロパテ ィ 記述については、 TET PDF IFil-
ter と と もにイ ン ス ト ールされている コマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ proptool.exe を用い

て登録する必要があ り ます。 プロパテ ィ 記述フ ァ イルの名前を与え る と、 それが Windows

プロパテ ィ システムで登録されます （パスが空白キ ャ ラ ク タ を含む場合には、 必ずパス を

ダブルク ォーテーシ ョ ンで く く って く ださい） ：

proptool --register acme.propdesc

図 3.1
Windows エクスプローラにカス タムプロパテ ィ の列を追加し た検索結果

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb773879(VS.85).aspx
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これで、 Windows エク スプローラ を、 この新規プロパテ ィ 群を表示する よ う 構成でき る よ

う にな り ま し た （10 ページの 「プロパテ ィ ク エ リ 」 参照）。 Windows プロパテ ィ システム

は、 プロパテ ィ 記述フ ァ イルの名前を、 下記のレジス ト リ キー群 （および末尾要素の数を

大き く し た もの） に格納し ています ：

HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\PropertySystem\PropertySchema\0000

この proptool ユーテ ィ リ テ ィ は、プロパテ ィ フ ァ イルが う ま く 登録でき なかった と き、 た

と えばプロパテ ィ の重複を検出し た場合などには、 エラー メ ッ セージ と HRESULT エラー

値を出力し ます。 エラーが起き た と き、 詳細を調べるには、 アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ロ

グをチェ ッ ク し ます ：

> 「ス ター ト 」→「設定」→「コ ン ト ロール パネル」→「管理ツール」→「イベン ト  ビ ューア」

> 左のペーンで 「アプ リ ケーシ ョ ン」 を ク リ ッ ク。

> プロパテ ィ 登録で問題があった場合には、 ソース Microsoft-Windows-propsys の項目が

あ り ます。 その項目を内容 と し ている行をダブルク リ ッ ク し て、 エラー メ ッ セージを

調べます （例 ： Omitted duplicate property）。

あ る いは、 proptool が出力する HRESULT 値を用いて問題を分析す る こ と も 可能です。

HRESULT の値と説明の一覧は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/cc231198.aspx 

XML 解析に関連し たエラー番号のさ ら な る一覧が下記にあ り ます ：

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms753129%28v=vs.85%29.aspx

Windows Search のためのプロパテ ィ 記述を登録する際には、以下の要件が満た される必要

があ り ます ：

> プロパテ ィ 記述はフ ァ イル名接尾辞 .propdesc を使用する必要があ り ます。 なぜな ら

Windows プロパテ ィ システムは他の接尾辞を受け付けないからです。

> カ ス タ ムプロパテ ィ を検索で利用可能にするためには、プロパテ ィ 記述を登録し て、検

索サービ ス を停止させて再起動し、 Windows Search オプシ ョ ンで再構築を強制する必

要があ り ます ：

proptool --register "acme.propdesc"
net stop wsearch
net start wsearch

...カタログを再構築

（8ページの「Windows Searchサービスを開始・停止」を参照）...

> 登録するプロパテ ィ は、 既存の Windows プロパテ ィ （シェルプロパテ ィ を含め） と

GUID+ID または GUID+ 名前で衝突し ていてはいけません。 Windows プロパテ ィ の一覧

は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/dd561977(v=vs.85).aspx 

> proptoolツールを走らせるには、HKEY_LOCAL_MACHINEレジス ト リ ハイブへ書き込める

管理者権限が必要です （6 ページの 「特権コマン ド を実行」 参照）。

> レジス ト リ はプロパテ ィ 記述フ ァ イルの名前を保持し ているだけですので （その内容

は保持し ていないので）、propdesc フ ァ イルはその登録された場所にあ り つづけている

必要があ り ます。 そ う でない と プロパテ ィ 記述が検索で利用可能でな く なって し まい

ます。

> propdesc フ ァ イルは、 すべてのユーザから読み込み可能であ る必要があ り ます。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/dd561977(v=vs.85).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc231198.aspx
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> 複数のプロパテ ィ 記述フ ァ イルを登録する こ と も可能です。ただし、2 つのプロパテ ィ

記述が同一のプロパテ ィ （GUID+ID によ って特定される） の記述を含んでいてはいけ

ません。

> プロパテ ィ 記述フ ァ イル群に変更を加え、1 つの propdesc フ ァ イルを同じ名前で登録し

た り 登録解除し た り を繰 り 返し た場合には （試験の際にはよ く あ る こ と です）、 再起動

を行 う こ と によ って、 Windows にすべてのプロパテ ィ 記述を正し く 拾い上げさせる必

要があ る場合があ り ます。

-unregister オプシ ョ ンを用いる と、以前に登録されているプロパテ ィ 記述を除去する こ と

ができ ます ：

proptool -unregister "c:\property\acme.propdesc"

3.1.3 TET PDF IFilter におけるプロパテ ィ

定義済み TET PDF IFilter プロパテ ィ すべての定義済みプロパテ ィ のためのプロパテ ィ

記述フ ァ イル predefined_properties.propdesc が利用可能です。 イ ン ス ト ーラで Windows
Search を IFilter ク ラ イ アン ト と し て選択し た場合には、 これはすでに Windows Search 用

に登録されています。 プロパテ ィ 定義は TET PDF IFilter に内蔵されていますが、 ク エ リ

でそれを使 う には、 使いたいプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンを XML 構成フ ァ イル内で有

効化する必要があ り ます （25 ページの 2.3 「定義済みプロパテ ィ 」 参照）。

Windows Search のための XML 構成 表 3.1 に、Windows Search を使用する際の TET PDF

IFilter のための XML 構成に関連する要件と推奨事項を挙げます。 サンプル構成フ ァ イル

config.xml は、 これらの要件を実装し てお り 、 出発点 と し て利用でき ます。

表 3.1 Windows Search のための XML 構成

エレ メ ン ト 属性 要件 ・ 推奨事項

Filtering useIdentifier true にする必要があ り ます。 なぜなら、 Windows Search はプロパ

テ ィ 識別のためには GUID+ID 方式にのみ対応し てお り、 GUID+ 名前に

は対応し ていないからです （29 ページの 「プロパテ ィ の GUID+ 名前

処理のための XML 構成」 を参照）。

PropertySet-
Collection

shell Windows Search に知られているシ ェルプロパテ ィ 群に対応するには

true にする必要があ り ます （なお、 true がも と も とデフ ォル ト で

す）。

Property identifier 必須。 なぜなら、 Windows Search はプロパテ ィ 識別のためには

GUID+ID 方式にのみ対応し ており、 GUID+ 名前には対応し ていないか

らです （29 ページの 「プロパテ ィ の GUID+ 名前処理のための XML 構

成」 を参照）。
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3.2 SharePoint における メ タ デー タ プロパテ ィ
SharePoint におけ る メ タ デー タ 処理は、 Enterprise Search Administration 名前空間

Microsoft.Office.Server.Search.Administration を 用い て プ ロ グ ラ ム 的に制御で き ま す。

SharePoint における メ タデータプロパテ ィ の処理については以下の概念が用いられます ：

> ク ロール対象プロパテ ィ は、 TET PDF IFilter によ って、 PDF 文書を イ ンデッ ク ス （ク

ロール） する際に作成されます。 ク ロール対象プロパテ ィ は複数の値を持つこ と がで

き ます。 それは TET PDF IFilter 構成フ ァ イルを通じ て制御されます。 SharePoint は、

ク ロール対象プロパテ ィ を他のフ ィ ール ド と 同様に検索し ますが、 プロパテ ィ ク エ リ

のための高度な機能群は利用でき ません。

> 管理プロパテ ィ は、 検索ク エ リ と 高度な検索で用いる こ と ができ、 検索結果に表示さ

れます。

「高度な検索」 ページの管理プロパテ ィ に関する詳細は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/bb428648.aspx 
msdn.microsoft.com/en-us/library/bb608302.aspx 

SharePoint のための XML 構成 表 3.2 に、 SharePoint を使用する際の TET PDF IFilter の

ための XML 構成に関連する要件と推奨事項を挙げます。サンプル構成フ ァ イル SharePoint
config.xml は、 これらの要件を実装し てお り 、 出発点と し て利用でき ます。

カ ス タム メ タ デー タ プロパテ ィ を構成 カ ス タ ム メ タデータプ ロパテ ィ を イ ンデッ ク ス

作成のために用意するには下記のよ う に操作し ます ：

> フルク ロールを走らせます。 ク ロールの間、 TET PDF IFilter は、 XML 構成フ ァ イル内

で構成されている、 かつ 1 個ないし複数の文書内で見つかったプロパテ ィ 群を レポー

ト し ます。 これは、SharePoint が新たに見つかった ク ロール対象プロパテ ィ 群をピ ッ ク

ア ッ プするために必要です。

SharePoint は、 すべての新規プ ロ パテ ィ カ テ ゴ リ に対 し て合成名 （ 「Category 1」 ・

「Category 2」 など） を生成し ます。 同じ GUID を持つすべてのク ロールされたプロパ

テ ィ は同じ新規カテゴ リ 内へ収集されます。 カテゴ リ 内の任意の ク ロールされたプロ

パテ ィ を見る こ と によ って共通 GUID を知る こ と ができ ます。SharePoint 管理ウ ェブサ

イ ト 内の 「Application Management」 の下で 「Manage service applications」 → 「Search
Service Application」 を ク リ ッ ク し ま す。 ペー ジ 「Search Service Application: Search
Administration」 の左側で 「Search Schema」 を ク リ ッ ク し ます。する と、ページ 「Search
Service Application: Managed Properties」 が表示 さ れ ま す。 こ のペー ジ の上端の

「Categories」 を ク リ ッ ク し て、 新規合成名を有する カテゴ リ を ク リ ッ ク し ます。 任意

表 3.2 SharePoint のための XML 構成

エレ メ ン ト 属性 要件 ・ 推奨事項

Filtering useIdentifier 定義済みプロパテ ィ を含めすべてのプロパテ ィ の GUID+ 名前処理を

強制するには false に設定し ます。

Property emitAsVector 複数の値を持ち う るプロパテ ィ 群に対し ては true にする必要があ り

ます （30 ページの 「多値プロパテ ィ 」 を参照）。

Property friendlyName GUID+ 名前処理を使う と、 リ ス ト 内でプロパテ ィ を見つけやす く な り

ますので、 この属性の使用を推奨し ます （24 ページの 「プロパテ ィ

識別と GUID」 を参照）。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb428648.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/bb608302.aspx
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のク ロールされたプロパテ ィ を ク リ ッ ク し て、 そのプロパテ ィ セ ッ ト ID を見る こ と に

よ って、 その GUID を知 り ます。 この GUID を、 TET PDF IFilter のための XML 構成

フ ァ イルの中の PropertySet/@guid の中のもの と見比べるか （カス タ ムプロパテ ィ を作

成し た場合）、 あ るいは付章 A 「定義済み メ タデータプロパテ ィ 」 のプロパテ ィ セ ッ ト

GUID と見比べます（定義済みプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン内のプロパテ ィ を使用の

場合）。

> SharePoint によ って生成された合成カテゴ リ 名を、 そのカテゴ リ を前の手順で知った

GUID によ って特定し てから、 ユーザーフ レ ン ド リ な名前に変更 ：

SharePoint ： 「Category」 ページで、 カテゴ リ 名に対する ド ロ ッ プダ ウ ン メ ニ ューを ク

リ ッ ク し て、 「Edit Category」 を ク リ ッ ク。 「Category name」 フ ィ ール ド で名前を好き

に編集し て、 OK を ク リ ッ ク。

> SharePoint ： 「Search Service Application」 管理ページで、 「Managed Properties」 を ク リ ッ

ク。

> 「New Managed Property」 を ク リ ッ ク （図 3.2 参照）。

> プロパテ ィ の名前 ・ 説明 ・ データ型を入力し、 右下隅の、 フ ィ ール ド 「Mapping to
crawled properties」 の右にあ るボタ ン 「Add Mapping」 を ク リ ッ ク。

> ド ロ ッ プダウ ン メ ニュー 「Filter on a category」 は、 「Crawled property selection」 と題

さ れた リ ス ト ボ ッ ク ス に表示 さ れてい る ク ロール対象プ ロパテ ィ 群を フ ィ ル タ し ま

す。 こ の リ ス ト ボ ッ ク スは、 プロパテ ィ と、 そのカテゴ リ 名 と プロパテ ィ 識別子また

はフ レ ン ド リ 名の リ ス ト を表示し ます。 識別子かフ レ ン ド リ 名かの選択は、 TET PDF

IFilter の XML 構成フ ァ イル内のプロパテ ィ 定義に依存し ますので、 45 ページの 「カス

タ ム メ タデータプロパテ ィ を構成」 を参照し て く ださ い。 新規に ク ロールされたプロ

パテ ィ を選択し、 その管理プロパテ ィ に名前を割 り 当てて、 それを保存し ます。

図 3.2
SharePoint で管理プロパテ ィ を追加
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管理プロパテ ィ への検索のための SharePoint XML を作成 こ のステ ッ プでは、管理プロ

パテ ィ を 「高度な検索」 に追加する ために必要な XML を作成し ます。 次の項で、 こ の

XML を実際に適用する方法を説明し ます。 以下、 例と と もにこの XML を説明し ます ：

それぞれのプロパテ ィ について、 PropertyDefs エレ メ ン ト の子 と し て PropertyDef エレ

メ ン ト を作成する必要があ り ます ：

<PropertyDef Name="EbookDateOfBirth" DataType="datetime" DisplayName="Ebook Date of 
Birth"/>

Name 属性はプロパテ ィ 名と対応し ている必要があ り 、DataType 属性はそのプロパテ ィ の

型を表 3.3 に従って記述し、 DisplayName はユーザイ ン タ フ ェースで表示される任意の名

前を内容と し ます。

新規の管理プロパテ ィ を、 PDF 文書群に対する検索で利用可能にするには、 そのプロ

パテ ィ を ResultType エレ メ ン ト に追加し ます ：

<ResultType DisplayName="PDF Documents" Name="pdfdocuments">
<Query>FileExtension='pdf'</Query>
<PropertyRef Name="Author"/>
<PropertyRef Name="Description"/>
<PropertyRef Name="FileName"/>
<PropertyRef Name="Size"/>
<PropertyRef Name="Path"/>
<PropertyRef Name="Created"/>
<PropertyRef Name="Write"/>
<PropertyRef Name="CreatedBy"/>
<PropertyRef Name="ModifiedBy"/>
<PropertyRef Name="EbookDateOfBirth"/>

</ResultType>

ス タータセ ッ ト 内のすべてのプロパテ ィ のための完全な XML フ ァ イル（starter_advanced_
search.xml） が、 TET PDF IFilter と と もにイ ン ス ト ールされています。 これは、 SharePoint

評価のための Microsoft の Virtual PC イ メ ージで作成されています。 こ の XML を評価 ・ 検

証のために使 う こ と ができ ます。 業務サイ ト 用の XML は、 そのサイ ト に存在する XML

と、 新たに構成されたプロパテ ィ 群に基づいて、 注意深 く 構築し なければな ら ないこ と に

留意し て く ださい。

表 3.3 SharePoint のためのプロパテ ィ データ型一覧

TET PDF IFilter におけるデータ型 SharePoint のためのデータ型

Int32 integer

Double decimal

Boolean boolean

DateTime datetime

String text
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カ ス タム メ タ データ プロパテ ィ を検索 高度な メ タ デー タ 検索 を 実装す る た めには、

TET PDF IFilter を、プロパテ ィ を イ ンデッ ク スする よ う 構成する必要があ り ます （28 ペー

ジの 2.5 「カ ス タ ムプロパテ ィ 」 を参照）。 これは TET PDF IFilter に対し て、 ク ロール対

象プロパテ ィ を作成する よ う 指示し ます。 その後、 新規の管理プロパテ ィ を、 下記のよ う

にし て 「高度な検索」 ページで利用可能にする必要があ り ます ：

> SharePoint サイ ト にロ グオン し、 「高度な検索」 へ移動。 今し たいこ と は、 こ の検索

フ ォーム上で、ページ下端の 「Add property restrictions...」 の下に新しい管理プロパテ ィ

を追加する こ と です。

> ページの右上隅で、「Site Actions」 を ク リ ッ ク。開いた ド ロ ッ プダウ ン メ ニューで、「Edit
Page」 を ク リ ッ ク。 する と、 ページの見た目が変わ り 、 ページに変更を加え る ための

コ ン ト ロールが追加されます。

> 「Advanced Search Box」 と題されたボ ッ ク スの右上隅で、 「edit」 を ク リ ッ ク。 開いた ド

ロ ッ プダウ ン メ ニューで、「Modify Shared Web Part」 を選択。する と、「Advanced Search
Box」 が破線で囲まれ、 その右に、 これまた 「Advanced Search Box」 と題された新しい

ボ ッ ク スが現れます。 これは 「Search box」 ・ 「Scopes」 ・ 「Properties」 などの項目を含ん

でいます。

> 「Properties」 カテゴ リ を展開し、 XML を内容とする フ ィ ール ド 「Properties」 を探し ま

す。このフ ィ ール ド の中を ク リ ッ クする と、中に 3 個の点の入ったボタ ン と ツールチ ッ

プ 「Click to use builder」 が現れます。 こ のボタ ンを ク リ ッ クする と、 XML の入ったテ

キス ト 入力ボ ッ ク スが開き ます。 こ の XML を、 下記の例に従って編集する必要があ り

ます。 この XML を何らかの XML エデ ィ タへ複製し、 編集し た後に貼 り 付け戻すと よ

いでし ょ う 。

> このテキス ト 編集ボ ッ ク ス を閉じ た後、編集が行われた場所のボ ッ ク スの下端の 「Ok」

を ク リ ッ ク し、 ページの上端の 「Check In to Share Draft」 を ク リ ッ ク し ます。 する と、

「高度な検索」 フ ォームの通常の見た目に戻 り ますので、 「Result type」 ド ロ ッ プダウ ン

メ ニューで 「All Results」 を選択する と、 ページの下端の、 「Add property restrictions...」
の下の 「(Pick Property)」 メ ニ ューの中に新しいプロパテ ィ 名が現れます。 変更された

フ ォームをすべてのユーザが利用可能にする ためには、 「Check In to Share Draft」 を ク

図 3.3. 
SharePoint の

「高度な検索」 ページで
カス タムプロパテ ィ



3.2  SharePoint における メ タデータ プロパテ ィ 49

リ ッ クするだけでな く 、 「高度な検索」 フ ォームの上端の 「Publish」 を ク リ ッ クする必

要があ る場合も あ り ます。

これで、 管理プロパテ ィ 内に特定の項目群を持つ文書群を検索でき る よ う にな り ま し た。

に、 カ ス タ ムプロパテ ィ 「Ebook Date of Birth」 を下部に持つ 「高度な検索」 ページを示

し ます。

注記 個々の文書が検索結果のリ ス ト 内になぜか見当たらない場合、 SharePoint はそれら を重複

と見な し て除去し ている可能性があ り ます。重複除去を無効にするには、「Search Results」

ページの 「View duplicates」 リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

メ タ デー タ プロパテ ィ を検索 表 3.4 にプロパテ ィ ク エ リ の例を挙げます。プロパテ ィ ク

エ リ は、 下記のシンプルなスキームに従って構築されます ：

<プロパティ名>:<値>

プロパテ ィ ベースの ク エ リ のための文法解説は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/office/ff394509%28v=office.14%29.aspx 

表 3.4 SharePoint のためのメ タデータ ク エ リ例

検索語例 説明

author:Doyle 作成者が Doyle を含んでいる

author:Arthur author:Doyle 作成者が Arthur と Doyle を含んでいる

author:"Arthur Conan Doyle" 作成者が厳密なテキス ト Arthur Conan Doyle を含んでいる

http://msdn.microsoft.com/de-de/library/office/ff394509%28v=office.14%29.aspx 
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3.3 SQL Server における メ タ デー タ プロパテ ィ
SQL Server は、 メ タデータプロパテ ィ のイ ンデッ ク ス作成や検索に対応し ていません。 ゆ

えにデフ ォル ト では、 あ らゆるプロパテ ィ は無視されます。 メ タデータ ク エ リ を実装する

には、 メ タデータプロパテ ィ 群をテキス ト と し て イ ンデッ ク スする こ と を推奨し ます （37

ページの 2.7 「プロパテ ィ をテキス ト と し て イ ンデッ ク ス」 を参照）。

SQL Server のための XML 構成 表 3.5 に、SQL Server を使用する際の TET PDF IFilter の

ための XML 構成に関連する要請・推奨事項を挙げます。サンプル構成フ ァ イル SQL Server
config.xml は、 これらの要件を実装し てお り 、 出発点 と し て利用でき ます。

メ タ データ プロパテ ィ を検索 SQL Server にはプロパテ ィ を検索する ための専用機能は

何も あ り ませんので、フルテキス ト ク エ リ の中で メ タデータプロパテ ィ を ク エ リ する必要

があ り ます。 プロパテ ィ をテキス ト と し て イ ンデッ ク スする こ と を有効にし た後は、 作成

者が Arthur Conan Doyle であ る文書群を下記のよ う に検索でき ます ：

SELECT name FROM DocumentTable WHERE CONTAINS(*,'"TET_System_Author_Arthur Conan Doyle"')
GO

作成者が Arthur で始ま る文書群を ク エ リ するには下記のステー ト メ ン ト を用います ：

SELECT name FROM DocumentTable WHERE CONTAINS(*,'"System_Author_Arthur*"')
GO

表 3.5 SQL Server のための XML 構成

エレ メ ン ト 属性 要請 ・ 推奨事項

Filtering metadataHandling プロパテ ィ をテキス ト と し てイ ンデ ッ クスする こ と を有効にするに

は、 この属性を propertyAndText か propertyAndPrefixedText に設定

し ます （37 ページの 2.7 「プロパテ ィ をテキス ト と し てイ ンデッ ク

ス」 を参照）。

Property textIndexPrefix 明示的にプロパテ ィ を検索し たい場合は接頭辞を設定し ます。
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4 高度な PDF イ ンデクシング

4.1 さ まざまな PDF バージ ョ ン と保護文書

使用可能な PDF 入力 TET PDF IFilter は、さ まざまな ソールからの数百万個の PDF 試験

フ ァ イルに対する試験を経ています。 PDF 1.0 から PDF 1.7 拡張レベル 8 までを受け付け

ます。 これは、 Acrobat 1 ～ DC と PDF 2.0 （ISO 32000-2） にあた り ます。 暗号化文書も

受け付けます。 TET PDF IFilter は、 さ まざまな種類の、 正し く 作られていない、 または破

損し た PDF 文書の修復を試みます。

デフ ォル ト では TET PDF IFilter は、 ページ内容 ・ 標準文書情報項目 ・ 注釈 ・ しお り ・

フ ォームフ ィ ール ド から テキス ト を抽出し、 フ ァ イル添付・PDF ポー ト フ ォ リ オを処理し

ます。 この動作は変更可能です。 53 ページの 4.2 「PDF 文書のさ まざまな領域」 を参照し

て く ださい。

注記 TET PDF IFilter は動的 XFA フ ォームには対応し ていません。 XFA は、 PDF 規格 ISO 32000

には含まれていない、 別個の形式です。 XFA は小さ な PDF ラ ッパの内部にパッ ケージ さ

れていますので、 XFA フ ォームは PDF 文書と混同される こ と も多いですが、 XFA は実際

には完全に別個のフ ァ イル形式であ り、 専用のソ フ ト ウ ェ アを必要と し ます。

保護された PDF 文書 TET PDF IFilter は、 それが開 く こ と のでき る文書であ るかぎ り 、

あ らゆる文書からのテキス ト と メ タデータ を イ ンデッ ク ス し ます。 これには、 以下の種類

の PDF 文書が含まれます。

> 暗号化されていない文書

> マス ターパス ワー ド を用いて暗号化されているが、 ユーザーパス ワー ド を必要と し な

い文書。 Acrobat のセキ ュ リ テ ィ 設定 「内容のコ ピー ： 許可／許可し ない」 のステータ

スは、 このグループの文書に影響を与えません。

一見、 こ の 2 番目のカテゴ リ は、 文書の作成者の、 その文書の保護のための意図に違反し

ている よ う に見え るか も しれません。 しかし、 そ う ではあ り ません。 なぜな ら TET PDF

IFilter は、 実際にテキス ト を複製する ための手段を一切提供し ておらず、 検索エンジンが

その文書を イ ンデッ ク スするのを、ひいては検索においてその文書を特定するのを助けて

いるだけだからです。 その文書が検索で特定されて、 Acrobat で開かれた後は、 その文書

に対し て内容複製に関する制約が指定されている な らば、 その文書は依然それに従いま

す。

暗号化 PDF 文書を開 く こ と ができ なかった場合には、 それはロ グ記録レベル 2 ではロ

グ記録されます （81 ページの 6.4 「デバッ グ機能」 参照）。 このカテゴ リ には以下の場合

が含まれます ：

> ユーザーパス ワード を必要とする暗号化文書。 すなわち、 Acrobat で、 それに照応する

パス ワード を与えなければ開 く こ と ができ ない文書。

> 暗号化された PDF 添付が、 それ以外は保護されていない文書の中にあ る場合。

> ユーザー指定された公開鍵証明書を用いて暗号化されている文書。

破損 PDF 文書 PDF 文書は、 破損し たデータ構造を含んでいる場合があ り ます。 その原

因 と し ては、PDF 生成ソ フ ト ウ ェ アに不具合があ るか、 あ るいは何らかのア ク シデン ト で

変更されて し ま った場合です （ネ ッ ト ワーク転送が失敗し た等によ り ） 。 TET PDF IFilter

は、 破損 PDF 文書を自動的に検出し、 そのよ う な文書の修復を試みる こ と によ って、 テ

キス ト と メ タデータの抽出を成功させよ う と し ます。この修復モード はイ ンデク シング処
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理の一部 と し て自動的に動作し ます。 場合によ っては、 こ のモー ド だけでは充分ではな

く 、TET PDF IFilter がも っ と徹底的な修復モード を用いてその文書を処理し なければな ら

ないこ と も あ り ます。 これは時間がも っ と かか り ますので、 この強制修復モード は、 自動

修復モード では処理が成功し なかった、 深刻に破損し た PDF に対し てのみ行われます。

文書を開 く こ と に成功し たけれど も、1 個ないし複数の破損ページが含まれている場合

には、 これらのページは無視され、 その後のページ群に対し て処理が続行されます。 ペー

ジが無視される たびに、 アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ロ グにエン ト リ が書き込まれます。



4.2  PDF 文書のさ まざまな領域 53

4.2 PDF 文書のさ まざまな領域
PDF 文書は、 そのページ内容のみな らず、注釈やしお り と いった多様な場所の中にも テキ

ス ト を内容と し て持つこ と ができ ます。 また、 Adobe の XMP 形式か固有の文書情報項目

の形を と った メ タデータ を活用する こ と もでき ます。PDF 文書内でテキス ト を内容 と し て

持ち う る場所を、 PDF 文書の領域と呼びます。 以下、 PDF 文書のすべての領域を列挙し

て解説する と と もに、 それぞれのテキス ト を Acrobat で表示させる方法も あわせて示し ま

す。 また、 文書のすべての領域に対する TET PDF IFilter のデフ ォル ト 動作も この列挙中

に記し ていき ます。 簡単にいえば TET PDF IFilter は、 関連するすべての場所にあ る テキ

ス ト を イ ンデッ ク ス し ます。 その結果と し て、 ひ と目見ただけではなぜ ヒ ッ ト が生成され

たのかわから ないよ う な文書について も検索 ヒ ッ ト を得る場合があ り ます。 通常、 IFilter

ク ラ イ アン ト には検索語ハイ ラ イ ト 機能があ り ませんので、結果文書の中で検索語がど こ

にあ るか見つけだす方法を知ってお く こ と が重要です。検索されたテキス ト がページ内容

本体以外の場所にあ るか も しれない こ と を念頭においた う えで、 TET PDF IFilter が検索

ヒ ッ ト を報告し た PDF 文書内で検索テキス ト がど こにあ るか見つけに く い と きには、 以

下の列挙を参照し て く ださい。

以下の説明に関する注記 ：

> Acrobat によ る 「複数の PDF」 の検索と は、 右記の類の検索のこ と です ： 「編集」 → 「高

度な検索」 → 「詳細オプシ ョ ンを表示」 （あれば） を ク リ ッ ク し、 「検索する場所 ： 」 プ

ルダウ ンで PDF 文書群のフ ォルダを選択 （図 4.1 参照）。

> 説明の中で、 プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン documentXMP ・ imageXMP ・ shell ・ pdf ・

internal について記し ている箇所がい く つかあ り ます。 これらは XML 構成フ ァ イル内

で有効にする こ と ができ ます （25 ページの 2.3 「定義済みプロパテ ィ 」 を参照） 。 デ

フ ォル ト では、 shell ・ pdf ・ internal プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンは有効に されてお

り 、 documentXMP ・ imageXMP プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンは無効にされています。

プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンについて詳し く は 25 ページの 2.3 「定義済みプロパ

テ ィ 」 を参照し て く ださい。

> 記法 Filtering@indexNestedPdf は、XML 構成フ ァ イル内の属性を意味し ます（69 ページ

の 5.2 「XML エレ メ ン ト ・ 属性一覧」 を参照）。

以下の項で、PDF 領域検索に関する情報を示し ます。さ らに、これらの文書領域を Acrobat

XI/DC を用いて検索する方法を ま と めます。 これは Acrobat 内で検索結果の場所を特定す

る ために重要です。

ページ上のテキス ト ページ内容は、PDF 内においてテキス ト の主要な ソースです。ペー

ジ上のテキス ト はフ ォ ン ト で視覚表現され、PDF 内で利用可能な多様なエン コーデ ィ ング

技法の一つを用いて符号化されています。

> Acrobat での表示方法 ： ページ内容はつねに表示されています。

> Acrobat XI/DC で一個の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」。 Acrobat がグ リ フを Unicode 値へ正し く マ ッ プでき ない文書内のテキス ト

を、TET PDF IFilter は処理でき る可能性があ り ます。このよ う な状況では、TET をベー

ス と し た TET Plugin を利用する こ と ができ ます。 TET Plugin は、 その自前の検索ダ イ

ア ロ グ を 「Plug-Ins」 → 「PDFlib TET Plugin...」 → 「TET Find」 で提供し ます。 ただ し こ

れは、 完全な検索機能を提供する よ う には意図されていません。

> Acrobat XI/DC で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「高度な検索」 で、 「検索する

場所を指定し て く だ さい。」 の中で 「以下の場所にあるすべての PDF 文書」 を選択し、

PDF 文書群が入っている フ ォルダへブラ ウズ。
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> TET PDF IFilter ： ページ内容はデフ ォル ト でイ ンデッ ク ス されます。 ただし特殊な場

合においては、 Filtering@indexPageContents="false" でページ内容のイ ンデッ ク ス作成

を無効にする こ と も可能です。

定義済み文書情報項目 標準文書情報項目はキー／値対です。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「フ ァ イル」 → 「プロパテ ィ ...」
> Acrobat XI/DC で一個の PDF を検索する方法 ： な し

> Acrobat XI/DC で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「［高度な］ 検索」 で、 ダ イ ア

ロ グの下端近 く の 「高度な検索オプシ ョ ンを使用」 を ク リ ッ ク。 「検索する場所 ： 」 プ

ルダウ ンで PDF 文書群のフ ォルダを選択し、 プルダウ ン メ ニュー 「その他の条件」 で

「作成日」 「更新日」 「作成者」 「タ イ ト ル」 「サブ タ イ ト ル」 「キーワー ド」 のいずれか

を選択。

> TET PDF IFilter ： 定義済み文書情報項目群は、 PropertySetCollection/@shell="true" であ

れば （これはデフ ォル ト です）、 イ ンデッ ク ス されます。

カ ス タム文書情報項目 標準項目に加えて、 カ ス タ ム文書情報項目を定義する こ と も で

き ます。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「フ ァ イル」 → 「プロパテ ィ ...」 → 「カス タム」 （Acrobat

Reader では利用でき ません）

> Acrobat XI/DC での検索方法 ： な し

> TET PDF IFilter ： カス タ ム文書情報項目群は、 カス タ ムプロパテ ィ 群がこの文書情報

項目に基づいて定義されていれば、 イ ンデッ ク ス されます。

文書レベルの XMP メ タ デー タ XMP メ タデータは、拡張された メ タデータ を内容とする

XML ス ト リ ームから成 り ます。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「フ ァ イル」 → 「プロパテ ィ ...」 → 「その他のメ タデー

タ ...」 （Acrobat Reader では利用でき ません）

> Acrobat XI で一個の PDF を検索する方法 ： な し

> Acrobat XI で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高度

な検索」 で、 「高度な検索オプシ ョ ン を使用」 を ク リ ッ ク。 「検索する場所 ： 」 プルダ

ウ ンで PDF 文書群のフ ォルダを選択し、プルダウ ン メ ニュー 「その他の条件」 で 「XMP
メ タデータ」 を選択 （Acrobat Reader では利用でき ません）。

> TET PDF IFilter：文書 XMP は、PropertySetCollection/@documentXMP="true" であれば、

あ るいはカ ス タ ムプロパテ ィ 群が文書 XMP に基いて定義されていれば、 イ ンデッ ク ス

されます。

画像レベルの XMP メ タ デー タ XMP メ タデータは、 画像 ・ ページ ・ フ ォ ン ト と いった文

書構成要素にも付け る こ と が可能です。 しかし、 XMP が通常見つかるのは画像レベルに

おいてのみです （文書レベルに加えて）。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」

→ 「コ ンテンツ」 。 ツ リ ー構造内でその画像を見つけ、 それを右ク リ ッ ク し て 「メ タ

データ を表示 ...」 を選択 （Acrobat Reader では利用でき ません）

> Acrobat XI/DC での検索方法 ： な し

> TET PDF IFilter ： XMP 画像 メ タデータは、 PropertySetCollection/@imageXMP="true" で

あれば、 イ ンデッ ク ス されます。
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フ ォームフ ィ ール ド 内のテキス ト フ ォーム フ ィ ール ド はページにかぶさ って表示され

ます。 しかし、 技術的にはこれはページ内容の一部分ではな く 、 別途のデータ構造によ っ

て表現されます。

> Acrobat XI での表示方法 ： 「ツール」 → 「フ ォーム」 → 「編集」 （Acrobat Reader では利

用でき ません）

> Acrobat DC での表示方法 ： 「ツール」 → 「フ ォームを準備」 （無償の Adobe Reader では

利用でき ません）

> Acrobat XI/DC での検索方法 ： Acrobat はフ ォームフ ィ ール ド の可視内容を検索し ます

> TET PDF IFilter ： フ ォームフ ィ ール ド値は、 Filtering@indexFormFields="true" であれば

（これはデフ ォル ト です）、 イ ンデッ ク ス されます。

さ らに、 Filtering@indexExtendedFormFields="true" であれば、 フ ォームフ ィ ール ド の以

下の部分も イ ンデッ ク ス されます ： デフ ォル ト 値 ・ リ ス ト 項目 ・ ツールチッ プ。

図 4.1
Acrobat の
高度な検索ダイアログ
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も し メ イ ンページ内容 （すなわちフ ォーム フ ィ ール ド キ ャプシ ョ ン群） が一定であ る

ので必要でない場合は、 ページ内容イ ンデッ ク ス作成を Filtering@indexPageContents=
"false" で無効にする こ と も可能です。

注釈内のテキス ト フ ォーム フ ィ ール ド と 同様、 注釈 （ ノ ー ト ・ テキ ス ト 注釈等） は別

個のデータ構造によ って表現されます。 注釈において関心対象 と なる テキス ト 内容は、 そ

の種類によ って異な り ます。 た と えば Web リ ン クの場合、 そ こ で関心対象と なる部分は

URL でし ょ う し、 それ以外の種類の注釈では、 印字される テキ ス ト 内容が意味を持つで

し ょ う 。

> Acrobat XI での表示方法 ： 「注釈」 → 「注釈のリ ス ト 」

> Acrobat DC での表示方法 ： 「ツール」 → 「注釈」 → 「注釈のリ ス ト 」

> Acrobat XI/DC で一個の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 →ボ ッ ク ス 「注釈を

含める」 をチェ ッ ク、 または注釈の リ ス ト ツールバーで 「検索」 ボタ ンを ク リ ッ ク

> Acrobat XI/DC で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「高度な検索」 で、 「詳細オプ

シ ョ ンを表示」 を ク リ ッ ク。 「検索する場所 ： 」 プルダウ ンで PDF 文書群のフ ォルダ

を選択し、 プルダウ ン メ ニュー 「その他の条件」 で 「注釈」 を選択。

> TET PDF IFilter ： 注釈群は （体裁ス ト リ ーム も Contents エン ト リ も） 、 Filtering@
indexAnnotations="true" であれば （これはデフ ォル ト です）、 イ ンデッ ク ス されます。

し お り内のテキス ト しお り は、 直接にはページ と 結びついていませんが、 特定のペー

ジへ飛ぶア ク シ ョ ンを内容と し て持つ場合があ り ます。 しお り は、 入れ子にし て階層構造

を形成させる こ と もでき ます。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」

→ 「しお り」

> Acrobat XI/DC で一個の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「高度な検索」 で、 ボ ッ ク ス

「しお り を含める」 をチェ ッ ク

> Acrobat XI/DC で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「［高度な］ 検索」 で、 「詳細

オプシ ョ ンを表示」 を ク リ ッ ク。 「検索する場所 ： 」 プルダウ ンで PDF 文書群のフ ォ

ルダ を選択 し、 プルダ ウ ン メ ニ ュー 「その他の条件」 で 「し お り」 を選択 （Acrobat

Reader では利用でき ません）

> TET PDF IFilter ： しお り 群は、 Filtering@indexBookmarks="true" であれば （これはデ

フ ォル ト です）、 イ ンデッ ク ス されます。

フ ァ イル添付 PDF 文書はフ ァ イル添付を含むこ と も でき （文書レベルかページレベル

で）、 そのフ ァ イル添付自体が PDF 文書であ る こ と も可能です。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」

→ 「添付フ ァ イル」

> Acrobat XI/DC での検索方法 ： 「編集」 → 「高度な検索」 で、 ボ ッ ク ス 「添付フ ァ イル

を含める」 をチェ ッ ク （Acrobat Reader では利用でき ません）。 ネス ト された添付は再

帰的に検索されません。

> TET PDF IFilter ： PDF 添付群は、 Filtering@indexNestedPdf="true" であれば （これはデ

フ ォル ト です）、 再帰的にイ ンデッ ク ス されます。

PDF パ ッ ケージ ・ ポー ト フ ォ リ オ PDF パッ ケージ と PDF ポー ト フ ォ リ オは、 フ ァ イル

添付に追加のプロパテ ィ 群を与えた ものです。
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> Acrobat XI/DC での表示方法：Acrobat は、パッ ケージ／ポー ト フ ォ リ オの表紙 と中身の

PDF 文書群を、 PDF パッ ケージ専用のユーザイ ン タ フ ェース要素群を用いて表現し ま

す。

> Acrobat XI/DC で一個の PDF パッ ケージを検索する方法 ： 「編集」 → 「ポー ト フ ォ リ オ

全体を検索」

> Acrobat XI/DC で複数の PDF パッ ケージを検索する方法 ： な し

> TET PDF IFilter ： パッ ケージ／ポー ト フ ォ リ オに含まれている PDF 文書は、

Filtering@indexNestedPdf="true" であれば （これはデフ ォル ト です）、再帰的にイ ンデッ

ク ス されます。

PDF の各種規格と その他各種 PDF プロパテ ィ こ の領域は明示的にテキ ス ト を含んで

はおらず、 PDF/X ・ PDF/A ステータ ス、 タ グ付き PDF ステータ ス と いった、 PDF 文書の

さ まざまな固有プロパテ ィ を集めたコ ンテナ と し て用いられます。

> Acrobat XI/DC ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「規格」

（規格準拠 PDF でのみ現れます）

> Acrobat XI/DC での検索方法 ： な し

> TET PDF IFilter：PDF プロパテ ィ 群は、PropertySetCollection/@pdf="true" であれば （こ

れはデフ ォル ト です） 、 イ ンデッ ク ス されます。 PDF/A など規格への準拠は、 プロパ

テ ィ PDFlib.TET.pdfa などを用いて ク エ リ でき ます。

タ グ付き PDF ・ ページ装飾 TET は、レ イ アウ ト の構造 と ヒ エラルキーを、タ グ付き PDF

文書内に存在し ている構造ツ リ ーを使用する こ と な く 、 ページ構造か ら直接再構築し ま

す。 テキス ト ・ 画像の う ち、 その文書を理解するために必要ではな く 、 レ イ アウ ト 目的や

装飾のために生成されている ものについては、 タ グ付き PDF 内でページ装飾 と し てマー

ク される場合があ り ます。 ページ装飾の最も よ く あ る用途は、 ページ番号や章見出し など

のラ ンニングヘッ ダ ・ フ ッ タです。 その用法によ って、 ページ装飾 と し てマーク されてい

るページ内容を処理する こ と が望ま しいかど う かが異な り ます。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」

→ 「タグ」。 「タグ」 の メ ニューで 「検索 ...」 を ク リ ッ ク し て、 「ページ装飾」 を選択。

ページ装飾 と し てマーク されている テキ ス ト ・ 画像 ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク がハイ ラ

イ ト されます。

あ るいは、 「ツール」 → 「ア ク セシビ リ テ ィ 」 → 「TouchUp 読み上げ順序」 を開 く と い

う 方法も あ り ます。 こ のツールは、 ページ上のタ グ付き内容を灰色の長方形でハイ ラ

イ ト し ます。 ハイ ラ イ ト されていない内容がページ装飾を示し ています。

> Acrobat XI/DC で検索時にページ装飾を無視する方法 ： な し

> TET PDF IFilter でページ装飾を無視する方法：ページオプシ ョ ン ignoreartifacts を与え

ます。

レ イヤー レ イ ヤー （技術的にはオプシ ョ ナル内容 と し て知 ら れます） を利用する と、

ページ内容の表示 と 非表示を切 り 替え る こ と がで き ます。 その用法によ って、 隠し レ イ

ヤー上のページ内容を処理する こ と が望ま しいかど う かが異な り ます。

> Acrobat XI/DC での表示方法 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」

→ 「レ イヤー」 。 現在表示されている レ イヤーは、 その名前の頭に目の印があ り ます。

この印を ク リ ッ クする と、 レ イヤーの表示と非表示を切 り 替え る こ と ができ ます。

> Acrobat XI/DC での検索方法：Acrobat は全レ イヤーの内容を検索し ます。隠し レ イヤー

上で検索結果が見つかった場合、 Acrobat はそのレ イ ヤーを表示させる よ う 提案し ま

す。
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> TET PDF IFilter での検索方法：ページオプシ ョ ン layers=all/visible/invisible を用いて、内

容抽出を表示レ イ ヤーか非表示レ イ ヤーに限定する こ と が可能です。 あ るいは全レ イ

ヤーの内容を処理させる こ と も でき ますが、 これはレ イ ヤーど う しが重な り あってい

ない場合にのみ意味があ るでし ょ う 。 デフ ォル ト は visible です。
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4.3 自動言語検知

正し い言語検知の重要性 内容イ ンデ ッ ク ス作成のい く つかの側面は、 イ ンデッ ク ス さ

れた内容の言語独自の後処理によ って著し く 向上し ます。細部はそれぞれの IFilter ク ラ イ

アン ト によ って異なる ものの、 下記の側面は高度に言語依存です ：

> 単語区切 り 機能と い う 構成要素。 テキス ト 内容はこれを用いて単語群に区切られます。

> 単語語幹化機能。 イ ンデッ ク ス された単語の原形を抽出し ます。 こ の方法で検索ク エ

リ は、 イ ンデッ ク ス された文書の中でその検索語が多少変形 （屈折） された形で用い

られていた と し て も、 ヒ ッ ト を生成し ます。

> シ ソーラ スベースの検索

> ノ イ ズ語 リ ス ト 。 検索上意味を持たない と 見な される、 それゆえ イ ンデッ ク スへ入れ

込まれない、 the ・ a ・ and ・ at ・ on と いった語群を内容と し て持っています。

自動言語検知 上記のさ まざまな機能は、テキス ト がどの自然言語で書かれているかがわ

かる場合にのみ実装でき る ものです。 デフ ォル ト では、 さ まざまな IFilter ク ラ イ アン ト

は、 あ ら ゆる言語独自処理に際し てシステム ロ ケールを用います。 その結果、 日本語文書

を英語システム上でイ ンデッ ク スすれば品質二流のイ ンデッ ク ス内容が生成されるので、

検索にあてはま る文書があって も見つけそ こ な う おそれがあ り ます。自然言語を正し く 割

り 当てる こ と は、 東アジア言語の内容を持つ文書について特に重要です。

イ ンデ ッ ク ス作成処理におけ る 言語独自処理のあ ら ゆ る 側面を向上 さ せ る ために、

TET PDF IFilter は自動的に、文書内容群と型 string のプロパテ ィ 群の中のテキス ト につい

て自然言語を特定し ます。TET PDF IFilter は、 その言語を検出する ために 2 種類の技法を

運用し ています ：

> い く つかの場合においては、 用字系 （表記体系） を調べるだけで充分に言語を特定で

き ます。 た と えば日本語のひら がなは、 日本語でテキ ス ト を書 く ためにしか使われま

せん。

> 多 く の言語は、 他の言語と同じ表記体系を共有し ています。 た と えば西洋語の大半は、

ラ テン用字系で書かれます。 こ のよ う な場合には TET PDF IFilter は、 統計分析を適用

し て正しい言語を特定し ます。

自動言語検知は各テキス ト 塊を個別に分析し ますので、 1 個の文書に複数言語がどのよ う

にでも混在し てあ り えます。 各切片に対応する言語が下記のよ う に割 り 当て られます ：

> 自動用字系検知が、 テキス ト を複数の、 同一用字系から成る塊に分割し ます。

> その用字系が言語を一意に特定し ない場合には、 自動言語検知を用いてテキ ス ト が分

析されます。 この処理は、塊全体について も っ と も あ り う る言語を割 り 当てますが、そ

の塊を各言語ご と にも っ と 小さ な塊へさ らに分割する こ と はし ません。 た と えば、 英

語 ・ ド イ ツ語 ・ フ ラ ン ス語の混在し た ラ テン字テキ ス ト を持つ塊は、 その塊全体に対

し て これらの言語の う ちの 1 つを割 り 当て られます。 どれを割 り 当て られるかは言語

の分布状況によ って決ま り ます。

手動言語割り当て TET PDF IFilter における自動言語検知は、 特殊な応用のためにカ ス

タマイ ズする こ と も可能です。 このカス タマイ ズ機能は LCID （ロ ケール識別子） を利用

し ています。LCID は自然言語を指定し、 さ らに、国別または地域別の言語変種ど う し （英

国英語 と米国英語など） を区別する こ と も可能です。 表 4.1 に、 よ く 使われる LCID 値を

い く つか挙げます。 LCID の全一覧は下記にあ り ます ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/ms776294(VS.85).aspx 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms776294(VS.85).aspx
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注記 TET PDF IFilter は、 言語検知よ り後の言語独自処理は一切適用し ません。 その LCID 情報

を使うかど うかは IFilter ク ラ イアン ト に委ねられます。 い く つかの IFilter ク ラ イアン ト

（SharePoint ・ SQL Server など） は、 LCID を取り扱う 洗練された機能を持っていますが、

それ以外の IFilter ク ラ イアン ト のなかには、 LCID 情報を全 く 無視する ものもあ り ます。

LCID のための XML 構成 自動 LCID 検知を上書き または補足する ための LCID は、 XML

構成フ ァ イルの LocaleId エレ メ ン ト 内で指定する こ と ができ ます ：

<LocaleId default="1031" detection="auto" latin="1031" cyrillic="1026" chinese="4100"/>

detection 属性は値 auto ・ disabled ・ script を と り えます。 他の属性は default 以外すべて、

detection=disabled の場合には無視されます。 デフ ォル ト は auto です。 script 設定は、 用

字系分析を有効にし ますが統計分析を無効にし ます。

default 属性を使 う と、detection=disabled の場合にすべてのテキス ト について用いられ

る グ ローバルな LCID 設定を指定する こ と が可能です。 この属性がない と きにはシステム

ロ ケールが用いられます。

detection 以外の属性ではすべて、 10 進か 16 進文法の数値を指定でき ます。 16 進値は

先頭が 0x でなければな り ません。 表 4.2 に、 対応し ている用字系属性と、 そのデフ ォル

ト 値を挙げます。 これ以外のあ らゆる用字系のテキス ト に対する LCID は自動的に割 り 当

て られます。

表 4.1 よ く ある LCID 値と、 対応する第一 ・ 第二言語

LCID 第一言語 第二言語 （国）

0x0000 中立ロケール言語 中立副言語

0x0401 アラ ビア語 （ar） サウジア ラ ビア （SA）

0x0404 中国語 （zh） 繁体字 （Hant）

0x0407 ド イ ツ語 （de） ド イ ツ （DE）

0x0409 英語 （en） 米国 （US）

0x040c フ ラ ンス語 （fr） フ ラ ンス （FR）

0x0410 イ タ リ ア語 （it） イ タ リ ア （IT）

0x0411 日本語 （ja） 日本 （JP）

0x0413 オラ ンダ語 （nl） オラ ンダ （NL）

0x0419 ロシア語 （ru） ロシア （RU）

0x0804 中国語 （zh） 簡体字 （Hans）

0x0c0a スペイ ン語 （es） スペイ ン （ES）

0x0800 システムデフ ォル ト ロケール言語

0x1000 不特定カス タムロケール言語 不特定カス タム副言語
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表 4.2 Attributes for specifying script-specific locale IDs (LCIDs)

属性 デフ ォル ト 値

default 0x0800 カ レン ト システムロケール （detection=disabled の場合にすべてのテキス ト

塊に対し て用いられます）

latin 0x0409 英語 （US）

cyrillic 0x0419 ロシア語 （RU）

arabic 0x0401 アラ ビア語 （SA）

chinese 0x0804 中国語 （中華人民共和国）
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4.4 Unicode 後処理
TET PDF IFilter のための PDF テキス ト 抽出エンジンを実装し ている基盤であ る TET カー

ネルは、 Unicode 後処理のためのさ まざまな制御手段を提供し ています。 これらについて

は、TET PDF IFilter パッ ケージに含まれている TET マニュ アルで詳し く 解説し ています。

以下、 も っ と も重要な機能にしぼって見ていき ます。

さ ま ざ ま な Unicode 後処理機能は、 TET 文書オプシ ョ ン群に よ っ て制御 さ れます。

TET PDF IFilter では、これらのオプシ ョ ンは XML 構成フ ァ イルの DocOptions エレ メ ン ト

内で提供する こ と が可能です。 例 ：

<Tet>
<DocOptions>decompose={canonical=_all}</DocOptions>
<PageOptions/>
<TetOptions/>

</Tet>

Unicode 字形統合 字形統合は、1 個ないし複数の Unicode キ ャ ラ ク タ を処理し て、各キ ャ

ラ ク タに対し て特定の操作を適用し ます。 以下の操作が利用可能です ：

> キ ャ ラ ク タ を温存。

> キ ャ ラ ク タ を除去。

> 別の （固定の） キ ャ ラ ク タへ置き換え。

字形統合は連鎖し ません ： いずれかの字形統合の出力が、 別に存在する字形統合によ って

さ らに処理される こ と はあ り ません。 字形統合は、 Unicode テキス ト 出力のみに影響を与

え、 TET_char_info 構造の中で、 あ るいは TETML 内の <Glyph> エレ メ ン ト の中でレポー ト

される グ リ フの集合には影響し ません。 た と えば、 字形統合が特定の Unicode キ ャ ラ ク タ

群を除去し た と し て も、その元のキ ャ ラ ク タ群を生成し た照応する グ リ フ群はなおレポー

ト されます。

下記のオプシ ョ ン リ ス ト は複数の字形統合を指定し ています ：

<Tet>
<DocOptions>fold={ {[:blank:] U+0020 } {_dehyphenation remove} }</DocOptions>

</Tet>

字形統合の さ ま ざ まな例が TET マニ ュ アルにあ り ます。 TET マニ ュ アルは、 TET PDF

IFilter によ って適用されるデフ ォル ト 字形統合も説明し ています。

Unicode 分解 分解は、 1 個のキ ャ ラ ク タ を、 等価な他の 1 個ないし複数のキ ャ ラ ク タへ

置き換えます。1 あ る Unicode キ ャ ラ ク タが他のキ ャ ラ ク タ またはキ ャ ラ ク タ列に対し て

（互換または正準） 等価であ る と呼ばれるのは、 それらが実際には同じ意味を持ちながら、

歴史的理由 （たいていはレガシエン コーデ ィ ング と の ラ ウ ン ド ト リ ッ ピ ングが らみ） に

よ って Unicode 内で別々に符号化されている場合です。 分解は情報を破壊し ます。 これが

有用 と な るのは、 元のキ ャ ラ ク タ と その等価キ ャ ラ ク タ と の違いを気にし ない場合です。

しかし その違いを気にする場合であれば、 当該の分解を適用するべきではあ り ません。

注記 多 く の分解は実際には 1 個のキャ ラ ク タ を複数部分へ分割せず、 1 個のキャ ラ ク タ を別の

1 個のキャ ラ ク タへ変換するのですが、 用語 「分解」 はこ こでは Unicode 標準における定

義に従って用います。

1. Unicode 分解に関す る 完全 な 説明は、 www.unicode.org/versions/Unicode8.0.0/ch02.pdf （2.12 節） と

www.unicode.org/versions/Unicode8.0.0/ch03.pdf （3.7 節） を参照し て く だ さい。

http://www.unicode.org/versions/Unicode8.0.0/ch02.pdf
http://www.unicode.org/versions/Unicode8.0.0/ch03.pdf
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正準分解 互いに正準等価であ る キ ャ ラ ク タ またはキ ャ ラ ク タ列は、同一の抽象キ ャ ラ ク

タ を表現し てお り 、 し たがって必ず同一の体裁と動作を持つべき ものです。 よ く あ る例 と

し ては、 合成済みキ ャ ラ ク タ （例 ： ） と 連結キ ャ ラ ク タ列 （例 ： ） が挙げ

られます ： 2 つの表現は互いに正準等価です。 1 つの表現から別の表現へ替えて も情報は

失われません。正準分解は、1 つの表現を、正準表現 と見な される別の表現へ置き換えます。

Unicode コード チャー ト （ www.unicode.org/charts/ 参照） では、 正準マ ッ ピングには

記号 IDENTICAL TO  が付け られています （キ ャ ラ ク タ テーブルにはな し）。 分解名

<canonical> と暗黙的に見な されます。

下記の文書オプシ ョ ンは、 すべての正準等価キ ャ ラ ク タ をおのおの対応キ ャ ラ ク タへ

マ ッ プし ます ：

<Tet>
<DocOptions>decompose={canonical=_all}</DocOptions>

</Tet>

互換分解 互換等価なキ ャ ラ ク タ ど う しは、同一の抽象キ ャ ラ ク タ を表し ますが、 その体

裁や動作は互いに異なっている可能性があ り ます。 例と し ては、 ア ラ ビア文字キ ャ ラ ク タ

の単独形 （  等） と位置依存表示形 （ ・ ・  等） が挙げられます。 互換等

価キ ャ ラ ク タは組版上互いに異なる ものです。 こ の組版情報を除去する と、 情報が失われ

る可能性があ り ますが、 あ る種の応用の場合 （検索等） には処理を単純化でき る で し ょ

う 。 互換分解は組版情報を除去し ます。

Unicode コード チャー ト では、 互換マ ッ ピングには記号 ALMOST EQUAL TO  が

付いてお り 、 その後に、 分解名 （「タ グ」 と もいいます） が <noBreak> のよ う に山括弧に

く く って書かれています。 タ グ名が書かれていないものについては、 <compat> と見な さ

れます。 このタ グ名は、 decompose オプシ ョ ン リ ス ト の中のオプシ ョ ン名 と し て用いられ

ています。 い く つかの例に見られる よ う に、 分解の結果、 1 個のキ ャ ラ ク タが複数キ ャ ラ

ク タ列へ変換される こ と も あ り ます。

表 4.3 正準分解 ： decompose オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン （正準等価なキャ ラ ク タには、 Unicode コー ド

チャー ト で記号 IDENTICAL TO  が付けられています）

分解名 説明 分解前 分解後

canonical1

1. デフ ォル ト ではこの分解は、 特定のキャ ラ ク タ群を温存するために、 すべてのキャ ラ ク タに対し ては適用されませ
ん。 詳し く は TET マニュ アルを参照し て く だ さい。

正準分解

U+00C4 U+0041 U+0308

U+00C4U+2261

U+00C4U+2261

U+00C0

U+F9F4

U+2126

U+3070

U+FB2F

U+0041 U+0300

U+6797

U+03A9

U+2126U+306F U+2126U+306FU+3099

U+05D0 U+05B8

U+0633 U+FEB2 U+FEB4 U+FEB3

U+00C4U+2248

http://www.unicode.org/charts/
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注記 PDF 文書がすでにグリ フ を、分解されていない Unicode 値ではな く 分解済みのシーケンス

へマ ッ プ し ている場合があ り ます。 この場合には decompose オプシ ョ ンはその出力に影響

を与えません。

分解のさ まざまな例が TET マニュ アルにあ り ます。 オプシ ョ ン リ ス ト 内の分解名 （font ・

circle ・ initial ・ vertical など） とデフ ォル ト 分解の一覧も TET マニュ アルに挙げています。

Unicode 正規化 Unicode 規格では、 正準等価と互換等価の概念に基づき、 4 種類の正規

形を定義し ています。1 すべての正規形は、結合記号を特定の順序に置き、 分解と合成を異

なる方式で適用し ます ：

> 正規形 C （NFC） は、 正準分解の後に正準合成を適用し ます。 た と えば、 合成形 C は Ä

を 1 個のキ ャ ラ ク タ と し て格納し ます。 NFC は、 Windows ・ Web 上 ・ 多 く のデー

タベースにおいて Unicode テキス ト に対し て望ま しい形式です。

> 正規形 D （NFD） は、正準分解を適用し ます。た と えば、分解形 D は Ä を と し

て、すなわちベースのキ ャ ラ ク タ と、結合するダ イ ア ク リ テ ィ カルキ ャ ラ ク タ と のシー

ケン ス と し て格納し ます。

> 正規形 KC （NFKC） は、 互換分解の後に正準合成を適用し ます。 言い換えれば、 い く

つかのキ ャ ラ ク タが、 互換な基本形へマ ッ プ されます。 た と えば合字 はシーケン

ス へマ ッ プされます。

> 正規形 KD （NFKD） は、 互換分解を適用し ます。 これは正規形 KC と似ていますが、 正

準合成を適用し ません。

正規形の選択は、 用途の要件に依存し ます。

正規形は、 Unicode 規格付録 #15 「Unicode Normalization Forms」 で定義されています

（www.unicode.org/versions/Unicode5.2.0/ch03.pdf#G21796 ・ www.unicode.org/reports/tr15/
を参照）。

TET PDF IFilter は 4 種類の Unicode 正規形すべてに対応し ています。Unicode 正規化は

normalize 文書オプシ ョ ンで制御でき ます。 例 ：

<Tet>
<DocOptions>normalize=nfc</DocOptions>

</Tet>

TET PDF IFilter はデ フ ォ ル ト では正規化 を 適用 し ま せん。 decompose オプ シ ョ ン と

normalize オプシ ョ ンはかち合 う おそれがあ る こ と から、 normalize オプシ ョ ンを none 以

外の値に設定する とデフ ォル ト 分解は無効化されます。

1. こ れ ら の正規形は、 Unicode Standard Annex #15 「Unicode Normalization Forms」 で 使用化 さ れ て い ま す （

www.unicode.org/versions/Unicode8.0.0/ch03.pdf#G21796 と  www.unicode.org/reports/tr15/ を参照）

U+00C4

U+0041 U+0308

U+FB01

U+0066 U+0069
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4.5 カ ス タムグ リ フ マ ッ ピ ングテーブル
TET PDF IFilter にはさ まざまな回避策が実装されてはいる ものの、あ る種のい く つかのま

れな場合においては、PDF 文書が Unicode マ ッ ピングのための決定的な情報を持っていな

ければ、 その文書から テキス ト を正し く 抽出する こ と が不可能な こ と も あ り ます。

TET PDF IFilter は、 PDFlib TET 製品のマニュ アルで解説されている さ まざまなテーブ

ル形式に対応し ています。 無償の PDFlib FontReporter や、 Adobe Acrobat 用 PDFlib TET

Plugin を使って、そのよ う なマ ッ ピングテーブルを試用する こ と も可能です。Unicode マ ッ

ピングテーブルは、構成フ ァ イル内で正しい文書オプシ ョ ン群を用いて構成する必要があ

り 、TET PDF IFilter イ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ の resource デ ィ レ ク ト リ 内に置 く こ

と ができ ます。

TET オプシ ョ ン群のための XML 構成 TET コ アの操作を制御するためのオプシ ョ ン リ ス

ト 群 （） は、 TET 製品のマニュ アルに解説されているオプシ ョ ン リ ス ト 文法に従って構築

する必要があ り 、TET PDF IFilter に対し て、XML 構成フ ァ イルの Tet エレ メ ン ト の子エレ

メ ン ト であ る DocOptions ・ PageOptions ・ TetOptions エレ メ ン ト の中で与え る こ と ができ

ます ：

<Tet>
<DocOptions>glyphmapping {{fontname=T* glyphlist={tex}}}</DocOptions>
<PageOptions/>
<TetOptions>searchpath={C:/glyphlists}</TetOptions>

</Tet>
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5 XML 構成フ ァ イル

5.1 構成フ ァ イルの作業
TET PDF IFilter の動作は XML 構成フ ァ イルで制御でき ます。 サンプル構成フ ァ イル群が

TET PDF IFilter と と もにイ ン ス ト ールされています。い く つかの定義済み構成フ ァ イルが

TET PDF IFilter と と もにイ ン ス ト ールされています ：

> フ ァ イル default_config.xml ： TET PDF IFilter の内部的なデフ ォル ト 設定群を記述し て

います。 カ ス タマイ ズ し た構成フ ァ イルのための出発点 と し て利用でき るでし ょ う 。

> フ ァ イル starter_samples.xml ： 32 ページの 2.6 「カ ス タ ムプロパテ ィ を用いた例」 で説

明し たプロパテ ィ サンプル群 と と もに使用でき るプロパテ ィ 定義群を内容 と し て持っ

ています。

> さ らに、 Windows Search ・ SharePoint ・ SQL Server のいずれか と と もに使用する ための

XML 構成フ ァ イル群も あ り ます。 イ ン ス ト ール過程の中で、 ユーザーの要請によ り 、

これらの構成フ ァ イルの う ちの 1 つを登録でき ます。

XML 構成フ ァ イルの場所を指定 構成フ ァ イルは、 その構成フ ァ イルのフルパス名を持

つ文字列値を内容とする下記のレジス ト リ キー内で指定する必要があ り ます ：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PDFlib\TET PDF IFilter5\configfile

注記 カス タ マイズし た XML 構成フ ァ イルは、 TET PDF IFilter のイ ンス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク

ト リの外に置 く こ と を推奨し ます。 こ う すれば、 TET PDF IFilter. のア ッ プデー ト 版を イ ン

ス ト ールし た後などにイ ンス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リが変わっ て も構成は生き残り ま

す。

このレジス ト リ 項目が存在し ない場合や、 空文字列を内容と し ている場合には、 デフ ォル

ト 構成が用いられます。レジス ト リ 項目で指定されている構成フ ァ イルを開 く こ と ができ

ない場合、 または構成フ ァ イルの XML 解析が失敗し た場合には、 イベン ト ロ グにエラー

メ ッ セージが書き込まれ、 イ ンデッ ク ス作成は一切実行されません。

1 台のマシン上の TET PDF IFilter に対し ては、 ただ 1 つの構成フ ァ イルだけが使えま

す。 ただし、 32 ビ ッ ト 版と 64 ビ ッ ト 版は別々の構成フ ァ イルを同一マシン上に持つこ と

も可能です。 なぜな ら、 レジス ト リ 項目はそれぞれ 32 ビ ッ ト レジス ト リ か 64 ビ ッ ト レジ

ス ト リ の中で検索されるからです。

構成フ ァ イルを変更し た と きは、 その変更を有効にするには、 イ ンデッ ク ス を再構築

する必要があ り ます。

XML 名前空間と スキーマ記述 表 5.1 に、XML 構成フ ァ イルで利用可能なエレ メ ン ト と

属性を挙げます。 XML 構成言語のための XSD スキーマ記述は、 TET PDF IFilter と と もに

イ ン ス ト ールされてお り 、 また、 ス キーマフ ァ イル内で与え られている URI にも あ り ま

す。 このスキーマフ ァ イルを適切な XML エデ ィ タ と と もに使えば、 生成し た XML 構成

フ ァ イルが TET PDF IFilter が期待する文法を必ず遵守し ている よ う にする こ と ができ ま

す。

XML エレ メ ン ト ・ 属性のためのカ ス タムデー タ型 値の説明が提供されている所を除い

て、 すべてのエレ メ ン ト は空です。 下記のカス タ ムデータ型が XML 構成フ ァ イル内で用

いられます ：
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> LCID ： 16 進か 10 進のロ ケール識別子。 下記参照 ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/ms776294(VS.85).aspx 

値 0x0800 は、 カレン ト システムデフ ォル ト ロ ケールへ翻訳されます。

> GUID （グ ローバル一意識別子） ： UUID （汎用一意識別子） と もいいます。 RFC 4122 に

従った、 一意な 128 ビ ッ ト の識別子の、 大文字小文字を区別し ない 16 進表記。 その各

部はダーシキ ャ ラ ク タ 「-」 で区切られる必要があ り ます。 GUID を作成する ツールは

さ まざまな ものが利用可能です。 た と えば下記のオン ラ イ ンサービ スなどです ：

www.uuidgenerator.net/ 

GUID のサンプルは次のよ う にな り ます ： 7a737220-0cd0-11dd-bd75-0002a5d5c51b。

> pCOSパス：PDFオブジェ ク ト を記述する拡張pCOSパス。pCOS リ フ ァ レ ン ス と、22ペー

ジの 「拡張 pCOS パス」 の項で説明し ている pCOS 拡張を参照し て く ださい。

> オプシ ョ ン リ ス ト ： PDFlib TET リ フ ァ レンスマニュアルで仕様定義されている文法に

従ったオプシ ョ ン リ ス ト を内容 とする文字列。

> 言語識別子：RFC 1766 に従った XMP 言語修飾子、またはその文書内のデフ ォル ト 言語

を識別する x-default。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms776294(VS.85).aspx
https://www.uuidgenerator.net/
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5.2 XML エレ メ ン ト ・ 属性一覧
表 5.1 に、 XML 構成フ ァ イルのエレ メ ン ト と属性の詳細を示し ます。 XML 構成フ ァ イル

によ って制御される効果に関する も っ と詳しい情報は、このマニュ アルのそれぞれの箇所

にあ り ます。 個別の IFilter ク ラ イ アン ト の場合の要請 ・ 推奨設定は、 21 ページの 2 章 「 メ

タデータプロパテ ィ を イ ンデッ ク ス」 内の ク ラ イ アン ト ご と の節に挙げてあ り ます。

図 5.1. 
XML 構成のエレ メ ン ト 階層構造。 オプシ ョ ナルなエレ メ ン ト は

破線枠で囲っています。 実線枠内のエレ メ ン ト は必須です
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表 5.1 構成フ ァ イル内の XML エレ メ ン ト ・ 属性一覧

エレ メ ン ト そのエレ メ ン ト と その属性群の説明

DocOptions
親 ： Tet

（0 回または 1 回出現可能） その値は、 TET カーネル内の TET_open_document( ) に対するオ

プシ ョ ン リ ス ト を内容と し ます。
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Filtering
親 ：

TetPdfIFilterConfig

（0 回または 1 回出現可能） PDF フ ィ ルタ リ ング処理の詳細を指定し ます。 可能な属性 ：
errorIndicator

（文字列。 オプシ ョ ナル） TET 関数呼び出しが失敗し た場合に IFilter ク ラ イアン

ト へ与えられる文字列。 問題に関する詳細を Windows イベン ト ログ内で見いだ

せる可能性があ り ます （81 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ログ」 を参

照）。 このエラー標識は、 イ ンデ ッ クス作成の問題を識別するために有用で し ょ

う。 これは、 文書から取得された何らかの （部分的な） テキス ト に加えて出力

されます。 このエラー標識が実際のイ ンデ ッ クス項目に混じ って し まわないよ

う にするために、 一意な文字列を句読点な し で与える こ と を推奨し ます。 例 ：

TETPDFIFILTERERROR。 デフ ォル ト ： エ ラー標識な し

indexAnnotations
（論理型。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 5.1） 注釈群 （体裁ス ト リームも

Contents エン ト リ も） がイ ンデッ クス されるかど うかを示し ます。 デフ ォル

ト ： true
indexBookmarks

（論理型。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 5.1） しおり群がイ ンデッ クス されるか

ど うかを示し ます。 デフ ォル ト ： true
indexExtendedFormFields

（論理型。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 5.1） フ ォームフ ィ ールドの以下の部分

がイ ンデ ッ クス されるかど うかを示し ます ： フ ィ ールド名、 デフ ォル ト 値、

ツールチ ッ プ、 メ ニューフ ィ ールドの項目リ ス ト 。 デフ ォル ト ： false
indexFormFields

（論理型。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 5.1） フ ォームフ ィ ールド値群 （すなわ

ち フ ォームフ ィ ールド群の内容） がイ ンデ ッ クス されるかど うかを示し ます。

デフ ォル ト ： true
indexNestedPdf

（論理型。 オプシ ョ ナル） PDF ポー ト フ ォ リ オと添付が再帰的に処理されるかど

うかを示し ます （53 ページの 4.2 「PDF 文書のさ まざまな領域」 を参照）。 デ

フ ォル ト ： true
indexPageContents

（論理型。 オプシ ョ ナル） PDF ページ群の内容がイ ンデ ッ クス されるかど うかを

示し ます。 ページ内容イ ンデ ッ クス作成を無効にする こ とは、 検索がメ タデー

タ プロパテ ィ 群によ ってのみ推進されるシナ リ オにおいて有用で し ょ う。 デ

フ ォル ト ： true
metadataHandling

（選択肢。 オプシ ョ ナル） メ タデータ処理の種類を選択 （37 ページの 2.7 「プロ

パテ ィ をテキス ト と し てイ ンデッ クス」 を参照）。 デフ ォル ト ： property
ignore すべてのメ タデータ プロパテ ィ を落と し ます。 これは、 デバッ グや、

メ タデータが必要でない状況においてパフ ォーマンス最適化のために

有用で し ょ う。
property メ タデータ をプロパテ ィ と し て処理。

propertyAndPrefixedText
メ タデータ をプロパテ ィ と し て処理する こ とに加え、 カス タムプロパ
テ ィ に対し ては textIndexPrefix （あれば） で指定されている接頭辞

を、 定義済みプロパテ ィ に対し ては 37 ページの表 2.2 に従った接頭

辞を頭に付加し、 結果をプレーンテキス ト と し て処理。
propertyAndText

メ タデータ をプロパテ ィ と し て処理する こ とに加え、 メ タデータ をプ

レーンテキス ト と し て処理。
useIdentifier

（論理型。 オプシ ョ ナル） Property エレ メ ン ト に identifier 属性と friendly-
Name 属性が両方ある場合に、 プロパテ ィ を識別するために identifier 属性が用

いられるかど うかを指定。 デフ ォル ト ： true

表 5.1 構成フ ァ イル内の XML エレ メ ン ト ・ 属性一覧

エレ メ ン ト そのエレ メ ン ト と その属性群の説明
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LocaleId
親 ： Filtering

（0 回または 1 回出現可能） ロケール ID 検知を構成 （59 ページの 4.3 「自動言語検知」 を参

照）。 可能な属性 ：

arabic （LCID。 オプシ ョ ナル） アラ ビア文字テキス ト に対する LCID。 デフ ォル ト ：

0x0401 アラ ビア語 （SA）

chinese （LCID。 オプシ ョ ナル） 中国文字テキス ト に対する LCID。 デフ ォル ト ： 0x0804 

中国語 （中華人民共和国）

cyrillic （LCID。 オプシ ョ ナル） キリル文字テキス ト に対する LCID。 デフ ォル ト ： 0x0419 

ロシア語 （RU）

default （LCID。 オプシ ョ ナル） detection が無効の場合にすべてのテキス ト 塊に対し て

用いられるグローバル LCID。 デフ ォル ト ： 0x0800 （システムロケール）

detection （選択肢。 オプシ ョ ナル） 自動 LCID 検知を制御。 デフ ォル ト ： auto
auto 用字系と統計的言語分析に基づいて LCID を決定。

disabled LCID 検知を無効にする。 他のすべての属性は、 default と use-
CatalogLang 以外、 無視されます。

script （TET PDF IFilter 4.0） 用字系に基づいて LCID を決定。

latin （LCID。 オプシ ョ ナル） ラ テン字テキス ト に対する LCID。 デフ ォル ト ： 0x0409 

英語 （US）
useCatalogLang

（論理型。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 4.0） 文書のカ タ ログの中の Lang 項目

が評価されるかど うかを指定。 true の場合、 TET PDF IFilter は PDF 文書カ タ ロ

グ内の Lang 項目をチ ェ ッ ク し ます。 存在する場合には、 その Lang 項目は LCID

へ変換されます。 その変換がう ま く いった場合には、 この LCID は LocaleId/
@default 属性の値を上書き し ます。 この LCID がア ラ ビア ・ 中国 ・ キリル ・ ラ テ

ン用字系のう ちのいずれか 1 つに属する場合には、 それは LocaleId エレ メ ン ト

の対応する属性の値を上書き し ます。 デフ ォル ト ： true

Metadata
親 ：

TetPdfIFilterConfig

（0 回または 1 回出現可能） メ アデータ プロパテ ィ 群を指定 （28 ページの 2.5 「カス タムプ

ロパテ ィ 」 を参照）。 存在する場合には、 このエレ メ ン ト は Filtering と Tet の後に出現す

る必要があ り ます。

PageOptions
親 ： Tet

（0 回または 1 回出現可能） TET 関数 TET_open_page( ) に対するオプシ ョ ン リ ス ト 。

PrefixDeclaration
親 ：

PrefixDeclarations

（0 回または 1 回出現可能） Source/@xmpName 内で使える名前空間接頭辞を宣言。 可能な属

性 ：

prefix （コ ロン 「:」 キャ ラ ク タ を含まない文字列。 必須） 名前空間 URI の短縮形と し て

用いられる接頭辞。

uri （URI。 必須） 名前空間 URI

PrefixDeclarations
親 ： Metadata

（0 回または 1 回出現可能） Source エレ メ ン ト の xmpName 属性群の中の XMP プロパテ ィ 群

に対する名前空間接頭辞群を宣言

表 5.1 構成フ ァ イル内の XML エレ メ ン ト ・ 属性一覧

エレ メ ン ト そのエレ メ ン ト と その属性群の説明
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Property
親 ： PropertySet

（0 回または 1 回出現可能） イ ンデ ッ クス作成のためのメ タデータ プロパテ ィ を指定 （28

ページの 2.5 「カス タムプロパテ ィ 」 を参照）。

identifier と friendlyName のう ち少な く と も 1 つが存在する必要があ り ます。 両方が与

えられている場合には、 Filtering/@useIdentifier=false でないかぎ りは、 identifier が

IFilter イ ン タ フ ェ ース内で用いられます。

可能な属性 ：

identifier （整数≧ 2。 オプシ ョ ナル） PropertySet 内でプロパテ ィ を一意に識別する数値。

emitAsVector
（論理型。 オプシ ョ ナル） true の場合、 プロパテ ィ 値は、 値の数にかかわらず、

1 個のベク ト ル実体と し て出力されます。

false の場合、 プロパテ ィ は単値と し て出力されます。 複数のソース項目が見つ

かった と きは、 複数の単値が出力されます。 デフ ォル ト ： false
friendlyName

（文字列。 オプシ ョ ナル） PropertySet 内のプロパテ ィ を一意に識別する名前。

これはプロパテ ィ を文書化するために、 あるいは identifier のかわり と し て使

う こ とができます。 TET PDF IFilter ではプロパテ ィ 名の長さに制限はあ り ません

が、 Windows では最長 64 キャ ラ ク タ と なっています。
precedence

（選択肢。 オプシ ョ ナル） 複数の Source エレ メ ン ト に対する優先権を指定 （デ

フ ォル ト ： first-wins） ：

first-wins 最初の空でないソースが用いられます。

try-all すべての空でないソースがそのプロパテ ィ に寄与し ます。

suppressValue
（文字列。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 5.1） 指定されたソース

（precedence="first-wins" の場合には 1 個のソース、 あるいは

precedence="try-all" の場合にはすべての空でないソース） が、 この属性で与

えられた値を もたらす場合に、 その値を存在し ないと見なす。 type="DateTime"
のプロパテ ィ に対し ては、 この値は PDF 文書で与える必要があ り ます。 例 ：
suppressValue="D:20170116130311+01'00'"

textIndexPrefix
（文字列。 オプシ ョ ナル） Filtering/@metadataHandling が

propertyAndPrefixedText である場合にプロパテ ィ 値の頭に付加される文字列。

デフ ォル ト ： 空

type （選択肢。 オプシ ョ ナル） そのメ タデータ プロパテ ィ の Windows データ型。 可能

な選択肢は Boolean ・ DateTime ・ Double ・ Int32 ・ String です。 デフ ォル ト ：

String

PropertySet
親 ： Metadata

（0 回または任意回数出現可能） 同一 GUID を持つプロパテ ィ 群のカス タムのセ ッ ト のフ ィ

ルタ リ ングを指定 （28 ページの 2.5 「カス タムプロパテ ィ 」 を参照）。

存在する場合には、 このエレ メ ン ト は PropertySetCollection と PrefixDeclarations の後

に出現する必要があ り ます。

可能な属性 ：

guid （GUID。 必須） そのプロパテ ィ セ ッ ト に対する一意な 128 ビ ッ ト 識別子を 16 進

表記で （67 ページの 「XML エレ メ ン ト ・ 属性のためのカス タムデータ型」 参

照）。

表 5.1 構成フ ァ イル内の XML エレ メ ン ト ・ 属性一覧

エレ メ ン ト そのエレ メ ン ト と その属性群の説明



PropertySet-
Collection
親 ： Metadata

（0 回または 1 回出現可能） 定義済みプロパテ ィ セ ッ ト コ レ クシ ョ ンのフ ィ ルタ リ ングを指

定 （25 ページの 2.3 「定義済みプロパテ ィ 」 を参照）。 プロパテ ィ のリ ス ト は付章 A 「定義

済みメ タデータ プロパテ ィ 」 にあ り ます。 可能な属性 ：
documentXmp

（論理型。 必須） 文書 XMP プロパテ ィ 群を出力。 デフ ォル ト ： false
imageXmp（論理型。 必須） 画像 XMP プロパテ ィ 群を出力。 デフ ォル ト ： false

internal （論理型。 必須） TET PDF IFilter の内部プロパテ ィ 群を出力。 デフ ォル ト ： true
pdf （論理型。 必須） PDF 独自プロパテ ィ 群を出力。 デフ ォル ト ： true

shell （論理型。 必須） シ ェルプロパテ ィ 群を出力。 デフ ォル ト ： true

Source
親 ： Property

（0 回または 1 回出現可能） メ タデータ プロパテ ィ に対する 1 個ないし複数のソースを指

定。

Property/@precedence が値 first-wins を持っている場合には、 エレ メ ン ト 群の順番は意

味を持ちます。 属性 pdfObject ・ xmpName のう ちの少な く と も 1 つが与えられる必要があ り

ます。

可能な属性 ：

pdfObject （pCOS パス。 オプシ ョ ナル） そのプロパテ ィ を内容とする、 論理値 ・ 数値 ・ 名

前 ・ 文字列のいずれかの型の 1 個ないし複数の PDF オブジ ェ ク ト への拡張

pCOS パス。 デフ ォル ト ： /Root/Metadata （すなわち文書レベル XMP）

suppressValue
（文字列。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 5.1） 指定されたソースが、 この属性で

与えられた値を もたらす場合に、 その値を存在し ないと見なす。

xmpName （スキーマの接頭辞 ・ コ ロン 「:」 ・ プロパテ ィ 名から成る文字列。 オプシ ョ ナル）

完全修飾された XMP プロパテ ィ 名。 接頭辞は、 それが PrefixDeclaration エレ

メ ン ト 内で宣言されていれば、 名前空間 URI のかわり に使えます。 この属性は、

pdfobject が存在し ない場合、 または 1 個ないし複数の XMP ス ト リームを指し

示し ている場合にのみ用いられます。 デフ ォル ト ： 空

Tet
親 ：

TetPdfIFilterConfig

（0 回または 1 回出現可能） TET カーネルに対する処理オプシ ョ ン群を指定。 オプシ ョ ン リ

ス ト 文法と可能なオプシ ョ ンの説明は TET マニュアルを参照し て く だ さい。 い く つかのオ

プシ ョ ンは TET PDF IFilter によ って上書き されます。

TetOptions
親 ： Tet

（0 回または 1 回出現可能） TET 関数 TET_set_option( ) に対するオプシ ョ ン リ ス ト 。

TetPdfIFilterConfig
親 ： （な し）

（ルー ト エレ メ ン ト と し てち ょ う ど 1 回出現する必要があ り ます） XML 構成フ ァ イルのルー

ト エレ メ ン ト 。 可能な属性 ：

version （文字列。 オプシ ョ ナル。 TET PDF IFilter 4.0） この構成が想定し て書かれている

TET PDF IFilter のバージ ョ ンを指定。 新しい構成は、 適切なバージ ョ ン番号

（TET PDF IFilter 5.1 なら 5.1） を持つこの属性を含む必要があ り ます。

XmpLang
親 ：

XmpLangSelector

（XmpLangSelector/@languages=subset の場合にち ょ う ど 1 回出現する必要があ り ます）

XMP プロパテ ィ の言語を指定。 可能な属性 ：

lang （言語識別子。 必須） 言語の名前。 現在、 x-default が唯一可能な値です。

XmpLangSelector
親 ： Xmp

（0 回または 1 回出現可能） イ ンデッ クス作成のための XMP プロパテ ィ の言語変種を選択。

これは型 Lang Alt の XMP ソースを持つプロパテ ィ に対し てのみ意味を持ちます。 可能な

属性 ：

languages （選択肢） そのプロパテ ィ の言語独自イ ンデ ッ クス作成を指定 （デフ ォル ト ：

all） ：

all そのプロパテ ィ のすべての利用可能な言語項億がイ ンデ ッ クス されま

す。
subset XmpLang エレ メ ン ト で指定されている言語群だけがイ ンデ ッ クス され

ます。

表 5.1 構成フ ァ イル内の XML エレ メ ン ト ・ 属性一覧

エレ メ ン ト そのエレ メ ン ト と その属性群の説明
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5.3 サンプル構成フ ァ イル
以下に、 TET PDF IFilter のための完全な XML 構成フ ァ イルを示し ます ：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<n:TetPdfIFilterConfig

xmlns:n="http://www.pdflib.com/XML/TET_PDF_IFilter3/TET_PDF_IFilter_Config-3.0.xsd" 
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:schemaLocation="http://www.pdflib.com/XML/TET_PDF_IFilter3/TET_PDF_IFilter_

Config-3.0.xsd http://www.pdflib.com/XML/TET_PDF_IFilter3/TET_PDF_IFilter_Config-3.0.xsd"
version="5.2">

<n:Tet>
<n:TetOptions></n:TetOptions>
<n:DocOptions></n:DocOptions>
<n:PageOptions></n:PageOptions>

</n:Tet>

<n:Filtering
indexAnnotations="true"
indexBookmarks="true"
indexExtendedFormFields="false"
indexFormFields="true"
indexNestedPdf="true"

metadataHandling="property"
useIdentifier="true">

<n:LocaleId
detection="auto"
useCatalogLang="true"
default="0x0800"
arabic="0x0401"
chinese="0x0804"
cyrillic="0x0419"
latin="0x0409"/>

</n:Filtering>

<n:Metadata>
<n:PropertySetCollection

documentXmp="false"
imageXmp="false"
internal="true"
pdf="true"
shell="true"/>

<n:PropertySet guid="E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B03">
<n:Property identifier="20">

<n:Source pdfObject="/Info/Producer"/>
</n:Property>

</n:PropertySet>
</n:Metadata>

</n:TetPdfIFilterConfig>
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6 ト ラ ブルシューテ ィ ング

6.1 TET PDF IFilter が全 く 動かない
TET PDF IFilter が全 く 動作し ていないよ う に見え る と きは、下記の項目をチェ ッ ク し て く

ださい。

TET PDF IFilter が正し く 登録されているか？ コマン ド ラ イ ンツール FiltReg.exe を使っ

て、 TET PDF IFilter の正しい登録をチェ ッ クする こ と ができ ます。 こ のプロ グ ラ ムは、 さ

まざまな IFilter に関連づいているすべてのフ ァ イル拡張子を リ ス ト し ます。 具体的には、

関連づけ られた IFilter DLL のフ ァ イル拡張子 と 名前を印字し ます。 こ のプロ グ ラ ムは、

Microsoft Visual Studio と と もにイ ン ス ト ールされます。詳し く は下記を参照し て く ださい：

msdn.microsoft.com/en-us/library/ms692537(VS.85).aspx 

注記 64 ビ ッ ト エデ ィ シ ョ ンの TET PDF IFilter をテス ト するには、64 ビ ッ ト 版の FiltReg.exe が

必要です。 64 ビ ッ ト 版を得るには、 Windows SDK を 64 ビ ッ ト 機にイ ンス ト ールする必要

があ り ます。 そ う でない場合には 64 ビ ッ ト ツール群はイ ンス ト ールされません。

TET PDF IFilter が正し く 登録されている場合、FiltReg.exe の出力は下記のよ う な行を含ん

でいます ：

Filters loaded by extension:
...
.pdf --> PDFlib TET PDF IFilter 64-bit (C:\Program Files\PDFlib\TET PDF IFilter 5.2 64-
bit\bin\TETPDFIFilter.dll)

TET PDF IFilter が正し く 登録されていない場合には、これを手動で登録する必要があ り ま

す （6 ページの 「手動イ ン ス ト ール」 を参照）。

Windows Search を イ ン ス ト ールし てあ る場合には、 正しい IFilter 登録を右記のよ う に

テス ト でき ます ： 「ス ター ト 」 → 「コ ン ト ロールパネル」 → 「イ ンデッ クスのオプシ ョ ン」

→ 「詳細設定」 → 「フ ァ イルの種類」 を ク リ ッ ク。 する と、 フ ァ イルタ イプ と、 関連付い

たフ ィ ルタの長い リ ス ト が生成されます。 こ の リ ス ト の中で、 「拡張子」 列の中の 「pdf」
へス ク ロールし ます。「フ ィ ルターの説明」 列の中の対応する項目に 「PDFlib TET PDF IFilter
32-bit」 （64 ビ ッ ト 版な ら 64-bit） と書いてあ るはずです。

TET PDF IFilter と Adobe Acrobat TET PDF IFilter の後に Adobe Reader か Adobe Acrobat

を イ ン ス ト ールする と （あ るいは Acrobat の自動修復モード を走らせる と）、それらは TET

PDF IFilter のレジス ト リ 項目群を上書き し ます。 こ の状況を直すには、TET PDF IFilter を

修復モード で走らせるか、 6 ページの 「手動イ ン ス ト ール」 の項に従って TET PDF IFilter

DLL を手動で登録し ます。

ラ イセンスキーは利用可能か？ TET PDF IFilter は、 Windows 8/10 では商用ラ イセン ス

キーな しで使えますが、 Windows Server ではラ イセン スキーが必要です。 サーバシステム

を使用し ていて PDF イ ンデッ ク ス作成が動作し ていないよ う に見える場合は、 TET PDF

IFilter のラ イセン スキーを見つけ られないでいる可能性があ り ます。 この場合には、 TET

PDF IFilter は評価モード で動作し ますので、 小規模文書に制限されます。

この状況は、 Windows イベン ト ロ グをチェ ッ クする こ と で検知でき ます （81 ページの

「アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ロ グ」 を参照） 。 ラ イ セン ス キーの問題が起き た場合には、

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms692537(VS.85).aspx
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ソースが 「TET PDF IFilter」 で分類が 「TET Error」 の項目があ り ます。 そのエラーを内容と

し ている行をダブル ク リ ッ ク し てエ ラー メ ッ セージを調べて く だ さ い。 下記のテキ ス ト

は、 有効な ラ イセン スキーが見つから なかった こ と を示し ています ：

TET API Error in TetIFilter::Init: open_document:
Invalid license key (error number 1986)

こ の メ ッ セージを見つけた と きは、レジス ト リ にラ イセン スキーを入力する必要があ り ま

す （6 ページの 「手動イ ン ス ト ール」 を参照）。
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6.2 TET PDF IFilter の動作上の問題
TET PDF IFilter が期待どお り に動作し ていないよ う に見え る場合には、以下に説明する分

析手法が役立つ可能性があ り ます。

ロ ッ ク されている PDF 文書がイ ンデ ッ ク ス されない 何 ら か の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が

PDF フ ァ イルを ロ ッ ク し ている と き、 TET PDF IFilter はその文書を イ ンデッ ク スでき ま

せん。 特に、 フ ァ イルは Acrobat で開かれている間はロ ッ ク されています。 IFilter ク ラ イ

アン ト は、 ロ ッ ク されていた文書を後で再試行するかも しれませんが、 ロ ッ ク されている

文書が解放される まではイ ンデッ ク スは不完全にな り ます。 ですので、 イ ンデッ ク ス作成

中は PDF 文書を Acrobat で表示する こ と を避ける こ と を推奨し ます。

XML 構成フ ァ イルが読み込まれない TET PDF IFilterのためのXML構成フ ァ イルを使用

するには、 その構成フ ァ イルを指し示す、 然るべき レキス ト リ 項目を作成する必要があ り

ます （67 ページの 5 章 「XML 構成フ ァ イル」 参照）。 XML 構成フ ァ イルが読み込めなかっ

た場合、 または XML 解析が失敗し た場合には、 エラー メ ッ セージがイベン ト ロ グへ書き

込まれ （「アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ロ グ」 参照）、 イ ンデッ ク ス作成は一切実行されませ

ん。
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6.3 PDF 文書群が完全にはイ ンデ ッ ク ス されない
SharePoint には、 大容量文書のイ ンデッ ク ス作成に影響を与え る さ まざまな制約があ り ま

す。 これら の制約は Microsoft の文書ではよ く 説明されていないので、 以下の諸注意は、

Microsoft のサポー ト 記事と ブロ グに基づいて情報を収集し ている ものです。これらの諸注

意は公認のものではあ り ませんので、 疑点があれば Microsoft に問い合わせて く ださい。

SharePoint の制約 SharePointは、文書のイ ンデッ ク ス作成にい く つかの制約を課し ます。

SharePoint における固定の、 または構成可能な制約に関し て、 下記にさ らに情報があ り ま

す ：

technet.microsoft.com/en-us/library/cc262787%28v=office.15%29.aspx （SP 2013）

docs.microsoft.com/en-us/sharepoint/install/software-boundaries-and-limits-0 （SP 2016/

2019）

下記の SharePoint の制約が TET PDF IFilter に課せられます ：

> 最大フ ァ イルサイ ズ （MaxDownloadSize） ： ク ロールされイ ンデッ ク ス される文書の最

大フ ァ イルサイ ズを指定し ます。 SharePoint の場合のデフ ォル ト 値は 64 MB です。

> SharePoint 2013：最大膨張係数 （MaxGrowFactor）： イ ンデッ ク ス される 1 文書あた り の

テキス ト の最大量を決定するために MaxDownloadSize 値に乗じ られる係数です。 こ の

係数が必要な理由は、 テキス ト がフ ァ イル内部で圧縮されている場合があ るからです。

PDF 文書ではたいていそ う です （単位 ： な し、 デフ ォル ト ： 4）。

> 解析対象内容サイ ズ：1 文書あた り 何個のキ ャ ラ ク タ を イ ンデッ ク スでき るかを指定し

ます。SharePoint は 2 百万キ ャ ラ ク タ と い う 固定の上限を有し ます。 この上限は変更で

き ません。

SharePoint に対する最大フ ァ イルサイズ と膨張係数を変更 「SharePoint 管理シ ェル」 で

下記のコマン ド を実行し ます （検索サービ スが複数あ る場合には、 1 番目のコマン ド に -
id <GUID of SSA> を付加） ：

$ssa = Get-SPEnterpriseSearchServiceApplication

$ssa.SetProperty("MaxDownloadSize", ...新しい値...)

同様のシーケン ス を実行し て MaxGrowFactor も設定でき ます。 現在の値をチェ ッ クする

には下記のよ う にし ます ：

$ssa = Get-SPEnterpriseSearchServiceApplication
$ssa.GetProperty("MaxDownloadSize")

https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc262787%28v=office.15%29.aspx
https://docs.microsoft.com/en-us/sharepoint/install/software-boundaries-and-limits-0
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6.4 デバ ッ グ機能
検索結果が自分の期待にそわず、イ ンデッ ク ス された文書群から抽出されたテキス ト 内容

に問題があ る と推測し ている場合には、以下に説明するデバッ グツールが有用であ る可能

性があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ログ TET PDF IFilter は、 Windows イベン ト ロ グの中に、 さ

まざまな イベン ト について項目を作成し ます。このアプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ロ グは以下

のよ う にし てチェ ッ ク でき ます ：

> Windows 8/10 ： 「イベン ト  ビ ューアー」 （または照応する ローカ ラ イ ズ された用語。 た

と えばド イ ツ語版 Windows な ら 「Ereignisprotokolle」） を開き ます。 「イベン ト  ビ ュー

アー」 ウ ィ ン ド ウ内で 「Windows ログ」 → 「Application」 を ク リ ッ ク し ます。

> TET PDF IFilter のイベン ト 群は、 ソース 「TET PDF IFilter」 と し て リ ス ト されています。

メ ッ セージを内容とする行を ク リ ッ ク し て、 詳細 メ ッ セージを調べます。

アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ロ グ内の項目群は、 レジス ト リ 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PDFlib\TET PDF IFilter5\logging

または

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\PDFlib\TET PDF IFilter5\5.2\logging

を表 6.1 に従った DWORD 値に設定する こ と によ って、 さ まざまな ク ラ スのイベン ト につ

いて有効にする こ と ができ ます。このロ グ記録レベルはデフ ォル ト では 1 に設定されてい

ます。

注記 Windows イベン ト ログへの書き込みが失敗し た場合 （権限の問題などによ って） には、 い

く らかの緊急ログ記録情報が OutputDebugString( ) 機構を通じ てフ ォールバッ ク と し て出

力されます。 このフ ォールバッ ク ログ記録出力を表示するには、 Sysinternals アプ リ ケー

シ ョ ン Dbgview.exe を用いて、 「Capture」 メ ニュー内 「Capture Global Win32」 でオプシ ョ

表 6.1 Windows イベン ト ログのためのログ記録レベル一覧

レベル （DWORD） 要約 ログ記録される イベン ト

0 致命的エラー TET PDF IFilter の動作が不可能になる致命的な問題。 た と えば XML

構成フ ァ イル内のエラーや、 ユーザーが与えた TET オプシ ョ ン リ ス

ト が無効の場合や、 ラ イセンスの問題など。 文書を処理する こ とは一

切できません。

1 (default) 文書固有のエラー レベル 0 の内容に加え、 文書固有の致命的エラー。 た と えばメ モ リ不

足など。 ある 1 つの文書が処理できません。

2 テキス ト を全 く 抽

出できない

レベル 1 の内容に加え、 テキス ト を全 く 抽出できない文書。 た と えば

PDF 文書ではない場合や、 必須のパスワー ドが与えられていない場合

や、 完全に破損し た PDF や、 動的 XFA フ ォームなど。 XMP 解析の問

題も このレベルでレポー ト されます。

3 完全なフ ァ イル一

覧

レベル 2 の内容に加え、 処理された各文書が、 その結果にかかわらず

レポー ト されます。 これは、 ある特定の文書が TET PDF IFilter へ実際

に渡されたこ と を確認し たいと きに有用です。

4 処理の詳細 レベル 3 の内容に加え、 XMP メ タデータ解釈エラーと、 文書処理に

関する さ らなる詳細。 デバッ グとサポー ト のために有用で し ょ う。
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ンをオンにし ます。 特定の問題文書に対し て さ らに診断が必要な場合には、 filtdump.exe
を実行し て、 Windows イベン ト ログ内に生成されるエン ト リ群を調べる とい う方法もあ り

ます。

イ ンデ ッ ク ス処理時刻をチ ェ ッ ク TET PDF IFilter は、 そ の処理日時 を、 正準名

PDFlib.TET.indextime （ユーザーイ ン タ フ ェース名 indexname） を持つプロパテ ィ へ格納し

ます。 これは、 あ る文書が TET PDF IFilter によ って処理済みかど う かを、 あ るいはいつ

処理されたかをチェ ッ ク し たい と きに有用でし ょ う 。

た と えば、 TET PDF IFilter が Windows Search と と もに使用する よ う 構成されている場

合であれば、このイ ンデッ ク ス時刻プロパテ ィ をエ ク スプローラーか検索ウ ィ ン ド ウに表

示させる こ と もでき ます。 そのためには、 「表示」 → 「列の追加」 → 「列の選択」 を ク リ ッ

ク し て、 indextime を選択し ます。 その う えで 「表示」 → 「詳細」 を ク リ ッ クすれば、 詳

細なフ ァ イル情報が表示されます。 新しい列に、 TET PDF IFilter によ って処理された各

PDF フ ァ イルに対する イ ンデッ ク ス処理時刻が表示されています。この列の内容がないも

のは、 その文書が TET PDF IFilter によ って処理されていないこ と を示し ます。

問題を起こす文書を特定 使っている IFilter ク ラ イ アン ト によ って、 イベン ト ロ グのエ

ン ト リ は、 問題のフ ァ イルの名前を含んでいる こ と も あれば、 いない こ と も あ り 、 また、

フ ァ イル名は有用であ る こ と も あれば、そ う でないこ と も あ り ます。た と えば、SharePoint

は文書を HTTP を通じ てダウ ン ロード し て一時ローカルコ ピーを生成し ます。 対照的に、

Windows Search によ って使用される ク ローラは通常、 イ ンデッ ク ス されたフ ァ イルの名前

を与えますが、 圧縮された ZIP アーカ イブを解凍する際など、 特殊な場合においてはこれ

を行いません。ですのでイベン ト ロ グは有用なフ ァ イル名をつねに内容と し て持っている

わけではあ り ません。 問題の PDF 文書を特定する助け と し て、 イベン ト ロ グのエン ト リ

はフ ァ イルサイ ズをバイ ト 単位で表し た ものを内容と し て持っています。検索エンジン自

体を使って問題の文書を特定する こ と も可能です。

> Windows Search では、下記のク エ リ 表現が使えます （12345 はフ ァ イルサイ ズをバイ ト

単位で表し た もの と し て） ：

size: = 12345

> SharePoint では、 フ ァ イルをフ ィ ルタ し よ う と し て失敗し た試みを、 SharePoint ク ロー

ルロ グ内で特定する こ と が可能です （Shared Services Administration ： 「SharedServices」
→ 「Search Settings」 → 「Crawl Log」）。 こ こ に リ ス ト されている PDF 文書に関するエ

ラーは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン イベン ト ロ グ内で TET PDF IFilter によ って発せら

れているエ ラーに照応し ています。 こ の ク ロールロ グ内のフ ァ イルのフ ァ イルサイ ズ

を、 イベン ト ロ グ内の項目 と 比較すれば、 問題を起こ し ている文書を特定する こ と が

可能です。

また、 Filtering/@errorIndicator 構成属性を用いて、 問題を起こ し た文書を特定する文字列

を イ ンデッ ク ス内へ書き出させる こ と もでき ます （69 ページの 5.2 「XML エレ メ ン ト ・ 属

性一覧」 を参照）。

文書から どのプロパテ ィ と テキス ト を出力し たか？ あ る 特定の文書か ら TET PDF

IFilter が抽出 し てい る 正確なテキ ス ト を見る には、 Windows SDK に入っ てい る ツール

FiltDump.exe が使えます。 64 ビ ッ ト TET PDF IFilter DLL をテス ト するにはこのツールの

64 ビ ッ ト 版が必要です。 詳し く は下記を参照し て く ださい ：

msdn.microsoft.com/en-us/library/ms692535(VS.85).aspx 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms692535(VS.85).aspx
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-o オプシ ョ ンを用いて、 FiltDump.exe の出力を UTF-16 符号化されたフ ァ イルへ リ ダ イ レ

ク ト させる こ と も可能です。 こ う する と、TET PDF IFilter によ って出力される テキス ト に

対する正確な Unicode テキス ト と、 検知された ロ ケール （LCID） を見る こ と が可能にな り

ます。 サンプル呼び出し ：

FiltDump.exe -o udhr_japanese.txt udhr_japanese.pdf

サンプル出力 ：

FILE: udhr_japanese.pdf
IFILTER: CLSID == {47A1AF35-C345-475D-AE68-EB07E948BD07}
IFILTER: Using IPersistStream
IFILTER: IFilter->Init returned IFILTER_FLAGS_OLE_PROPERTIES flag

CHUNK: ---------------------------------------------------------------
Attribute = {007867F0-C59B-43FC-AB1E-8EEE77057254}\4 (PDFlib.TET.indextime)
    idChunk = 3
    BreakType = 2 (Sentence)
    Flags (chunkstate) =  (Value)
    Locale = 1031 (0x407)
    IdChunkSource = 3
    cwcStartSource = 0
    cwcLenSource = 0

VALUE: ---------------------------------------------------------------
Type = 64 (0x40), VT_FILETIME
Value = "2010/06/10:08:28:04.587"

CHUNK: ---------------------------------------------------------------
    Attribute = {B725F130-47EF-101A-A5F1-02608C9EEBAC}\19 (System.Search.Contents)
    idChunk = 11
    BreakType = 2 (Sentence)
    Flags (chunkstate) =  (Text)
    Locale = 9 (0x9)
    IdChunkSource = 11
    cwcStartSource = 0
    cwcLenSource = 0

TEXT: ----------------------------------------------------------------
UDHR – Japanese 

CHUNK: ---------------------------------------------------------------
    Attribute = {B725F130-47EF-101A-A5F1-02608C9EEBAC}\19 (System.Search.Contents)
    idChunk = 12
    BreakType = 2 (Sentence)
    Flags (chunkstate) =  (Text)
    Locale = 17 (0x11)
    IdChunkSource = 12
    cwcStartSource = 0
    cwcLenSource = 0

TEXT: ----------------------------------------------------------------
...この文書のテキスト内容...
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TET カーネルログ記録 TET PDF IFilter によ って駆動されている際の TET カーネルの挙

動を解析する ために、 詳細な TET カーネルロ グ記録を有効にする こ と も可能です。 TET

ロ グ記録を有効にするには下記のよ う にし ます ：

> XML 構成フ ァ イル内で適切な TET オプシ ョ ン群を設定する こ と によ って（必ず XML 構

成フ ァ イルのフ ァ イル名を指定し て く ださい。 67 ページの 5 章 「XML 構成フ ァ イル」

を参照） ：

<Tet>
<TetOptions>logging={filename=C:\debug.log classes={pcos=2}}</TetOptions>

</Tet>

こ う する と、 TET 関数への内部呼び出しに関する詳細やエ ラー メ ッ セージなど を含むロ

グ ・ フ ァ イルが生成されます。 必ず、 TET PDF IFilter を呼び出すサービ スから書き込み可

能なフ ァ イル名を用いて く ださい。 また、 TET ロ グ記録は大量の出力を生成し、 フ ィ ルタ

リ ング処理の速度を落とすこ と に留意し ておいて く ださい。

> PowerShell を用いて環境変数を設定する こ と によ って ：

PS C:\> ${env:TET PDF IFILTERLOGGING} = "filename=tetpdfifilter.log 
classes={filesearch=3}"
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A 定義済みメ タデータ プロパテ ィ
定義済みプロパテ ィ 群は、 TET PDF IFilter に内部的に知られています （25 ページの 2.3 「定義済みプロパテ ィ 」 参照）。 各表の 1 列目

に正準プロパテ ィ 名を挙げています。 表 A.1 の 2 列目にはシェルプロパテ ィ 群の表示名 （ユーザーイ ン タ フ ェース名） を挙げていま

す。 この表示名はエク スプローラ ウ ィ ン ド ウの詳細表示で列名 と し て表示されます。 他の定義済みプロパテ ィ 群の表示名は PDFlib.TET
接頭辞をな く すこ と によ って得られます。 た と えばプロパテ ィ PDFlib.TET.pdfa の表示名は pdfa です。

A.1 シ ェルプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン
シェルプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンはすでに Windows に知られています。 正準名 と表示名 （空白な しで） を ク エ リ 内で使えます。 ド

イ ツ語など非英語の表示名を知る方法は 9 ページの 「正準プロパテ ィ 名と ローカ ラ イ ズ された表示名」 を参照し て く ださい。

表 A.1 シ ェルプロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンの定義済みプロパテ ィ 。 これらはすでに Windows に知られています

正準プロパテ ィ 名

英語の表示名

（ラベル） データ型 多値 プロパテ ィ セ ッ ト GUID ／プロパテ ィ ID

ソース ：

XMP プロパテ ィ または pCOS パス

System.Document.Contributor Contributors String ○ F334115E-DA1B-4509-9B3D-119504DC7ABB/100 dc:contributor

System.Document.DateCreated Content created DateTime × F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/12 xmp:CreateDate,
/Info/CreationDate

System.Document.DateSaved1

1. Windows Search などい く つかの IFilter ク ラ イアン ト は、 PDF ベースの値を、 フ ァ イルシステムプロパテ ィ でオーバラ イ ド し ます。

Date last saved DateTime × F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/13 xmp:ModifyDate, /Info/ModDate

System.Document.DocumentID Document ID String × E08805C8-E395-40DF-80D2-54F0D6C43154/100 dc:identifier

System.Document.PageCount Pages Int32 × F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/14 length:pages

System.Document.Version Version number String × D5CDD502-2E9C-101B-9397-08002B2CF9AE/29 xmpMM:VersionID

System.Search.Contents n/a String ○ B725F130-47EF-101A-A5F1-02608C9EEBAC/19 PDF ページ群のテキス ト 内容

System.Title Title String × F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/2 dc:title["x-default"], /Info/Title

System.Subject Subject String × F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/3 dc:description["x-default"],
/Info/Subject

System.Author Authors String ○ F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/4 dc:creator, pdf:Author,
xmp:Author, /Info/Author

System.DateModified1 Date modified DateTime × B725F130-47EF-101A-A5F1-02608C9EEBAC/14 xmp:ModifyDate, /Info/ModDate

System.Keywords Tags String ○ F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/5 pdf:Keywords, /Info/Keywords

System.MIMEType n/a String × 0B63E350-9CCC-11D0-BCDB-00805FCCCE04/5 application/pdf （固定値）

System.ApplicationName Program name String × F29F85E0-4FF9-1068-AB91-08002B27B3D9/18 xmp:CreatorTool, /Info/Creator

System.Kind Kind String × 1E3EE840-BC2B-476C-8237-2ACD1A839B22/3 Document （固定値）
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A.2 PDF プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン
こ のコ レ ク シ ョ ンのプロパテ ィ 群はデフ ォル ト で出力されます。 これらのプロパテ ィ を Windows Search で使 う には、 proptool.exe ユー

テ ィ リ テ ィ を用いて これら を登録する必要があ り ます （41 ページの 3.1 「Windows Search における メ タデータプロパテ ィ 」 参照）。 こ

のコ レ ク シ ョ ンのためのプロパテ ィ 記述群はフ ァ イル predefined_properties.propdesc 内にあ り ます。

表 A.2 PDF プロパテ ィ セ ッ ト コ レ クシ ョ ンの定義済みプロパテ ィ

正準プロパテ ィ 名 データ型 多値 プロパテ ィ セ ッ ト GUID ／プロパテ ィ ID

ソース ：

XMP プロパテ ィ または pCOS パス

PDFlib.TET.pdfversion
（PDF バージ ョ ンに 10 を乗じ た内容。 例 ： 「17」）

String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/2 pdfversion

PDFlib.TET.fullpdfversion
（PDF バージ ョ ンに 100 を乗じ た内容。 例 ： 「173」）

String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/12 fullpdfversion

PDFlib.TET.pdfa1

1. この規格のどの部分にも文書が準拠し ていない場合に pCOS によ って返される値 none は、 抑制されます。

String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/3 pdfa

PDFlib.TET.pdfe1 String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/13 pdfe

PDFlib.TET.pdfua1 String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/14 pdfua

PDFlib.TET.pdfvt1 String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/15 pdfvt

PDFlib.TET.pdfx1 String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/4 pdfx

PDFlib.TET.font String ○ E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/5 fonts[*]/name

PDFlib.TET.producer String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/10 /Info/Producer

PDFlib.TET.trapped String × E544AFE6-13E2-40F1-A702-DCEBE8FB7B02/11 /Info/Trapped
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A.3 文書 XMP メ タ デー タ プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン
こ のコ レ ク シ ョ ンのプロパテ ィ 群はデフ ォル ト では出力されず、 XML 構成フ ァ イル内で PropertySetCollection/@documentXmp="true"
を用いて有効化する必要があ り ます。 これらのプロパテ ィ を Windows Search で使 う には、 proptool.exe ユーテ ィ リ テ ィ を用いて これら

を登録する必要があ り ます （41 ページの 3.1 「Windows Search における メ タデータプロパテ ィ 」 参照）。 このコ レ ク シ ョ ンのためのプ

ロパテ ィ 記述群はフ ァ イル predefined_properties.propdesc 内にあ り ます。

表 A.3 文書 XMP メ タデータ プロパテ ィ セ ッ ト コ レ クシ ョ ンの定義済みプロパテ ィ （XMP 仕様よ り）

正準プロパテ ィ 名 データ型 多値 プロパテ ィ セ ッ ト GUID ／プロパテ ィ ID

ソース ：

XMP プロパテ ィ または pCOS パス

Dublin Core

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.contributor String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/2 dc:contributor

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.coverage String × D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/3 dc:coverage

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.creator String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/4 dc:creator

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.date DateTime ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/5 dc:date

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.description String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/6 dc:description

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.format String × D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/7 dc:format

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.identifier String × D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/8 dc:identifier

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.language String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/9 dc:language

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.publisher String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/10 dc:publisher

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.relation String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/11 dc:relation

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.rights String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/12 dc:rights

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.source String × D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/13 dc:source

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.subject String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/14 dc:subject

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.title String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/15 dc:title

PDFlib.TETPDFIFilter.dc.type String ○ D92BB3CA-CE2B-4B9B-972A-5BF54B468171/16 dc:type

XMP Media Management

PDFlib.TET.xmpMM.DocumentID String ○ 743CD065-7F47-4b4d-ACF1-F0A09C92EAA9/2 xmpMM:DocumentID

PDFlib.TET.xmpMM.InstanceID String × 743CD065-7F47-4b4d-ACF1-F0A09C92EAA9/3 xmpMM:InstanceID

PDFlib.TET.xmpMM.VersionID String × 743CD065-7F47-4b4d-ACF1-F0A09C92EAA9/4 xmpMM:VersionID

PDFlib.TET.xmpMM.OriginalDocumentID String × 743CD065-7F47-4b4d-ACF1-F0A09C92EAA9/5 xmpMM:OriginalDocumentID

XMP Basic

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.Advisory String ○ C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/2 xmp:Advisory
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PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.BaseURL String × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/3 xmp:BaseURL

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.CreateDate DateTime × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/4 xmp:CreateDate

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.CreatorTool String × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/5 xmp:CreatorTool

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.Identifier String ○ C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/6 xmp:Identifier

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.Label String × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/7 xmp:Label

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.MetadataDate DateTime × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/8 xmp:MetadataDate

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.ModifyDate DateTime × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/9 xmp:ModifyDate

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.Nickname String × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/10 xmp:Nickname

PDFlib.TETPDFIFilter.xmp.Rating Int32 × C60E822A-074F-4BD5-9889-6EBD372F2000/11 xmp:Rating

XMP Rights Management

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpRights.Certificate String × 0DE7A11C-E2C5-4EFA-8017-BECD888E7EC9/2 xmpRights:Certificate

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpRights.Marked Boolean × 0DE7A11C-E2C5-4EFA-8017-BECD888E7EC9/3 xmpRights:Marked

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpRights.Owner String ○ 0DE7A11C-E2C5-4EFA-8017-BECD888E7EC9/4 xmpRights:Owner

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpRights.UsageTerms String ○ 0DE7A11C-E2C5-4EFA-8017-BECD888E7EC9/5 xmpRights:UsageTerms

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpRights.WebStatement String × 0DE7A11C-E2C5-4EFA-8017-BECD888E7EC9/6 xmpRights:WebStatement

XMP Basic Job Ticket

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpBJ.JobRef String ○ EBC983EF-C1CF-45C8-A29E-993543A0ECFB/2 xmpBJ:JobRef

XMP Paged-Text

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpTPg.NPages Int32 × 7A9EB492-35AB-49FE-B364-A21FC9575C28/2 xmpTPg:NPages

PDFlib.TETPDFIFilter.xmpTPg.PlateNames String ○ 7A9EB492-35AB-49FE-B364-A21FC9575C28/3 xmpTPg:PlateNames

Adobe PDF

PDFlib.TETPDFIFilter.pdf.Keywords1 String × 17EB8447-FC9B-4D4D-81DF-31E9AA770CBF/2 pdf:Keywords

PDFlib.TETPDFIFilter.pdf.PDFVersion1 String × 17EB8447-FC9B-4D4D-81DF-31E9AA770CBF/3 pdf:PDFVersion

PDFlib.TETPDFIFilter.pdf.Producer1 String × 17EB8447-FC9B-4D4D-81DF-31E9AA770CBF/4 pdf:Producer

1. これらの XMP プロパテ ィ はめったに使用されません。 照応するプロパテ ィ System.Keywords ・ PDFlib.TET.fullpdfversion ・ PDFlib.TET.producer をかわり に使用する こ とが推奨されます。

表 A.3 文書 XMP メ タデータ プロパテ ィ セ ッ ト コ レ クシ ョ ンの定義済みプロパテ ィ （XMP 仕様よ り）

正準プロパテ ィ 名 データ型 多値 プロパテ ィ セ ッ ト GUID ／プロパテ ィ ID

ソース ：

XMP プロパテ ィ または pCOS パス
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A.4 XMP 画像 メ タ デー タ プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン
こ のコ レ ク シ ョ ンのプロパテ ィ 群はデフ ォル ト では出力されず、XML 構成フ ァ イル内で PropertySetCollection/@imageXmp="true" を用

いて有効化する必要があ り ます。 これらのプロパテ ィ を Windows Search で使 う には、 proptool.exe ユーテ ィ リ テ ィ を用いて これら を登

録する必要があ り ます （41 ページの 3.1 「Windows Search における メ タデータプロパテ ィ 」 参照）。 このコ レ ク シ ョ ンのためのプロパ

テ ィ 記述群はフ ァ イル predefined_properties.propdesc 内にあ り ます。

表 A.4 XMP 画像メ タデータ プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ンの定義済みプロパテ ィ （XMP 2005 仕様内の Photoshop スキーマよ り）

正準プロパテ ィ 名 データ型 多値 プロパテ ィ セ ッ ト GUID ／プロパテ ィ ID

ソース ：

XMP プロパテ ィ または pCOS パス

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.AuthorsPosition String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/2 photoshop:AuthorsPosition

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.CaptionWriter String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/3 photoshop:CaptionWriter

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.Category String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/4 photoshop:Category

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.City String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/5 photoshop:City

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.Country String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/6 photoshop:Country

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.Credit String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/7 photoshop:Credit

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.DateCreated DateTime ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/8 photoshop:DateCreated

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.Headline String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/9 photoshop:Headline

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.Instructions String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/10 photoshop:Instructions

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.Source String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/11 photoshop:Source

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.State String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/12 photoshop:State

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.SupplementalCategories String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/13 photoshop:SupplementalCategories

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.TransmissionReference String ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/14 photoshop:TransmissionReference

PDFlib.TETPDFIFilter.images.photoshop.Urgency Int32 ○ C9F08C60-189D-11DD-8441-0002A5D5C51B/15 photoshop:Urgency
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A.5 内部プロパテ ィ セ ッ ト コ レ ク シ ョ ン
こ のコ レ ク シ ョ ンのプロパテ ィ 群はデフ ォル ト で出力されます。 これらのプロパテ ィ を Windows Search で使 う には、 proptool.exe ユー

テ ィ リ テ ィ を用いて これら を登録する必要があ り ます （41 ページの 3.1 「Windows Search における メ タデータプロパテ ィ 」 参照）。 こ

のコ レ ク シ ョ ンのためのプロパテ ィ 記述群はフ ァ イル predefined_properties.propdesc 内にあ り ます。

表 A.5 内部プロパテ ィ セ ッ ト コ レ クシ ョ ンの定義済みプロパテ ィ

正準プロパテ ィ 名 データ型 多値 プロパテ ィ セ ッ ト GUID ／プロパテ ィ ID

ソース ：

XMP プロパテ ィ または pCOS パス

PDFlib.TET.version String × 007867F0-C59B-43FC-AB1E-8EEE77057254/2 5.2

（パッ チレベル番号が付 く 場合も

あ り ます）

PDFlib.TET.indextime DateTime × 007867F0-C59B-43FC-AB1E-8EEE77057254/4 イ ンデッ クスラ ンの日時

PDFlib.TET.eval Int32 × 007867F0-C59B-43FC-AB1E-8EEE77057254/5 IFilter が評価モー ド で走っている

なら例外番号
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B 更新履歴

本マニュアルの更新履歴

日付 変更

2019 年 7 月 18 日 > TET PDF IFilter 5.2 （TET 5.2 をベース とする） のための更新

2018 年 12 月 04 日 > SharePoint 2019 に関する追加情報

2017 年 9 月 04 日 > SharePoint 2016 に関する追加情報

2017 年 8 月 14 日 > TET PDF IFilter 5.1 （TET 5.1 をベース とする） のための更新

2016 年 7 月 28 日 > SQL Server 2014 ・ 2016 への対応を記述

2016 年 4 月 21 日 > TET PDF IFilter 5.0 （TET 5.0 をベース とする） のための更新

2015 年 1 月 27 日 > TET PDF IFilter 4.4 （TET 4.4 をベース とする） のための更新

2014 年 5 月 26 日 > TET PDF IFilter 4.3 （TET 4.3 をベース とする） のための更新

2013 年 5 月 16 日 > TET PDF IFilter 4.2 （TET 4.2 をベース とする） のための更新

2012 年 10 月 22 日 > Exchange Server 2010 に関する項を追加 （TET 4.1p9 をベース とする）

2012 年 2 月 13 日 > TET PDF IFilter 4.1 （TET 4.1 をベース とする） のための更新

2010 年 9 月 22 日 > TET PDF IFilter 4.0p2 （TET 4.0p2 をベース とする） のための更新

2010 年 7 月 22 日 > TET PDF IFilter 4.0 （TET 4.0 をベース とする） のための更新

2008 年 8 月 06 日 > Search Server のための更新

2008 年 6 月 16 日 > TET PDF IFilter 3.0 （TET 3.0pre2 をベース とする）

2008 年 6 月 6 日 > TET PDF IFilter 3.0 beta3 （TET 3.0pre2 をベース とする）

2008 年 5 月 09 日 > TET PDF IFilter 3.0 beta2 （TET 3.0pre1 をベース とする） のための初版
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